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　幼い頃から、体力には自信があった。

　炭焼きの長男。そんな俺には、実にありがたい力。

　かつて名を馳はせた冒険者だったらしい先祖が得た土地は、大陸南西の山脈の端に引っかかるように存在していた。

　おかげで敷地内は良く言えば緑豊富、悪く言えば緑しかない有り様だが、収入には困らない。

「ライエル、これも頼む」

　日々の暮らしの中で、その言葉だけが繰り返し父から発せられた。

　寡黙な父ではあったが、頼たより甲が斐いはあった。そんな父が頼りにしたのは、俺の筋力である。

　子供時代を抜ける頃になると、俺の筋力は人のそれを遥はるかに超えるようになってきた。

　タフネス、そして戦闘術のギフト。

　二つの力が俺の身体からだを無限に鍛え上げてくれた。

　炭焼きの仕事を手伝えば手伝うほど鍛え上げられていく肉体。そして山中で襲い掛かってくる獣を撃退できる戦闘術。

　炭を焼くために木を切る必要がある。木を切るには斧おのを振るう必要がある。

　幾度となく振るわれる斧は、肉体を鍛えるのに実に都合が良かった。

　そんな日々を過ごしているうちに、俺に徴兵の命令が来た。

　これは別に俺に限ったことではない。ジーズ連邦が南部都市国家連合から離脱し、国境付近で戦闘が起こるようになってからは、全国民に降りかかる災厄となっている。

　俺が家を出て軍に向かう朝、父は俺に向かって一本の長剣を差し出してきた。

「これはご先祖様が使っていた剣らしい。噂うわさじゃ竜の骨を削り出して作った聖剣なんだとか」

「へぇ、そんな凄すごいのがうちに残っていたんだ？」

「ご先祖様が『絶対に売るな。売ったら破戒神が襲い掛かってくるぞ』って言い残したらしくてな。売るに売れなかったらしい」

「それ、呪われているんじゃない？」

　父親の冗談ともつかない言葉は、俺が家を出る寂しさを紛らわせるものだったのかもしれない。

　そうして軍に入った俺は、トントン拍子で出世していった。

　タフネスのギフトによる体力強化は、厳しい軍隊生活でもその力をいかんなく発揮してくれた。

　どんな厳しい戦場でも、尽きることない体力が苦境を乗り越えさせてくれる。

　気が付けば、俺は傭よう兵へい隊の隊長にまで上り詰めていた。

　そしてその頃、父の訃報が伝えられた。

　俺が家を出てから、随分と老け込んでしまったらしい。

　死に目に会えなかったことが無念でならなかったが、戦友を守るための戦いを続けていたのだから仕方ないと頭を切り替える。

　南部都市国家連合との戦況は有利に進んでいたが、ある時を境にそれは逆転してしまっていた。

　なんでも『死神』と呼ばれる軍師が敵に現れ、敗色濃厚な戦況をひっくり返し始めたという噂だった。

　それから数年して、戦場は完全に膠こう着ちやく状態となっていた。




　そんな時だ。遠く離れた北の三か国が、突如として襲来してきた邪竜に滅ぼされたと知らされたのは。

　世界はもはや、戦争どころではなくなってしまった。

　放っておくと自国すら邪竜の襲撃に遭いかねない。なにせ相手は空を自由に飛び回る災厄そのものの存在だ。

　各国が精鋭の軍隊を派遣し、邪竜を仕留めんとしたが、見事に失敗。

　結果少数による邪竜討伐を計画した各国は、それぞれの国の精鋭個人を送り出す方向に軌道修正した。

　聖樹国の聖女、森王国の賢者、合がつ従しよう国こくの守護者、剣王国の暗殺者、そして都市国家の軍師。

　対して連邦にはこれといった人材はいなかった。

　そこで選ばれたのが、俺である。

　日頃は貴族から傭兵隊の隊長風情と侮られていたが、戦果は無視できるものではなかったからだ。

　邪竜退治など生いけ贄にえも同然と思わなくもなかったが、何度か戦場で相まみえた軍師と戦えることには興味がある。

　そうして身支度を済ませ、聖樹国に赴いた俺は、そこで運命と出会った。




　最初、案内された部屋に入った時、そこには二人の人物がいた。

　筋骨隆々としたドワーフと、猫人族の女性。

　ドワーフの顔には見覚えはないが、猫人族の女性は知っている。

　直接話したわけではないが、その姿絵は各地で見たことがあった。

　ジーズ連邦において最大の賞金首。おそらくもっとも憎まれている女性。

「コルティナ……」

「あんた、ライエル？　まぁそっか。ジーズが出す人材っていったら、あんたしかいないわよね」

「厄介払いされたようなものだけどな」

「それを言ったら私も同じよ」

　炭焼きの息子が傭兵隊とはいえ隊長。それは貴族たちから見れば、非常に腹立たしいことである。

　自分たちが立てられない手柄を、俺たちが上げ続けているということになるのだから。

　それは彼女に関しても同じだった。

　孤児院上がりの猫人族。

　そんな彼女が一声かければ、貴族たちを含む部隊が動く。動かねばならない。

　動かねば彼らは死ぬだけなのだから、嫌でも従わねばならない。

「たった六人で邪竜退治なんて無む茶ちやもいいところ。大陸南方は特にそういう人材を送り込んだみたいね」

　邪竜の住すみ処かに接するラウム森王国、フォルネリウス聖樹国、マタラ合従国。

　聞いた話では、その三か国はまさに精鋭と呼ばれる人材を提供していた。

　かつて王族であった大魔術師に次世代の聖女、聖盾の継承者など。

　対してさらに南方に位置する三か国は、実力は有れど厄介な人材を送り込んだ印象がある。

　俺やコルティナなどは、最たる者だろう。

　それは南方三か国では、邪竜の脅威がまだ遠いという影響も考えられた。

「それにしても、なぜ三人だけなんだ？」

　フォルネリウス聖樹国の首都ベリト。ここに来た段階で、六人の精鋭が選抜されたと知らされていた。

　知名度のあるラウム・フォルネリウス・マタラの参加者はすでに知っている。

　残る二人は俺とコルティナ。ならば残り一人は誰か？　それをまだ知らされていない。

　その疑問を案内してくれた神官にぶつけてみた。

　神官は少し狼ろう狽ばいしたような口調で、それでも正直に答えてくれた。

「はい。選抜された六名の方には、その……相性のよろしくない方々もおられますので」

　言われて納得する。俺とコルティナは敵国同士の人間だ。下手をしたら、顔を合わせた瞬間に殺し合いを始める可能性がある。

「エルフのマクスウェル様とドワーフのガドルス様、南部都市国家連合のコルティナ様とジーズ連邦のライエル様。それにマリア様ともうお一ひと方かたの相性も少し……」

「もうお一方？」

「はい、それにコルティナ様とも……」

　マリアというのは次世代の聖女と噂される司祭の名だ。

　高潔と呼ばれる彼女と相性が悪いというのは、俗世にまみれた存在ならば、相応にいるだろう。

　それにコルティナも方々に敵を作っている存在だ。敵が多い、相性が悪い存在というのは、少なくない。

　推測するに残る一人は剣王国の暗殺者。ならば聖女と呼ばれる存在や、敵の多いコルティナと相性が悪いというのも納得がいく。

「名前は今は教えたくない、か？」

「申し訳ありません。職業が職業の方ですので」

「ガドルスとマクスウェルを分けたのは、私たちの争いを止めるため？」

「ええ。特にお二方は実績もあり、経験豊富でございますし」

　コルティナの質問には、すらすらと答える神官。

　つまるところ、若い俺たちは感情に任せて争いを起こしかねないと危惧されたわけだ。

　実際、マクスウェルは五百年ほど生きており、ガドルスも詳細はわからないが何十年か生きているらしい。

　それに対して他の四人は二十を超えたばかりの俺がおそらくは最年長で、コルティナに至っては二十にもなっていない。

　暗殺者も何人か心当たりがあるが、とくに有名な『影羽根』ならば、二十歳程度の若造という話だった。

　生まれや信条がバラバラな俺たちが、諍いさかいを起こすと考えない方がおかしい。

「事情はわかった。でもできれば、『仲間たち』とは早く顔を合わせておきたい」

「それは私も同意ね。それに、ここで争いを起こすほど、私もバカじゃないわ」

　俺とコルティナは敵国同士と言えど、互いを憎んでいるというわけではない。

　住んでいる国が違い、忠誠を捧ささげる対象が違うのだから、争うことになったのは仕方ないことだ。

　しかし世界の危機というこの状況を前にして、個人的な恨みを持たない彼女と争っても仕方ない。

「わかりました。ではこちらへ」

　神官が更に別室へと案内してくれる。俺はもちろん、これまで一度も口を開いていないガドルスも、小さく頷うなずいた。

　寡黙な英雄という雰囲気がして、実に頼り甲斐がある。少しばかり、憧れてしまう。

「お待たせしました、残る三名の方が到着いたしました」

　神官に促され、別室へと入る。

　そこには二人の男性と一人の女性……いや、天使が存在していた。

　確かにコルティナも美少女ではあるのだろう。しかし目の前に立つ女性は、そんな言葉では表せない美しさを持っていた。

　隣でコルティナが若い男と何やら口論をしている様子だったが、それすら耳に入ってこない。

　まるで地上に舞い降りた月の精霊のような立ち姿に、俺は目を離すことができなかった。

　それを若い男──レイドに揶や揄ゆされても、嫌な気分はしない。

　俺はそれほど、彼女に一目で魅了されていたのだ。




　それから様々な冒険を俺たちは行ってきた。

　コルティナは意外といい娘だったし、マクスウェルは茶ちや目めっ気けがあって付き合いやすい男だった。

　ガドルスは見かけ通り頼りになり、レイドは……まぁ、俺からすれば困った弟ができた気分にさせられた。

　だが嫌いになるような人間は一人としていない。

　むしろ命を懸けて守るに値する者ばかりだった。

　その中でも最たるものが、マリアだった。

「んで……どうすんだ、お前？」

　俺の向かいの席でレイドが酒杯を仰いでいる。

　彼が指摘する問題は一つだ。すなわちマリアの帰郷である。

　彼女は聖女と呼ばれ、次期教皇とまで目される人材である。

　内部分裂を恐れた現教皇によってこの北の地に送り込まれてはいるが、決して左遷されたわけではなかった。

　現教皇すら超える名声を得たマリアは、現教皇を支持する者から見れば、目の上の瘤こぶである。

　それを危惧した教会内の強硬派によってマリアを排除する動きがあったため、現教皇が彼女を守るために行ったのが、この北部への移動だ。

　昨今、その問題も落ち着いてきたのか、ようやくマリアに帰還命令が出されたのが、つい先日。

　マリアは悩んでいる様子だったが、教会に戻れば次期教皇として生きていくことができる。

　ここで辺境の司祭として生きていくより、よっぽど幸せになれるだろう。

「彼女の幸せを考えるなら──」

「そういう問題じゃねぇだろう？」

　俺の言い訳をレイドが一蹴する。この男は常にストレートでダイレクトな結論を求めてくる。

　回りくどい戦い方をするというのに、性格は驚くほどに一いち途ずだ。

「お前がどうしたいか、だろ。問題は」

「……………………」

　マリアが帰還するということは、俺とは会えなくなるということだ。

　俺はマリアと違い、元の立場が低かったため、完全に放逐された形になっている。

　邪竜討伐の英雄ということで一般人よりは立場が上だが、それでも次期教皇と目されるマリアと気軽に会うことはできなくなるだろう。

　今後の人生で、彼女と会えない生活を想像すると、それは地獄のように思えてくる。

「周りの考えとか、マリアの幸せとか、そんなこと考えて萎縮してんのはお前らしくねぇよ」

「まさか、お前からそんな言葉を聞くとはな」

「うるせぇ」

　彼女を引き留めるのは俺のわがままだ。だがその上であえて思う。彼女と一緒に居たい。

　その結果、彼女の約束された未来を取り上げてしまうとしても、それ以上の幸せを提供すればいいじゃないか、と。

「感謝する、レイド。背中を押してくれて」

「知らん。目の前でどんより落ち込んでる奴やつを見て、気分が悪かっただけだ」

　ぶっきらぼうにそう告げると再び酒杯を仰ぐ。

　邪竜討伐後はマクスウェルが帰国し、ガドルスは自分の宿のために奔走している。

　冒険者として活動しているのは、俺たち四人。マリアと結婚してしまえば、彼らはこの先苦労することになるだろう。

　それでもレイドは、俺の背中を押してくれた。

「それでもだよ。今度、飯でも奢おごらせてくれ」

「今奢れよ、今」

　そんな悪びれない言葉を返してくるレイドに、銀貨を一枚放り投げておく。

　昼食を取るには充分な金額。しかし邪竜を討伐した報酬を得た俺やレイドにとっては、もはやはした金に過ぎない。

　それでも『奢れ』と主張したのは、彼の照れ隠しに違いない。




　それから俺はレイドの勧めに従い、マリアに告白した。

　マリアはそれを快く受け入れてくれ、俺たちは結婚することとなる。

　子供を授かるまで十年かかってしまったが、愛まな娘むすめも生まれ、二人目も今マリアのお腹なかにいる。

　順風満帆の人生。だからこそ、たった一つの汚点……レイドの死がいつまでも心の中にくすぶっていた。
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　クレイン・ストラ＝サルワ前辺境伯をマクスウェルの魔法で爆殺し、隠刀流の頭目ギデオンを倒した俺は、マクスウェルに頼んで飛翔フライトでこっそり部屋に戻してもらった。

　転移テレポートが使えるならそれでよかったのだが、マクスウェルは俺の部屋に入ったことがないので仕方ない。

　今回俺の部屋に忍び込んだことで、次からは転移テレポートできるようになったはずだ。

　俺に変装していたカッちゃんを回収し、もそもそと布団に潜り込んだら、すぐに瞼まぶたが下りてくる。やはり想像以上に疲労していたようだった。

　腕と肩に穴をあけられていたのだから、疲労して当たり前ではある。

「キュ？」

　ぐったりした俺を心配してカッちゃんが覗のぞき込こんできたようだが、かまってやる余裕はなかった。

　あっさりと眠りの沼に沈み込もうとしていると、カッちゃんが俺の胸の上に乗っかってきた。

「カッちゃん、暑い」

「キュー？」

　夏が始まったばかりのこの時期、もこもこのカーバンクルの体温はさすがにきつい。冬場は暖房代わりに抱き枕にしているのだが、この季節は遠慮してもらいたい。

　後、我が家──俺の家ではないが──の洗濯を請け負っているフィニアが、抜け毛に怒ることもある。露骨に怒ったりはしないが、カッちゃんの抜け毛まみれのシーツを見て、眉間にしわを寄せて不機嫌を表明するのでバレバレである。

　そこはホカホカもこもこの代償として、見逃してほしいところである。

　なんにせよ、俺は胸にカッちゃんを乗せたまま、それを押しのけることもできずに眠りに落ちていく。

　この疲労感は昨晩の戦闘の後遺症だ。今も貧血に近い症状を起こしていた。

　目を閉じ、そしてノックの音が聞こえてくる。

「おはようございます。ニコル様、お目覚めですか？」

「……んぅ、おきた。おはよう、フィニア」

　まるで夜の時間が無くなったかのような気がした。気絶したみたいな、深い睡眠。

　壁にかかった時計を見ると、すでに朝になっている。およそ六時間が一瞬で経過したような気分だった。そこまで深く眠ってしまったということだろう。

　暗殺を生なり業わいとし、冒険者として名を馳はせた俺にとって、眠りはそれほど深いものではない。場合によっては床板の軋きしむ音ですら目を覚ましてしまう。

　その俺が、気絶と言っていいほど深く眠ってしまったのは、いつ以来だろう？　いや、気絶なら何度も経験しているのだが。

　俺は起きだしベッドから這はい出そうとして、そのまま床に崩れ落ちた。

　どうも、足腰が抜けたような状態になっていて、まともに歩けそうにない。

　その音を聞きつけて、フィニアは慌てたように扉を叩たたく。

「ニコル様、どうかしたんですか？　さっきの音は──」

「あー、ごめん、フィニア。今日はちょっと調子が悪い」

「失礼します、部屋に入りますね！」

　俺の不調を聞き、フィニアは問答無用で部屋に踏み込んできた。

　まあ、無断で部屋に踏み込むのは使用人としては褒められたことではないのだが、彼女は俺を心配してのことなので、責めるに責められない。

　部屋に入ってきたフィニアはベッドから上半身を床に投げ出した俺を見て、口元に手をやって驚いていた。

「ごめんね、ちょっと力が入らなくて。ベッドに戻してくれると嬉うれしい」

「だ、大丈夫なんですか!?」

　驚きながらも、俺の身体からだを抱き上げ、ベッドへ戻してくれる。

　その抱き方がいわゆるお姫様抱っこだったのは、まあ見なかったことにしよう。

　日々雑務をこなすフィニアは、見かけによらず筋力がある。しかも剣の修行まで始めているので、そこらのエルフとは比較にならない力を持っていた。

　そのわりには細く綺き麗れいな手を俺の額に当て、熱を測った。冷たい手の感触が心地いい。

「熱はないようですね。むしろいつもより低いくらいでしょうか？」

「なぜ、わたしのいつもの体温を知っているのかは、聞いておきたい気がする」

「え、それは企業秘密です」

　まあいつも一緒に風呂に入っていることだし、その時に調べられているのだろう。なぜ調べているのかは意味がわからないが。

　ベッドに寝かしつけた俺のパジャマを直しながら、毛布を掛けなおしてくれる。

「ハァハァ……あ、いえ、なんでもありませんよ？」

　ちょっと、なぜ乱れた服に息を荒らげているんですかね、フィニアさん。変な趣味に目覚めていないだろうな？

「この体調では今日は学院は難しそうですね。コルティナ様に報告して、お休みさせてもらいましょう」

「最近調子よかったのに」

「魔力畜過症が治ってからは、あまりありませんでしたね。貧血っぽい感じでしょうか」

「そんな感じかな？」

「ニコル様もそろそろのはずですから、お身体は大事にいたしませんと」

「なにがそろそろなの？」

「それは……」

　答えず、ぷいと視線を逸そらすフィニア。

　だが、そんな感じも何も、事実として昨夜大量出血して貧血気味だ。フィニアの見立てに間違いはない。

　本来ならマリアに再生リジエネーシヨンでも掛けてもらえばいいのだろうが、さすがに事情を話すわけにもいかないので、今日は安静にしていよう。マクスウェルも再生リジエネーシヨンは使えたはずなので、後で掛けてもらえばいい。

　そう思った矢先に、玄関口が騒がしくなっていた。

「あら、ミシェルちゃんじゃない？　今日は少し早いわね」

「コルティナ様、大変なの！　ニコルちゃんはいる？　クラウドくんが大変なの！」

「え、クラウドくんが!?」

　ミシェルちゃんとコルティナの焦った声が聞こえてきた。この状況はクラウドがマテウスに襲われた状況を彷ほう彿ふつとさせる。

　俺も背筋に冷たいものが伝う心地で、震える足を支えながらベッドから降り立つ。

「ニコル様はここに。私が行ってきます！」

「フィニア？　でも──」

「大丈夫です。今度は見捨てませんから、ご安心を」

　フィニアはクラウドを見捨て、俺の安全を優先したことを、今も気に病んでいる。

　同じ状況が繰り返されたことで、その責任感に火が付いたのだろう。だが、同じ状況だとすると、フィニアがマテウスのような強者と対たい峙じすることになってしまう。

　彼女にそこまでの腕は、まだない。

　そうこうしているうちに、俺の部屋にミシェルちゃんが駆け込んできた。

「ニコルちゃん、大変！　クラウドくんが冒険者の人と模擬戦をやるんだって、しかも相手は五階位のすごい人と──」

　あ、そういえばケイルとそんな約束をしていたかもしれない。




　俺は冒険者ギルドに向かうことにした。

　いつもの冒険者としての服装に着替え、フィニアとミシェルちゃんの肩を借りながらギルドに向かうため、いつもより時間がかかってしまったが、これでも大急ぎで準備したのだ。

　コルティナも心配そうにしていたのだが、彼女には教師という職業がある。昨日は仕方ない事情があったとはいえ、さすがに連日休むとなると問題が出てくるのだろう。

　マリアとライエルはマクスウェルの屋敷に向かっていた。

　二人も一連の事情を興味深そうに聞いていたのだが、彼らとしてはクレインの始末の方が優先順位が高い。もちろんその始末は、俺とマクスウェルで昨夜のうちに付けている。

　彼らがジーズ連邦に向かったところで、すでに事は終わっている。無駄足を踏ませることになってしまうが、そこは俺の事情ということで我慢してもらう。

　生まれたての小鹿のような足取りで、どうにかギルドまで到着したが、すでに勝負の舞台は地下の訓練場へと移動していたようだ。

　いつもの受付のお姉さんも、面白い見世物を見学する機会を逃したという反応をしていたので、それほど危険はないはずである。彼女には、通常業務という束縛があるので、見学には行けない。

　実際、そういった反応を見る限り俺が駆け付ける必要もなさそうなのだが、この手合わせの段取りをつけたのは俺だ。その本人が欠席というのも締まらない話なので、ここは半ば意地になって訓練場へと足を運んだ。

　ギルドの地下訓練場への階段を下りると、すでに手合わせは始まっていたのか、観客たちが歓声を上げて楽しんでいた。

「行け、ケイル！　ハーレム野郎をぶっ飛ばせ！」

「鬼畜クラウドからニコルたんを取り戻せ！」

「俺ミシェルちゃん派なので……あ、一緒か。ぶっとばせ！」

「あ、俺はレティーナ様派でござる。踏んでください」

「全員クラウドのお手付きじゃねぇか。やはり殺そう」

　応援と言っても、ケイルが九割、クラウドが一割という状況だ。やはり半魔人の不人気は根強い。いや、応援内容から察するに、半魔人とか関係ないか？

「あ、もう始まってる！」

　ミシェルちゃんが訓練場の中央を指差すと、そこにはケイルの攻撃を凌しのぐクラウドの姿が存在した。

　ケイルはかなり手を抜いている様子だったが、それでも五階位の攻撃に持ちこたえるクラウドの成長は著しい。

「なんだか、いい勝負になってない？」

「でも相手は五階位なんだよ？　クラウドくんが大おお怪け我がしちゃう」

「平気だよ。それにここはギルドなんだから、治癒術師も常駐しているし」

「あ。そっか」

　一応ギルド内での殺生沙汰は厳禁である。いくらクラウドが半魔人だからと言って、ギルドの訓練場で大怪我をさせれば、それはギルドの沽こ券けんに関わる。

　魔法も、訓練場、受付ホール、医務室以外は使えないように、妨害術式による設計もされていた。

　それにこの状況は俺が設定したものだから、大怪我をさせて遺恨を残せば、俺──すなわちライエルやマリアにも悪感情を持たれる可能性がある。

　なので、やりすぎるということはないはず……だと思いたい。

　応援の状況を見ると、さすがに楽観はできないかもしれないが。

「でも苦戦はしてるみたいだし、応援してあげれば励みになるかもね？」

「そだね！　クラウドくん、がんばれぇ！　ほら、フィニアさんもニコルちゃんも応援しないと」

「そ、そうですね。えと、ガンバレ、クラウドくん！」

　日頃控えめな声量でしか話さないフィニアが、精一杯声を張り上げてクラウドを応援しはじめた。

　正直言うと、俺はその光景を見て、胸がもやもやするのを感じた。フィニアは俺の侍女であり……いや、実際はそうではないのだが、なんというか、独占欲を刺激されたからだ。

「むぅ……？」

「ニコルちゃんも、クラウドくんを応援しないと」

「いや、でも……どっちかというと、ケイルを応援したくなっちゃった？」

「もう、こんな時にまで意地っ張りを発動しないで！」

「え、わたしってそういう認識なの？」

　確かに俺は、意固地な面があるのは否定できないが、別にクラウド贔びい屓きというわけではないのだが。

　まあ、確かにクラウドは俺の弟子でもある。それがポッと出の冒険者に負けるというのは、いい気がしないのも事実。

「仕方ないなぁ。くらうど、がんばれー」

　やや棒読みの俺の声援、その声を受けてなぜか会場がヒートアップした。

「ニコルたんの応援……クラウド許すまじぃぃぃぃぃ！」

「フィニアちゃんまでクラウドを！　やはり奴やつは鬼畜生に違いない！」

「仕留めろケイル、俺が許す。支部長の権限で」

「いたのかよ、支部長!?」

　なんだか物騒なことを言っているが、あくまで冗談だろう。それにしても支部長にまで目を付けられているとは、やはりライエルの弟子というインパクトは大きいようだ。

　そうこう言っているうちに、クラウドの剣が撥はね飛ばされ、武器を失ってしまった。

　しかし彼はそこで諦めず、盾を構えて突撃を敢行した。

「な、にぃ!?」

　勝負はついたと油断していたケイルの、意表を突く攻撃。

　クラウドの目もく論ろ見み通り、ケイルは盾に押し倒され、二人そろって地面に転がった。

　両者が組み合ったまま地面を転がりまわる。これは上に乗った方が有利なマウントポジションを争うための動きだ。

「往生際が悪いな、五階位なんだから後輩に花を持たせろよ！」

「五階位だから負けられねぇんだよ！　燃え上がれ、封印されし黒き炎──漆黒のインフエルノ・黒焔王フレイムロード！」

　ケイルはなにか病気のような叫びをあげているが、驚いたことにその叫びに呼応するかのように右腕が黒く燃え上がった。

　そして容赦なくクラウドに殴りかかっていく。その光景にミシェルちゃんは驚きよう愕がくの声を上げる。

「わ、なにあの腕!?」

「多分、火系魔術の火炎付与フアイアウエポンだと思う。ちょっとアレンジして黒く色を付けてるかもしれないけど」

　火炎付与フアイアウエポンの魔法は火属性魔術にしては珍しく、直接攻撃をする魔法ではなく武器に付与して攻撃力を底上げする魔法だ。

　しかも炎ということで浄化の力も持ち、不死系アンデツドモンスターに効果が高いという特性を持つ。

　ダメージ増加量は俺の強化付与エンチヤントよりやや高い。初級冒険者の頃はよくお世話になる魔法である。

　しかし、その炎をアレンジしてわざわざ黒く染めるというのが、意味がわからない。ケイルなりのこだわりなのだろうか？

　だが、その黒い炎に意表を突かれクラウドは硬直したように動きを止めてしまった。

　正面から殴り飛ばされ、ゴロゴロと地面を転がって気を失っていた。

「フッ、俺にこの切り札を出させるとは、新人にしてはなかなかやるじゃねぇか。褒めてやるぜ」

　何かキザったらしいポーズを決めて、腕を一振りして魔法を解除するケイル。自分の魔法を解除するのは魔力の維持を停止させるだけでいいので、そのポーズは必要ないはずだ。

　常駐の治癒術師がクラウドの様子を見に駆け寄っていくのが見える。今度こそ決着は完全についていた。

「何カッコつけてんだ、ケイル！　ただの火炎付与フアイアウエポンじゃねえか！」

「新人ごときを倒していい気になってんじゃねぇぞ！」

「クラウドがやられたようだな……」

「奴は四天王の中でも最弱」

「ケイルごときにやられるとは、ラウム冒険者の恥さらしめ。ところで公共施設の私的利用について、罰金の話があるのだが？」

「そりゃねぇよ、支部長!?」

　観客はついた決着に好き放題ヤジを飛ばしていた。そこに悪意はあまり感じられない。

　先ほどまでのクラウドへの反発を見ると、もっとひどい言葉が飛ぶかもと思ったのだが、杞き憂ゆうだったようだ。

　こうやって見ると、クラウドもラウムの冒険者たちにゆっくりと認められているようだった。
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　その後も、クラウドに立ち合いを求める冒険者がひっきりなしに訪れていた。いや、これは実は、彼の容態を心配して見舞いに来ているのかもしれない。

　しかし彼もケイルとの激戦で疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたので、駆けつけてきた治癒術師によって余計な観客は追い払われていた。

　そのケイルはというと、どうやら冒険者ギルドのラウム支部長に引っ立てられ、訓練場の無断使用について問い詰められているらしい。

　訓練場を貸し切りで使用するだけでなく、勝敗の賭けが行われていたことも問題になったようだ。

　賭け事も訓練場の使用も、きちんと許可を取っているならば、何の問題もない。が、今回はその許可をすっ飛ばしたらしい。

　しかも無許可の賭けを行ったせいで、ギルドの施設を利用して無断で商売したという解釈がされてしまった。

　ともあれ、ミシェルちゃんが観客席から訓練場に飛び込み、クラウドの元へ駆け出していた。

　彼女はどうも、前回腕を斬り落とされた場面を見ているので、少し過保護になっているようだった。

「クラウドくん、大丈夫だった？」

「お、おう……少し頭がフラフラするけど」

「たいへん、早く横にならないと」

「いや、これくらいなら大丈夫だって」

　甲か斐い甲が斐いしく世話を焼くミシェルちゃんは、正直いってかなり微笑ほほえましい。

　しかし、その相手がクラウドということが、妙に納得がいかない。

　少しばかり意地悪をしたくなる心境にならないでもないが、俺もそこまで子供じゃない。ここは善戦に免じて、許してやろうじゃないか。

「フィニア、わたしもクラウドのところへ」

「わかりました。失礼いたします」

　フィニアはそういうと俺を横抱きに抱き上げ、訓練場内に踏み込んでいく。

　その俺の姿を見て、観客たちが再びざわめきだした。

「ニコルたんがお姫様抱っこだと」

「どうも足腰が立たないらしいぞ」

「腰が抜けるほど……なにをしたんだ？」

「そりゃ、ナニじゃないか？」

「いくらなんでも幼すぎるだろう。相手は誰だよ」

「そんなの、一人しかいないじゃないか。年齢的にも無理はないサイズだろうし」

「やはり奴は殺すしかないな」

　観客から漏れ聞こえてくる言葉に、どうもあらぬ疑いをかけられていると悟る。

　放置しておくと、俺の風評に深刻な被害を及ぼしそうだ。

「クラウド、大丈夫？」

「それはこっちのセリフだよ。どうしたんだ？」

「ちょっと貧血気味でね。わたしにはよくあること」

「そういえば昔っからよく寝込んでたっけ」

　ことさら貧血を強調して、わざと周囲に聞こえるように話した。これで俺の容体が知れ渡ったはず。

「貧血だってよ。よかったじゃないか」

「待て、これはコルティナ様の罠わなかもしれない。まずはなぜ貧血になったかの原因を究明しないと」

「そりゃ、血が足りないってことは、その分出したってことだよな？」

「つまり、ニコルたんは生理！」

「いや、破は瓜かの出血かもしれない」

「やはりクラウドは殺そう」

「ダメだ、こいつら!?」

　何を言ってもエロ方面に話を繋つなげやがる。思考がそっち方面に染まっている証拠だ。

　この状態の連中に何を言っても逆効果である。顔を覚えておいて、後でライエルにセクハラされたと報告しておこうと心に決めた。

　きっと待望の『六英雄の特訓』を体験できるはずだ。その後の生死については、俺は関知しない。




　その夜、ライエルとマリアは渋い表情で食卓に着いていた。

　彼らはジーズ連邦に足を延ばし、クレインの痕跡を追っていたのだ。

　だがその痕跡は郊外の屋敷で途切れてしまう。前日、謎の隕いん石せきがピンポイントに落下して屋敷のある岬ごと消し飛ばしてしまったからだ。

　クレインの生死は不明だが、状況からして生存は絶望的。目的の一つである徴税権利書の行方はわからないままに終わってしまった。

　もちろん俺もその行方は知っている。今はマクスウェルが保管してくれているはずだ。

　折を見て、奴が別の場所に隠していたことにして発見したと言いだす手はずである。

　後は素知らぬ顔でそれをドノバンに返却すれば、一件落着となるはずだ。

　もちろん、その状況に関してはライエルたちは知らないので、深刻になる気持ちもわかる。

「クレインが死亡したんじゃ、徴税権利書も一緒に燃えたかもしれん……」

「隕石が落ちるなんて、誰も予想できないわよ。マクスウェルなら落とせるかもしれないけど」

「というか何度か目にしてるわね。でも、目的の物が失われるような暴挙を、彼がするとは思えないのだけど。それより、無くなってしまったものは仕方ないとして、この後、どうするかが問題ね。私たちが口添えして再発行してもらえばいいかしら？　それならドノバンくんの悪評にはならないでしょうし」

　ライエル、コルティナ、マリアが相次いで事件の内容を口にしている。第三者であるフィニアや俺の前で話さざるを得ないくらい、切羽詰まっているということだろう。

　フィニアは、その雰囲気の悪さを察したのか、少し冷や汗のようなものを流しながら一歩引いて控えていた。

「まあ、自然災害には勝てないわよ。とはいえこのままじゃ、六英雄の沽こ券けんにかかわるわね」

　確かに、『取り返す』と彼らが約束したにもかかわらず、『焼失しました』では格好がつかない。

　変にラウム王家に借りを作った場合、それをどう使われるのか、わかったモノではなかった。

「そうね……どうせなら、失ったのはマクスウェルの魔法のせいってことにしておきましょう。厄介ごとを持ち込んだのはドノバンくんだけど、クレインみたいなのを放置しておいたのはラウム王家なんだし、マクスウェルも王室関係者。その彼が原因ならば、この失策をラウム王家のせいにもできるし」

「まぁ、確かにあいつが原因なら、多少の失態は揉もみ消せるか」

　確かにマクスウェルは元国王。今回のミスを追及することは、彼のミスを追及することとなる。

　ラウム王室が輩出した稀き代たいの英雄。その本人に盾突くことは、さすがにプライドの高い貴族たちでも難しいはずだ。

「落ちた隕石はマクスウェルの仕業で、その余波で燃えたことにしちゃいましょう」

　コルティナがまとめに入っているが、実際にマクスウェルの仕業だから俺としては笑えない。なぜこいつはいつも、真実の一歩手前まで詰め寄ってくるのか。

　エリオットの騒動の時もそうだったが、彼女の推測は限りなく際どいところを通りながら、微妙に外れているので反応に困る。

　そこで話はここで終わりとばかりに、マリアがパンと手を叩たたく。

「それじゃ、難しい話はここまでにしましょ。今さらだけど、ニコルもいるのに悪巧みは教育によくないわ」

「それならマクスウェルに預けていること自体、悪影響の塊のような気がしないでもないが……」

「せっかくの食事時なんだから、もっと楽しい話をしなきゃ」

　にこにこ、にこにこ。

　まるでとっておきのプレゼントを披露する直前のようなマリアの様子。

　そして彼女はとっておきの爆弾を披露してみせたのだった。

「あのね、ニコル。ママね、赤ちゃんができたのよ？」

「ほわっつ？」

　マリアの爆弾発言に、俺はぽかんと口を開いて聞き返すしかなかったのだ。




　マリアが妊娠している。その事実に俺は呆あつ気けに取られて言葉を失った。

　いや、俺だけではない。フィニアもコルティナも、ライエルですら呆ぼう然ぜんとしていた。

「最近パパが頑張ってくれたのよ。ようやくニコルに弟か妹ができるわね」

「いや、その……本当に？」

「ライエル、なんであなたが半信半疑なのよ？」

「いや、だって……」

「まさか、心当たりがないとかいうつもりじゃないでしょうね」

「いや、それは有りまくりなんだが……ほら、最近身体からだの調子が良すぎて」

　ライエルの言葉にマリアが頬ほおを押さえて身をくねらせている。この様子だと、心当たりがあるのは本当なのだろう。

　とりあえず爆死しやがれ。

「良かったわね、ニコル。お姉ちゃんになるのよ！」

「え、うん……うん？　ええっ!?」

　ようやく事実を認識し、俺は驚きよう愕がくの声を上げた。

　フィニアやコルティナも次々と正気を取り戻していく。

「おめでとう、マリア！　二人目もずいぶんと待たせてくれたじゃない」

「おめでとうございます、マリア様、ライエル様、それにニコル様も！　良いお姉様にならないといけませんね」

「え、うん。ありがとう？」

　フィニアは俺に対しても祝福を述べてくれたが、実感など湧くはずもない。

　しかも、俺が姉……？

「ど、どどど、どうしよう、フィニア！　わたしがお姉ちゃんになっちゃうぅぅぅ!?」

　男に戻るのが目的の俺としては、お兄ちゃんになるのが理想だ。前世は孤児院育ちでもあるわけだし、家族が増えるのは純粋にうれしい。

　だが現在の俺は、理想には遥はるかに届いていない未熟者だ。

　狼ろう狽ばいする俺を、フィニアがやさしく抱き留めた。

「大丈夫ですよ。ニコル様なら素敵なお姉様になれますよ」

「ちがう、そうじゃない」

「私には見えます。美しく成長なされたニコル様と、愛らしい妹様の姿が！」

「いや、弟かもしれないし」

「ぜーったい、妹ですよ！　美少女姉妹にお仕えできるなんて、私はなんて幸せなんでしょう！」

「落ちつけ、フィニア。きっとあなたは動揺している」

　珍しく拳を握り締めて力説するフィニアに、俺は思わず素でツッコミを入れていた。

　そんな俺たちを、穏やかな表情で見ているマリア。いや、見ているだけじゃなく平静サニテイをかけてやれよ。

「フィニア、もし弟でも可愛かわいがってあげてね？」

「もちろんです！　ニコル様のご弟きよう妹だいとなれば、私の弟妹も同然。いえ、私ごときではおこがましいとは思いますが……誠心誠意お仕えさせていただきます。上から下の世話までしっかりと教育させていただきますとも！」

「そこまでする必要はないけど。でも、フィニアがしっかりしてくれているから、私も頼りにしているわ」

「マリアの二人目かぁ。お祝いしないといけないわねぇ」

「ニコルの時は十年も掛かったのに……いや、今回も十年掛かったと言えば掛かったわけだが……薬を飲んでからだともっと短いし」

「往生際が悪いわよ、ライエル。男だったら責任取りなさいな」

「今以上に責任の取りようがないんだが」

　それにしても、弟か妹ができるのか……そうなるとその子には姉がいるのか兄がいるのか、よくわからない状況になるんじゃないか？

　変化ポリモルフの魔法を覚えて毎日男の姿になっていたら、その子が混乱するのではなかろうか。

「にしても……弟妹かぁ」

　今の状況でも、ミシェルちゃんやレティーナ、クラウドなど、手のかかる弟妹がいるような状況である。

　問題はミシェルちゃんもレティーナも、俺を妹のように思っていることだ。確かに俺は手がかかることは否定できないが、いくらなんでも十歳そこそこの子供に年下扱いされるのは不本意だ。

　ここはしっかりと年上振ぶって、俺の立場を見直させねばなるまい。

「うん、しっかりしなくちゃ」

「あらあら、もうお姉さんの自覚ができたのかしら」

　俺の言葉にマリアがおかしそうに茶ちや化かしてくる。

　だが心配ばかりかけてきた俺としては、ここらで安心させることをしておきたい気持ちもある。

　次に生まれてくる子が成長する頃には、俺は家を出なければならなくなるはずだ。

　その時、不安を抱えさせたまま家を出たら、マリアたちに心配をかけてしまう。

　だからこそ、しっかりした姉を演じ──いや、演じるのとは違うか──しっかり者の姉の印象を植え付けておかねばなるまい。

「もちろん。もう誰にも心配させないようにする！」

「じゃあ、冒険者はやめてくれるかしら？　ニコルがどこで倒れるかと、毎日心配なのよね」

「そ、それはそれ、これはこれということで」

　マクスウェルの直弟子になることはもちろんだが、実戦の経験を積むということも重要な訓練である。

　そういった経験を積むことで、魔術の腕も上昇していく。変化ポリモルフを習得するためには、必要不可欠な訓練なのである。

「わたし、マクスウェルに報告してくる」

「もう遅いわよ。明日にしたら？」

　すでに日は暮れており、街路は闇に包まれている。

　人ひと攫さらいの一味は駆逐され、クレイン一派も掃討されているが、それでも小悪党がいなくなったとは断言できない。

　マリアはそれを危惧して俺に忠告したのだ。もっとも今の俺に敵かなう存在など、そうそういるものではない。

「じゃあ、ミシェルちゃんと一緒に行く」

「む、それなら、まぁ……いいかしら？」

「いいんじゃないかな？　あの子の弓の腕も常識外れだし」

　住民であるコルティナの許可が下りたことで、マリアも納得してくれた。

　本当のところを言うと、マクスウェルにライエルたちの状況を報告し、徴税権利書を持ち出すタイミングについて相談したかったのだが、ミシェルちゃんならば一緒にいても話をしやすい。

　上手うまく誘導して部屋の外に待機させ、その間に話を済ませてしまえばいい。マリアの妊娠に関しての話題もあるので、疑われる危険性は少ないだろう。

「それじゃ行ってくる！」

「いってらっしゃい。ニコルってば、浮かれちゃって」

「ああいうところを見てると、ほんとまだ子供で可愛いのにね」

「何を言う、ニコルはいつだっては超可愛いぞ！　俺の天使だからな」

「あなたは黙ってて」

「はい」

　背後で聞こえてきた会話を聞いて、つくづく思った。

　たとえ六英雄と言えど、女性には決して敵わないのだ、と。
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　北部三か国連合にある、とある村の世界樹教の教会。

　その地下に数人の男たちが集まっていた。

　まるで人目を忍ぶように、控えめな蝋ろう燭そくの灯あかりだけの会合。あからさまに、真っ当ではない連中ばかり。

　そんな薄暗い議場で、男たちはそれぞれの成果を報告し合っていた。

「東部からは三名。うち二名に『素養』が確認されたため、教育に回している。残る一名はしかるべき時に捧ささげるとしよう」

「確認されたのは二名だけか？　それでは物になるかどうか怪しいところだな」

「仕方あるまい。我らは表立って動くわけにはいかない者ばかりなのだから」

「中央からは四名。こちらも二名が『素養』を持っていた。だが『生徒』が二名死亡したので、結果的に総数は変わらん」

「むしろ一から教育せねばならぬ分、後退したと言っていいな」

　それぞれが取り出した資料に目を通し、人員の変遷を報告している。

　その状況は一進一退。新規加入させた分、死亡者も多いため、増えもしなければ減りもしていない。

「それと、西部からの人材が途絶えているのだが？　あと南部の動きも鈍い」

「あそこは担当者が不慮の事故にあったらしくて、活動が一時中断しておる」

「不慮の事故？」

「隕いん石せきが落ちたとか。協力者ごと巻き込まれたため、一から組織しなければならん」

「ふむ？　南部と西部は今後の成果を期待できないか」

「代わりに北部の活動を活発化させるとしよう。今は目を光らせていた六英雄どもも、留守にしていることだしな」

「今では五英雄だがな。忌々しい暗殺者はどうにか消せたが、できればもっと減らしたいものだ」

「ジェンド派が壊滅した以上、下手な手出しはやめておいた方がよかろう」

「他にも暗殺を請け負う組織はある……が、そうだな。ほとぼりを冷ます期間は必要か」

「そうだ。では次の議題に移ろう。『教育』の成果が思うように進展していないことについてだが……」

　男たちは、さらに別の話題へと移る。

　結局、この秘密の会合は、朝方まで続いていたのだった。
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　マリアの爆弾発言から半年の時が過ぎた。




　半年という時間は短く感じるかもしれないが、それでもいろんなことが起きている。

　まず、マクスウェルが王都の酒場から発見したという口実で、徴税権利書をドノバンに返却したこと。

　これによりドノバンの無実は公の物となり、彼は名実ともにストラ領の領主となった。ついでにコルティナの悪巧みも空振りに終わり、六英雄の名声は守られたのだった。

　マクスウェルから後日聞き出したところによると、クレインの身体の一部が浜辺に漂着していたらしく、奴やつの死はほぼ確定となっている。

　ドノバンは甚いたく感激し、今では俺を聖女のように敬ってくれている。ありがたいようで、地味に鬱陶しい。

　さらに三か月程度後にはエリオットが学院を去っていった。

　元々半年という期限を切った非常勤講師だったが、襲撃事件で半分まで休暇を削られたようだ。

　俺とは名残惜しそうにしていたが、ラウムにハウメアがいないという情報もあり、祖国にいるのではないかという希望を持って、いそいそと帰国していった。無論、護衛のプリシラも一緒だ。

　あの朴念仁がプリシラの想おもいに気付くのはいつになるやら。

　俺も学院で着実に成長し、今では中級の干渉系魔法を学ぶ位置まで来ている。

　このペースならば、卒業までに飛翔フライトくらいは覚えられそうだ。




　マリアの妊娠の判明から半年も経たつと、さすがにその腹も目立ってきている。

　その膨らみは脂肪によるものと違い、固く詰まった感じに膨らんでいた。それは明らかに内部に存在する生命の力強さを感じさせるものだ。

　そして、それまでの間に俺も十一歳の誕生日を迎えていた。

　半年の間で身長も三センチメートルほど伸び、ミシェルちゃんより一足遅れて成長期がやってきたようだった。

　同時に俺も頭を悩ませる問題が顕在化してきた。

　それは……胸部の成長である。

　最初は少しばかりふっくらしてきたかと思っていたのだが、ウェスト回りはいつも通り細いままだったので、女性としての成長を把握できた。できてしまった。

　さらに最近は、尻も丸みを帯びだしてきたので、これは本格的に二次性徴が始まったと見るべきだろう。

　もちろん、その間ミシェルちゃんも順調に成長していた。

　夏場は一緒に水浴びするのが楽しみになってきたくらいだ。また正体がバレてはいけない相手が増えた気がする。

　逆にレティーナは全く女性らしさが現れておらず、背も伸びていない。これは種族差が出ているとみるべきだろうか。エルフは人間と同じように成長するというが、彼女の成長は止まったままだった。

「とはいえ、剣を振る上では少し邪魔になってきたかもしれない」

　両手で剣を構えると、腕と腕の間に膨らみ始めた胸がむぎゅっと寄せられることになる。

　腕の内側に馴染みのない肉の感触。これは生前を通しても経験がない。

　今までの経験にない感触のため、腕の動きに微妙な違和感を俺に覚えさせる。

「ニコルちゃんはまだマシだよー。わたしなんて最近弓の弦が当たって痛くて痛くて」

「俯うつぶせに伏せた時とか、違和感凄すごいよね」

「ねー」

「もげればいいと思いますわ。まったく人間はすぐにプクプクふくれるのですから！」

「レティーナちゃんは細くてうらやましいなぁ」

「イヤミですの!?　イヤミですわね、確実に！」

「あの……そういうのは男のいない場所で語ってくれませんかねぇ？」

　さらっと俺たちのガールズトークに紛れ込むクラウドに、三人が白い視線を送る。

　現在は恒例の食材稼ぎの最中である。クラウドがいるのは不思議ではない。

　しかしそんな事情は年頃の女性には関係ないのだ。

「な、なんだよ、仕方ないだろ。俺だってこれは修行の一環なんだから」

「べぇっつにぃ？」

「クラウドくん、えっちぃ」

「聞こえない振りをするデリカシーは持ち合わせていませんの？」

「無む茶ちや言うなよ！」

　クラウドとて、もう十三歳が近い。そろそろ色を知る年頃である。

　俺は元より、ミシェルちゃんやレティーナのような美少女揃ぞろいのパーティ内でこういった会話に耳を聳そばだててしまうことも無理はない。

「スケベなクラウドはおいとくとして──」

「おいておくなよ!?」

「おいておくとして！　ママがそろそろ動けなくなる時期だから、栄養のある食材を持って帰りたいの」

「なら、今日の狩りは頑張らないとね」

「マリア様のためならガンバれますわね」

「俺の時は……？」

「聞きたいですの？」

「いえ、いいです」

　冷たいレティーナの視線にクラウドの反論の勢いがしおしおと萎しぼむ。

　クラウド、知っているか？　その視線を受けたくて仕方ない連中が、冒険者ギルドには山のようにいるんだぞ。

　他にもミシェルちゃんの膨れっ面を向けて欲しがってる連中とか、俺に蔑む視線を送ってほしい連中とかいるらしいので、ラウムの冒険者ギルドはもうダメかもしれない。

　そしてその欲求を一手に引き受けているクラウドへの嫉妬は天井知らずになっていた。

　現に今でも、暇を見ては他の冒険者連中から可愛がられているらしい。

「でも滋養ある食材と言いましても、何がいいんでしょう？」

「そりゃ、お肉だよ、お肉！」

　レティーナの疑問に、ミシェルちゃんは両手を振り上げて強弁する。

　肉食系女子っぷりは相変わらずだ。

「また野牛とかいませんかしら？」

「あんな大物は普通いないよ。この近辺は冒険者にきっちり駆除されているんだから」

「蛇とかトカゲじゃ、食い甲が斐いがないよなぁ」

「滋養がつくと言えばカーバンクルじゃない？」

「キュッ!?」

　ちらりと俺が頭上に視線をやると、びくっとした雰囲気が伝わってくる。

　そこには半年前よりもサイズアップして、そろそろ頭に乗られるのがつらくなってきたカッちゃんの姿があった。

　カッちゃんはカーバンクルの中でも子供だったらしく、この半年でさらに大きく成長している。

　以前は猫くらいのサイズだったのだが、今は小型犬程度のサイズに育っていた。しかも、その体型は丸々と脂肪を蓄えていて、食生活の充実が見て取れる。

「カッちゃんもそろそろ運動しないと、わたしの頭に乗せてあげないからね？」

「キュ、キュ～」

　俺の警告を受けて、慌てたように運動を開始するカッちゃん。だが俺の頭の上で運動するのはやめてもらいたい。

　頭がぐらぐらと揺らされて、非常に気持ち悪い。

「まあカッちゃんは冗談として、本当にママには栄養を取ってもらわないと。生まれてくる子が、わたしみたいな虚弱児になっちゃったら困るし」

「それはそれで可愛らしいとは思いますけど……」

「でも、心配ばっかりさせられるから、よくないよね」

「目を離した瞬間に気絶する妙技を持ってるのは、ニコルだけだと思うけど？」

「おまいら、あとでおぼえてろ」

　友達甲斐のない発言の連打に、俺は虚うつろな視線を返したのだった。




　とりあえずその日は駆け足鶏スパートレグホンと呼ばれるモンスターの一種を狩ることができた。

　その名の通り、すごい勢いでダッシュしてくる、通常の鶏より一回りほど大きな鶏なのだが、その機動性が高すぎて柵で行動範囲を抑えることができないため、飼育には向いていない。得意技の突撃で柵を壊したり、その助走の勢いを利用して飛び越えたりするためだ。

　ただし攻撃能力は低いから、危険度はそれほど高くないモンスターだ。

　巡回している冒険者たちも、この程度のモンスターならば目め溢こぼししているのが実情である。

　戦いになると、なぜかクラウドにばかり突撃攻撃チヤージを仕掛け、彼が毛だらけになったのは愉快だった。

　クラウドが羽毛だらけになりながら攻撃を引き受け、その隙に俺がカタナで足を斬りつけることで動きを封じ、そのままトドメを刺した。

　いつもならばミシェルちゃんがフィニッシュを引き受けるところだったのだが、彼女は鶏と戯れるクラウドを見て腹を抱えて笑っていたのだ。

　なおレティーナも同様だったのは言うまでもない。

　ついでにポーションに使う薬草や、デザートに最適な木の実なども回収し、ギルドへ戻った。

　鶏の羽毛まみれのクラウドを見て、受付嬢までも笑いを堪こらえていたのはさすがに哀れに思えてしまった。

　しかしそこでクラウドをかばうと、さらに他の冒険者の嫉妬が向かってしまうという、謎な状況である。つらいだろうが、ここは涙を飲んでもらおう。

　一羽を四等分に解体し、各自が持ち帰ることになった。

　クラウドのところは少々物足りない量だが、それでもスープやシチューなどに入れることで嵩かさ増しにはなる。

　そうして夕食を済ませたところで、俺はマクスウェルの屋敷を訪れていた。

　今日はマクスウェルに用があって来たのだ。

「おっ、いらっしゃいニコル嬢ちゃん。こんな夜更けにやって来るなんて、ついに俺の求婚を受けてくれる気になったかい？」

「だまれ、ロリコン。ふざけろ。ライエルを倒してから言え」

　出迎えたのは、この家の家政夫を装っているマテウスだ。

　住み込みということになっているが、実際はマクスウェルの監視下にあると言っていい。

　細かな裏仕事などを押し付けられているのが一見哀れではあるが、こうして俺にちょっかいをかけてくるので、憐れん憫びんの情は一切湧いてこない。

「そりゃ死ぬから無理だなぁ？　爺じいさんに用かい？」

「うん。いる？」

「おう、ちょっくら呼んでくるから居間で待ってなぁ？」

　相変わらず語尾を吊つり上げる話し方が少しイラッと来ることもあるが、今のところ従順な様子なので、助かっている。

　ましてやマクスウェルは放置しておくと屋敷をゴミで埋めてしまうので、内情を知るマテウスの存在はありがたい。

　もっとも、内情を知ると言っても俺の正体までは知らせていない。




　屋敷内に通され、いつもの居間に案内されたのだが、マテウスが来る前と比べると明らかに片付いている。

　だがやはり男の掃除なので、部屋の隅などに埃ほこりが残っていた。

「ま、しょせんマテウスは本職じゃないから、仕方ないか」

　部屋の隅にあるクローゼットを開け、そこに放り込まれていた掃除道具を取り出して、埃をかき集めていく。

　ざかざかと大おお雑ざつ把ぱに掃除を済ませ、目につく汚れを回収してゴミ箱に放り込む。

　こういった作業は孤児院育ちの俺にとって、慣れたものだ。実はミシェルちゃんやレティーナよりもクラウドの方が部屋を綺き麗れいにしているのと同じである。

　マテウスがお茶を載せたトレイを持って、マクスウェルと一緒にやってきた。

「つーか、なんで客人が部屋の掃除してんだよ？」

「え？　つい」

　この屋敷には、コルティナよりも頻繁に通っている俺である。

　いわば第二の実家と言ってもいい。いや、第二はコルティナ宅なので、第三になるかな？

「お主、最近夜にやってくることが増えておらんか？　子供の夜更かしは感心せんのぅ」

「今さら。直弟子なんだから、住み込みでも問題ないくらい」

　マテウスがいるので、少しばかり言葉遣いは気を付けておく。まあ、こいつも素の俺の口調は知っているのだが、気分の問題だ。

　今日の訪問はそれほど込み入った話題ではないので、人払いはしていない。

「今日は何の用じゃ？」

「そうだ、マクスウェル。アレクマール剣王国へ連れて行って」

「はぁ？　なぜじゃ？」

　今日の訪問の目的、それはもうすぐ生まれてくる弟妹のことについてだ。

　マリアの妊娠が判明したのは妊娠二か月頃のことだった。それから半年が経過している。

　あと二か月もすれば生まれてくるのだから、そろそろプレゼントを用意しておきたい。そのためにアレクマールに住む鍛冶師にして俺の師匠、アストの元を訪れたいと思っていたのだ。

「弟か妹にプレゼントをと思って」

「その気遣いがなぜコルティナやフィニア嬢に向かんのかのぅ」

「この間四十歳おめでとうって祝ったら、本気で怒られた」

「当たり前じゃ」

　邪竜退治の頃のコルティナは十九歳。十五から天才として名を馳はせていた彼女は、俺たちの中でも最も若い。

　しかしそれも昔の話。俺の死から二十一年、四十歳になった誕生日にそれを祝ってやったら、本気で怒られてしまった。

　長命な猫人族ならまだまだ若手のはずなのに、理不尽な話である。

「それでアスト殿に何を依頼するつもりなんじゃ？」

「ほら、今はまだ生まれてくるのが弟か妹かわからないし、とりあえず産着でもと」

「それで、なぜあの御仁に依頼するのか、よくわからんのじゃが」

「とりあえず怪け我がしないように、産着に保護プロテクトとか付与してもらおうかと」

「アホかぃ!?　アスト殿の付与ならば、桁外れの防御力を持つ産着になってしまうじゃろうが！」

「だから良いんだろぉ！」

　アストならば、ちょっとした騎士の一撃でも止めてしまいそうな、頑強な産着ができるに違いない。

　なんだったら俺の邪竜の素材を提供してもかまわない。万が一すら起こりえない産着ができるならば、依頼する価値はある。

「そうだ、翼の皮膜を素材に使えば、剣や槍やりでも防げるし、魔法にも耐性があるに違いない」

「正気になれ。そんな意味不明な産着は聞いたことがないわ」

「馬鹿野郎。世の中危険で溢あふれてるんだぞ！　俺なんて何もしてないのに呼吸が止まってたし」

「お主基準で話すんじゃないわぃ！」

　俺の意見を一蹴するマクスウェルだが、そんな俺たちをマテウスは呆あきれたような目で見ていた。

　突如荒れだした俺の口調に、少し驚いたような目を向けていた。

「ニコル嬢ちゃんは、慌てると言葉遣いが悪くなるな？」

「これが本性なんだ」

「レディにしちゃ感心しねぇなぁ？」

「レディになるつもりはないので問題はない」

　とりあえず、素材の話題は出しているが、それが邪竜の物であるとは言っていないので、まだセーフのはずだ。

　俺の口調に関しても、初めて戦った時の物でもあるので、それほどおかしくはない。

「で、そのアストってのは、嬢ちゃんの装備を作ってくれた人かい？」

「まあ、専属ではあるな」

　今のところ、師匠と契約を結んでいる冒険者は俺しかいない。俺しかいない以上、専属と言っても問題はあるまい。

「へぇ、俺も一本、剣を打ってもらいてぇなぁ？」

「あいつの剣は高いぞ。お前、金持ってるのか？」

「現役時代の貯蓄がかなり残ってるが……」

「それに人嫌いだから、受けてもらえるか怪しいと思うけどな」

「ふぅん……やっぱ、いきなりは無理か」

　有能な鍛冶師や付与師の場合、コネがないと仕事を受けてもらえないこともある。

　師匠の場合、その能力が半端なく高いために、客の選別はより厳しくなるだろう。

「まあ、産着は問題外としても、お守りタリスマンくらいならありかもしれん。いや、それならワシが作ってもいいな。それはともかくとして、しばらく顔を出しておらんし、様子を見に行くのも悪くないかもしれんの」

　長いヒゲをしごきながら、マクスウェルは思案する。

　その声をぶった切るように、陽気な声が飛び込んできた。

　聞こえてきたのは陽気な、それでいて地の底から響き渡るような、明るいのか暗いのかよくわからない声だった。

　マクスウェルの探査魔法にも、俺の気配察知能力にも全く引っかからず、そばまで近付き声を発する。そんな存在は……やはり奴やつしかいないだろう。

「神託ぅ、神託はいらんかええぇぇぇ……」

　マクスウェルの居間は中庭に面しており、その一面がガラス張りの引き戸になっている。

　そして縁側が設置されていて、中庭を眺めながらくつろぐこともできる造りになっていた。

　その縁側から、白い小さな頭が半分だけ、ぴょっこりとはみ出している。

「何してんだよ、神様」

「むぅ、驚いてませんね？　せっかく意表を突いた登場を心掛けたというのに」

　そう言いながら腕を一振り。それだけでマテウスは一瞬で石と化した。

　おそらく石化呪詛ストーンカースという魔法だろう。地属性のかなり高位の魔法だったはずだ。それを一瞬で……というのは、もはや今さらだろう。

　俺たちは物言わぬ石像と化したマテウスを見て、冷や汗を流しつつ、破戒神を迎え入れた。

　むしろ、容赦なくマテウスを石に変えたところに、度肝を抜かれている。

「そんな気遣いはいらん。普通に登場しろ、普通に」

「そんなのつまらないじゃないですか。それはそれとして、神様の神託です」
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　こちらの意見を一蹴しつつ、強引に話を進める破戒神。傍はたから見る分には無害で愛あい嬌きようある存在なのだが、これでも邪神認定すれすれのちょっとアヤシイ存在である。いや、正確には邪神と取られてもおかしくない存在と言うべきか。

　彼女の行ってきた偉業は魔王討伐、そして世界樹の破壊だ。それは人類の救済と同時に、信仰の破壊も意味している。

　人類を危機に陥れた魔王を討伐した偉業と、信仰の対象となる世界樹の破壊をやってのけたため、功罪共に存在する非常に評価の難しい神だった。

　ともあれ、そんな存在が人目に付くのはまずい。

　俺が注目を集めるのは避けたいだけに、できるだけ速やかに用事を済ませてもらって、帰っていただきたい。

「ありがたい神様の御み言こと葉ばですから、心して聞くように」

「あの登場の仕方で全部台無しだよ」

「いや、ワシからも普通に登場してくれると助かるんじゃが？」

「あ、お爺じいちゃんはドッキリは苦手でした？」

「ドッキリし過ぎてポックリしてしまいそうになったわぃ」

「それはタイヘン。蘇生リザレクシヨンの準備しなきゃ」

「うっかり死ぬこともできんのかの」

　胸を張って宣言する破戒神と、肩を落として溜ため息いきを吐つくマクスウェル。

　世界樹教的に、世間一般では死者蘇そ生せい魔法は禁止されているのだが、そんな事情は神様には関係なかったらしい。

　ポックリ逝っても強制的に蘇よみがえらせられるのだから、驚かし放題である。

「蘇生に関しては次からは応相談ということで。それでですね……」

「待て、応相談ってなんだ？」

「それでですね！　今、あの人のところに行ったらエライことになりますよ？　邪竜の素材を手に入れて、発明意欲が暴走してますから」

「師匠か？　そりゃそうなるだろうなぁ」

　あのワーカホリックが最高級の素材を目の前にして、平静でいられるはずがないのだ。

　それにしても、破戒神がアストの名を聞いて妙な顔をしているのが少し気になった。

「もし話を持っていったら、邪竜の皮膜で裏打ちしたミスリル製の産着とか、ファイアジャイアントの一撃を受けても傷一つ入らないお守りタリスマンとか、ベヒモスに踏まれてもびくともしない乳母車を作られるのがオチです」

「それはすでに神器というのではないかの？　いくら何でも、そこまでは──」

「正直言うと、実績があるのでまず間違いないかと」

「実績あるのか!?」

　冷や汗を流しながら抗弁するマクスウェルに、びしっと指を立てて反論する破戒神。

　それはつまり、過去にも邪竜に匹敵する素材を手に入れ、産着を作ったことがあるということだろうか？

　なんにせよ、そんな危険な代物はさすがに……さすがに……

「うん、家族の安全には代えられないな」

「ここにもダメな人が!?」

　新たな家族のために、神器の製作を決意した俺に、破戒神が頭を抱えて悶もだえている。

　下手をしたら世界の軍事バランスが崩れてしまう発明の可能性もある。

　だが少し待ってほしい。一着なら誤差かもしれない。

　それに新生児というのは非常に死亡率が高い。その危険をわずかでも減らすことができるのならば、邪竜の素材程度、惜しくない。

「待て待て、レイド。いくらなんでもそれはマズイ」

　だがそこに待ったをかけたのは、意外なことにマクスウェルだった。

　仲間想おもいでも知られる爺じいさんならば、俺の意見に同意してくれると思っていたのだが、どうやら異論があるらしい。

「なんだよ。どこか問題でもあるのか？」

「ありまくりじゃ！　そもそも邪竜の素材なんてものは、この世界に唯一無二。それを持つ者は討伐したワシら六人しかおらぬ。その素材でできた産着を贈った日には、正体モロバレじゃぞ」

「じゃあ、爺さんからってことにして贈ればいいんじゃないか？」

「確かにワシの分として贈れば、多少はごまかしは利くかもしれんが、その場合お主の贈り物はワシの功績ということになるな」

「む!?」

　新たな家族のための贈り物。その想いが爺さんに横取りされてしまうというのは、好ましからざる事態だ。

　万が一そんな状態が長く続いた日には、弟か妹にとって、よくプレゼントをくれて可愛かわいがってくれるマクスウェルと、何もしてくれない姉という構図が完成してしまう。そんな事態はなんとしてでも避けねばならない。断固として防がねばならぬ。

「ダメだな。俺の存在が霞かすむような状況は避けねばならない。俺は慕われるお姉ちゃんを目指すのだ」

「ほう？　『お姉ちゃん』でいいのかの？」

「ぐぬ……だが今のままでは『お兄ちゃん』にはなれないから、仕方ない。それにそんな真似まねをしたら、俺の正体がバレてしまうじゃないか」

　お兄ちゃんになるには、変化ポリモルフを使用しなければならない。

　もしレイドの姿で現れ、『お兄ちゃんと呼んでいいぞ』なんて言ったら、マリア辺りに勘繰られてしまう。

　いや、まず間違いなくバレるな。

「うーむ、いったいどうしたものか……？」

「そこでわたしの神託です。まず一つ、産後の健康を確保したいのであれば、病気にならないための『お守り』が必要でしょう」

「それは確かに。だがその素材に心当たりがない」

「まあ一番手っ取り早いのは、カーバンクルの竜珠を使うことですが──」

「大却下だ！」

　カッちゃんはすでに我が家の一員である。その額にある宝玉を引っこ抜くなど、できようはずがない。

　それに弟か妹かわからないが、小さな弟妹がカッちゃんと戯れている姿を想像すると──




　短い手足を振り回し、よちよちと走る赤ちゃん。それを気遣いながらも捕まらない距離を維持して逃げるカッちゃん。

　やがて赤ちゃんは転んで大泣きを始め、そのそばに駆け寄って顔を舐なめて慰めるカッちゃん。

　そしてカッちゃんを抱きしめたまま、泣き疲れて眠る赤ちゃん。そばでやさしく見守る俺。




「やばい、これは萌もえる。危険過ぎる」

　思わず鼻頭を押さえて、うめく俺。マジで鼻血が出るかと思った。

「何を想像しているのか大体わかりますが、とりあえずその反応は想定内。そこで代わりの品を手に入れましょう」

　そう言って破戒神はニヤリと、愛嬌ある笑みを浮かべた。彼女はビシリと指を一本立てて、提案する。

　居間に上がり込んで直立し、やや斜めの角度からこちらに視線を送る姿は、まるで教壇に立つ教師のような風情だ。

「代わりの品？」

「まず物理的に神器級のアイテムを贈るのは問題があります。そこで手近な実用品で媚こびを売りましょう。滋養豊富な女王華の蜜。これはすでに入手していますね？」

「それならばワシが用意できる。ワシからの贈り物として考えていたのじゃが」

「ちなみに赤ん坊に女王華の蜜は危険ですので、それはお母さんに贈ってあげてください。産後の肥立ちがよくなります」

「なぜ赤ん坊には危険なのじゃ？」

「女王華の蜜は解放力を強化しちゃいます。赤ん坊がその恩恵を受けた場合、魔力だだ漏らしの状態になる可能性が大きいです。なので常に魔力枯渇状態──つまり、疲労した状態で固定されちゃうのですよ」

「なるほど、そういう効能もあるのじゃな」

「なにより、蜂蜜という物自体が、赤ん坊にはよくありません。乳児ボツリヌス症になる可能性もあります」

　眉をひそめ、破戒神がこちらを睨にらみ付けてくる。その、乳児ボツ……何とかという病気のことはわからないが、病になるなら避けた方が賢明だろう。

「少なくとも一年以上は蜂蜜系は食べさせないように。火を通してもダメです」

「わかった。マリアにも伝えておこう」

　マクスウェルは重々しく頷うなずく。赤ん坊の命にかかわるのだから、ここは茶化すような真似はしない。

「そういえば、あれはニコルの治療にも使っていたのじゃったな」

　俺の解放力不足を解消するための原料。そして高い魔力を保持するトレント種の養分。その滋養は人間の赤ん坊には強過ぎるらしい。

　トレント種の赤ん坊には効果があるらしいのだが、やはりモンスターと人間では、身体の作りが違うのだな。

「蜜については了解した。それから媚びを売るって言うな。家族への愛情の発露と言え」

「レイド、お主どことなくライエルに似てきておらんか？」

「言うな」

「そこで別の贈り物を考えてみました。赤ん坊のお肌は非常にデリケート。ならばそのお手入れにも、神経を使わねばなりません」

　マクスウェルのツッコミを無視して、破戒神はテコテコと左右に歩きながら、指を振って講義を始めた。

　確かに言うことは一理ある……だが、俺には疑問が一つあった。

「ん？　待てよ。そういえば俺は特に、そういうのに気を使われた記憶はないぞ？」

「あなたの場合、直近の危機の方が大きかったのでお肌どころではなかったのでしょうね」

　そういえばあの時期は、俺がハンガーストライキを起こしていて、それどころではなかったか。

　マリアもライエルも、そしてフィニアも、そばで見ていてかわいそうなほど狼ろう狽ばいしていた。

「その節は大変申し訳なく……」

　俺は思わず、両親が眠るコルティナ宅に向けて平伏していた。

　俺のこだわりとはいえ、あの三人には心配をかけまくった自覚はある。

「それにあなたはわたしの血を濃く継いでいます。わたしは他者を魅了する系統の能力がてんこ盛りですので、あなたにもその血が引き継がれているんです。なので何も手入れしなくても、髪サラサラでお肌スベスベでプニプニですよ、コンチクショウ！」

「なんで悔しそうなんだよ？」

「いえ、努力せず美を維持できる存在に対する、不特定多数の怨えん嗟さの声を代弁してみました」

「わけわからんし！」

　まあコルティナ辺りなら、本気で怨嗟の声を漏らしそうではあるが。

「ともかく、次に生まれてくる子は、あなたほど血を濃く継いでません。ですので、肌ケアなども気を使ってあげないといけませんよ。あ、ちなみに生まれてくる子は女の子です」

「さらっとバラすんじゃねぇよ、バカ野郎!?」

　ああ……今の一言で男か女かでワクワクしていた俺の気持ちが一気に冷却された。

　そっか、生まれてくるのは妹だったのか。弟だったらいろいろ遊べたかもしれないのに。いや、妹でも遊べるか？

「待てよ。もし、妹に女子力で敗北したら、姉としての尊厳の危機じゃないか？」

「それに関しては心配する必要はないと思うがのぅ。朴ぼく訥とつなエリオットすら陥落せしめる淑女っぷりじゃ」

「よせ、それは俺の人生の汚点だ」

「十年かそこらしか生きておらんで、何が人生じゃ」

「前世も加算しろ！」

　マクスウェルと口論が始まりそうになったが、それは破戒神がパンと手を叩たたくことで意識を切り替えさせ、止めてくれた。

　あのままだと不毛なやり取りを延々と繰り広げ、朝を迎えていたに違いない。

　そういうのらりくらりとした弁舌の巧みさを、この爺じいさんは持っている。

「そこまで。という事態を踏まえてですね、清潔こそが病魔を撃退する最大要因。そういうわけで、お肌に優しい石せつ鹸けんや洗髪剤などを用意するのはいかがでしょう？」

「うん、悪くないんじゃないかな？」

　女の子ならば、肌や髪を整えるのは大事なことだ。それにいざとなれば、俺やフィニア、マリアも使うことができる。コルティナに分けてやるのもいいな。

　だが、爺さんは元より、俺にだってそんな素材の心当たりはない。

「それはいいが、そんな材料はどこから仕入れればいいんだ？」

「それはもちろん……海です！」

「海ィ？」

　ここラウムは森王国の名の通り、森に囲まれた王国である。

　無論どこまでも森というわけではなく、西の端には港町も存在しているらしい。

　だがそこに行くまでは結構な距離がある。そう簡単に足を延ばせる場所ではない。

「さすがに時期的に無理があるんじゃ──」

「いや、レイド。よく考えてみぃ。もうすぐ年末の長期休暇じゃろ？」

「ああ、そういえば後ひと月もなかったか。だが西の港となると、往復するほどの休みじゃないし」

「なに、ワシはちょうどよい小島を南西の町に持っておってな。そこで合宿を開けばよかろう。お主たちの」

「俺たち？」

「お主とミシェル嬢、レティーナ嬢。それにクラウドにフィニア嬢も」

「俺たち四人はわかるが、フィニアまでか？」

　フィニアも剣の修行をしてはいるが、それほど本格的な物ではない。ライエルとの修行もようやく半年を超えたところ。実戦投入には少々心こころ許もとない気がする。

　俺たちの合宿についてくるには、今の実力では厳しいのではなかろうか？

　俺はそう危惧したのだが、マクスウェルの見解は違ったらしい。

「彼女も必死に頑張っておる。クラウドと一緒に訓練を受けておるのじゃ。お主たちについていくくらいはできよう。それにワシらだけでは……」

「だけでは？」

「誰が食事の世話をするのじゃ？」

「お、おおぅ……」

　俺も前世の記憶があるので、多少の料理はできるが……それはありていに言って粗雑の一言に尽きる。

　爺さんの料理能力も、推して知るべし。レティーナに任せれば、間違いなく消し炭が出てくるだろう。

　ミシェルちゃんなら肉を焼くくらいはできるだろうが、それ以外の料理は不安がある。三食焼肉は勘弁してもらいたい。

　クラウドは……悲しいかな、食事の準備ですら村八分に遭っていたあいつでは、ろくな料理ができないはずだ。

「合宿、いいですねぇ。わたしも参加したいのですが……」

「くんな」

　こいつにミシェルちゃんは懐いているが、さすがに邪神スレスレの存在を紹介するわけにはいかない。

　俺の拒否の言葉に、破戒神は哀れなほど悲しそうな眼めをしてみせた。さすがにその顔を見ては切り捨てるというわけにはいかない。慌てて言い繕うことにする。

「いや、協力してくれているのはありがたいが、お前もあまり人前に出られる存在じゃないだろう」

「まあそれはそうなんですけどね」

「材料は俺たちがきちんと集めてくるから、情報面で協力してくれ」

「うぬぅ、ここはその辺で妥協しておきますか」

　ころりと表情を変え、立ち直る破戒神。こいつ、さてはウソ泣きか？

　その後マクスウェルに紙を用意させ、そこに必要な素材をメモしてくれた。

　さすが神様、その筆跡は溜ため息いきが出るほどに流麗だった。




　なお、石化したまま忘れられていたマテウスは、破戒神が責任をもって治癒してくれた……翌日の夜に。
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　マクスウェルの提案で、俺たちは南西地方のマクスウェルの領地に合宿に出ることとなった。

　参加者は俺とミシェルちゃん、レティーナ、クラウドの四人にフィニアと引率のマクスウェルの六人である。

　最初はコルティナも行きたがっていたのだが、身重のマリアがコルティナ宅で出産を迎えるに当たって、女手がないのは困るということで、留守番になったのだ。

　長期休暇までのおよそ三週間は、合宿の準備に奔走し、瞬く間にその時期がやってきた。

　俺たちは冬季の長期休暇に入るや否や、コルティナの監視下で課題を片付けさせられていた。

　合宿に出るならば、それまでに魔術学院や冒険者支援学園の課題を終わらせておくことが条件になったからだ。

　言われてみれば当然の話ではあるが、正直言って面倒くさい。

　課題の内容自体はそれほど難解ではないのだが、その量が多過ぎるのだ。

　およそ半月分の課題を、出発までの三日でやろうというのだから、そりゃ負担が大きい。

　俺とレティーナはひーひー言いながら、課題を仕上げていった。

　ミシェルちゃんの場合は、実践本位の冒険者支援学園ということもあって、出された課題は少なめで、あっさりと終了させている。

　学校等に行っていないクラウドに至っては、フィニアと一緒に談笑しているありさまだ。

「この、この！」

「いたっ！　なんだよ、蹴るなよ」

「苦労しているわたしたちを放置してフィニアとお茶なんて、ゆるせん」

「言いがかりも甚だしい!?　コルティナ様、助けてください！」

　テーブルの下で蹴りを飛ばす俺の攻撃に、クラウドが泣きを入れる。

　だがコルティナはそんなクラウドに慈愛溢あふれる笑顔を向ける。

「クラウドくん。フィニアちゃんに手を出したら『もぐ』からね？」

「なにを!?」

「乙女にそれを言わせる気？　もちろんニコルちゃんやレティーナちゃんに手を出しても『もぐ』けど」

「乙女っていう歳としじゃ……いや、なんでも。ミシェルはいいのか？」

　うっかり口を滑らせ掛けたクラウドは、生命の危機を感じ取ったのか、唐突に話題を変更した。

　その内容に、コルティナも困ったような表情を浮かべている。

「ミシェルちゃんは立場上、面倒が少なそうだから……でも、ニコルちゃんの怒りに触れてもいいなら試してみれば？」

「できるわけねぇ！」

　実際、ライエルとマリアの娘である俺や、ラウムの侯爵令嬢であるレティーナに手を出せば、孤児のクラウドは面倒に巻き込まれること請け合いである。

　フィニアも、ライエルとマリアの使用人という立場を持っているため、クラウドが手を出せばそっち方面の怒りを買いかねない。

　その点、ミシェルちゃんは六英雄の支援を受けているとはいえ、立場上は一介の猟師の娘である。

　手の出しやすさという点では、ダントツで気安い。

「もちろん、それをさせないためのわたしです」

「自慢げに言うなよ。さっさと課題しろよ」

「クラウドのくせに生意気な」

「はいはい、でもクラウドくんの言うことも一理あるわよ。ニコルちゃん全然進んでないわよ？」

「うっ、がんばる」

　今回の合宿、目的の物は生まれてくる妹の贈り物になる。

　それを思えば量が多いだけの課題なんて、何のことはない。

　この程度、マテウスやギデオンと斬り合ったことを考えれば、実に……じつに……

「……メンドクサイ」

「ニコルちゃん、こういう反復練習って苦手なタイプだっけ？」

「いや、むしろ得意なんだけど。でも、どっちかというと、わたしはアクティブに動く性格だから」

　剣の鍛錬や糸の操作、そういった身体からだを使う行動に関して言えば、たとえ反復練習とはいえ苦にはならない。

　だがひたすら魔法陣の術式を解読し、魔力量を計算し、効果を推測する魔術学院の課題は、俺の性分にはあまり合っていないようだった。

　いやむしろ糸を使って複数の問題を同時に記述するという方法も？

「無理か、頭の方が追い付かない」

「そう？　ニコルちゃんは成績優秀じゃない」

「そりゃ、マクスウェルの直弟子だもの。それに妹が生まれてくるんだから、しっかりしないと」

「あら、弟かもしれないわよ」

「うっ、それは……」

　破戒神がどうやって生まれてくる赤ん坊の性別を知ったのかは謎だが、それはコルティナたちには与あずかり知しらぬ情報だ。

　これは俺の願望ということで、ごまかしておこう。

「どうせ生まれるなら妹がいいかなぁって」

「あら、弟も元気でかわいいわよ？」

「元気なのはクラウドだけで充分」

「クラウドくんは弟扱いかぁ。まあ、ライエルの壁も厚いし、望みは薄いわよね」

「クラウドは最近、ミシェルちゃんと仲がいいから、要注意」

「あら、そうなの？　それは……いじりがいがあるわね」

「本人を前にして怖いこと言わないでください」

　俺とコルティナの会話に割り込んでくる、空気の読めない男、クラウド。

　そんなだからお前はモテないのだ。前世の俺なんて見てみろ、空気を読みすぎて誰の会話にも入れなかったんだぞ。

　いや、そのせいで周囲からは『近寄るなオーラ』が出ていると勘違いされていたようだが。

「そうだ、この機会にクラウドくんも魔法習ってみる？」

「え、俺が!?」

「半魔人族は身体能力の高さもさることながら、魔法との相性がいい人が多いの。ま、ごく一部の例外もいるけど。クラウドくんもしかるべき教育を受ければ、魔法が使える可能性が高いわ」

「でも俺、学院に行くお金なんてないし」

　コルティナの言う例外とは、前世の俺のことだ。前の俺は筋力や魔力が低いくせに、敏びん捷しようさと器用さ、特殊能力の緻密さに全振りという感じで、いかにも歪いびつな存在だった。

　クラウドは冒険者として独立するために資金を貯ためている。しかし魔術学院に入学できるほどの資金はさすがにない。

　そもそも首都周辺の安全区域で、小物狩りをしている俺たちの貯蓄ペースはそれほど速くない。

　無論、同年代の子供と比べるならば、比較にならない額は稼いでいるが、それでも魔術学院の学費はかなり高い。クラウドにはまだまだ無理があるだろう。

「別に学院じゃなくても魔法は学べるわ。ほら、どうせライエルやガドルスに弟子入りしているんだから、マクスウェルにも弟子入りしても問題ないんじゃない？」

「マクスウェル様に？」

「それは反対！」

　コルティナの提案に、俺は即座に異を唱えた。

　マクスウェルは今、俺の魔法の修行も受け持っている。そこにクラウドまで交じるとなると、知られてはいけない情報を握られる可能性もある。

　基礎的な魔法も知らないクラウドなのだから、コルティナが教えても問題ないはずだ。

「そこはコルティナが教えればいいんじゃない？　クラウドはまだ初級魔法も使えないわけだし、マクスウェルに師事してももったいないかも？」

「む……それも一理あるわね」

「ただし、わたしの監視下で」

「え、なんで？」

「なんでも！」

　たとえクラウドと言えど、コルティナと二人っきりなど許せるものか。

　俺はやや膨れっ面になりながら、そう強弁したのだった。




　そんな調子で三日後。俺とレティーナとミシェルちゃんはめでたく休暇中の課題を終わらせ、合宿に出発する日となった。

　さすがに身重のマリアはついてくることができず、コルティナの家で留守番をすることになっていた。

　三か国連合王国の開拓村ではないのは、辺境だと優れた医者がいないからだ。

　治療役のマリアが出産するということは、万が一に備える医者はマリア以外を用意せねばならない。

　だがマリアがいるということで、あの村には腕のいい医者や治癒術師が来なかった。

　教会で格安の寄付の代償に世界最高の治癒術を施してもらえる開拓村なのだから、町で施療院を開く程度の治癒術師が来ても、仕事にならないのが原因だ。

　しかし、それではマリアに万が一があった場合に対応することができないということで、人材豊富なラウムの首都で出産を迎えるという運びになったのである。

　村の方も心配ではあるが、そこはマクスウェルがライエルを連れて毎日様子を見に行っているので、心配はない……らしい。

　そのついでに、ミシェルちゃんや俺も村に戻ってみたりもした。ミシェルちゃんは少し里心がついていたので、丁度よかった。

　村の人は久しぶりに戻った俺を見ると、遠巻きに、だが決して視線を外すことなく注目していた。

　まるで部外者が村に入り込んだかのような感覚に、俺は少し戸惑ったものだ。数年帰省を怠っていただけなのに、薄情なものだ。

　ミシェルちゃんに言わせると、『それは違う。ぜんぜん違う』ということらしいが、詳しくは教えてくれなかった。




　ともかく出発の日。

　せっかく一緒に暮らせることになったというのに、再び他所よそへ行ってしまう俺に、号泣するむさくるしい男が一人。

「ニコルうぅぅぅ、またパパを置いて行ってしまうのかい！」

「合宿だから数日で戻ってくるよ」

「もうすぐ出産を迎えるママを置いていくなんて、薄情じゃないか！」

「そのためにパパがいるんでしょ！　コルティナも一緒だし、それに屋敷にはガドルスもいるし」

「あのヒゲは出産には何の役にも立たん」

「酷ひどい言われようだな」

「それはそうかもだけど……わたしが残ってても一緒じゃない」

「パパの心が癒いやされる」

「ニコルもちょっとは擁護せい」

「もう少ししたらもう一人生まれるから、それまで我慢しなさい」

　俺は仁王立ちになって、どうにも情けないことを述べてくるライエルを冷たく突き放しておく。

　背後でガドルスがぶつぶつ口をはさんできているが、気にしないでおこう。

　それに、どうせ妹が生まれたら、俺どころではなくなるのは目に見えている。

　それにライエルの癒しをやるよりも、妹の贈り物の方が、何倍も重要案件だ。

「それより、海は危ないから本当に注意しなさいね。川の遊水池と違って流れが複雑だし」

　ライエルをあしらう俺に、実務的な注意を促したのは、すでに臨月に近いお腹なかを手で支えて立つマリアだった。

　その後ろには心配気な顔のコルティナも立っている。

「申し訳ありません、マリア様。このような大事な時期に家を離れてしまって」

「気にしないで、フィニア。あなたの休暇代わりと思えば、安いものよ」

「いえ、合宿なのですが」

「女の子が剣の修行というのも……まあ、ニコルと同じで変わった趣味よね？」

「いえ、趣味じゃないんですが」

　今回の合宿は、マクスウェルが半ば強行した面もあるため、忙しい時期に家を離れることになったフィニアは恐縮しきりである。

　だが今回だけはフィニアには、ぜひともついてきてもらわねばならない。料理に関してはマクスウェルの『年の功』は全くあてにならない。

　他の三人も期待できない以上、フィニアの生活力は必須なのだ。

「こちらはこちらで、料理する人間が必要になるからのぅ」

「マクスウェル、無理させちゃダメよ？　それから寝る前にはきちんと身体を治してあげること」

「わかっておる」

「そのおかげで手が全然硬くなりません……」

「いいことじゃない。マクスウェル、わかってるわね？　ニコルちゃんとフィニアちゃんに傷一つでも残したら承知しないわよ」

「くどいぞ、コルティナ」

　マリアとコルティナに挟まれるようにして注意を与えられているマクスウェルは、珍しく辟へき易えきした様子だった。

　やはり俺たち六英雄の中では、女性陣が圧倒的に強い。だからこそ、バランスよく動けていたのかもしれない。

「どうせここに残っても役に立たんのだし、ワシも一緒に行ってもいいのだが？」

「ガドルスは残っててくれ。ライエルはいざという時に役に立たなそうじゃ」

「嫁の出産は二度目じゃというのに、学ばん奴やつじゃのぅ」

「最初がニコルだったからこそ心配が先に来とるんじゃろ。次の子も虚弱なのではないかとな」

「その節はたいへん申し訳なく」

　ガドルスとマクスウェルの会話が、なぜか俺に向かって流れ矢をかっ飛ばしてくる。

　だが俺がライエルたちに心配をかけたのは事実なので、言い訳のしようがない。

「それではそろそろ出発するぞ。全員用意は済んでおるな？　まあ、済んでなくても戻ってこられるんじゃが」

「さすがマクスウェル様ですわ」

「それじゃ合宿にならないんじゃ……」

「おじーちゃん、すごーい」

　尊敬の視線を送るレティーナとミシェルちゃん。対照的に呆あきれた顔をするクラウド。

　対してマクスウェルもミシェルちゃんの称賛を受けてまんざらでもなさそうだった。あの子は本当に『お爺じいちゃん殺し』だな。

　ともあれ、残念ながら俺もクラウドと同意見である。

「簡単に戻ったら合宿にならないでしょ。ここは一回でも帰還したら、合宿失敗って設定しよう」

「ニコルは自分に厳し過ぎやせんかの？」

「ドワーフ的には実に正しい判断だと思うがな」

「もういっそ、行くのを取りやめてしまえば──」

「アナタ、往生際が悪いですよ」

　今回の目的地は、南西地方の港町シトリ。その沖合にあるマクスウェル所有の無人の小島である。

　一応宿泊施設として、コテージのようなものはあるが、町中のような便利な店などは存在しない。

　半分サバイバルのような状況になるはずだ。それを不便だからとラウムまで戻っていては、何の修行にもならない。

　便利な魔法に慣れた俺たちの気分を締めなおすには、丁度いいだろう。

　ついでに贈り物の素材も手に入るのだから、一石二鳥である。

　こうして俺たちは、マクスウェルの魔法で港町シトリへと旅立ったのであった。




　マクスウェルの転移門ポータルゲートの魔法で、シトリ近郊まで一気に移動する。

　通常ならシトリの町で旅の物資を補給してから移動するのだが、今回は王都から直接跳んできているので、その必要はない。

「ここがシトリの町の近くじゃな。あそこがシトリ、目的地は……ほれ、あそこに見える小島じゃ」

　町の遠景からツアーガイドよろしく地形を説明してくれるマクスウェル。

　俺もこの町には初めて来るので、なかなかに興味深い。

「あれが海ですの？　なんだか空気がしょっぱいような生臭いような、変な感じですわね」

「それは潮の香りじゃな。ラウムに住むレティーナ嬢には嗅ぎなれん香りじゃろう」

「そうですわね。ですが、きつい香りなのに、なぜか不快ではありませんわ」

　アレクマール剣王国にも港町はあったので、俺は海を見たことがある。

　だが内陸部に籠りっぱなしだったレティーナにとっては、初めて見る海だ。その感動もひとしおだろう。

「お魚がいっぱいいるんですよね！　美味おいしいのいますか？」

「フォッフォッ、そりゃもちろん！　川魚とはまた一味違って濃い味わいがあって、おすすめじゃぞ。じゃが、まずは合宿所に行かねばならんな」

「ミシェルちゃん、合宿ではそもそも、お魚も自分で獲とらないといけないんだよ？」

「あ、そうだった！」

　ブレないミシェルちゃんは早速食欲を総動員していた。

　それに合宿後半は山にも行く予定だ。魚だけが目的ではない。

　そして一人沈黙しているクラウドは──いや、もう一人いたか──フィニアとクラウドは転移酔いを起こしていた。

「うえぇぇぇ、視界がぐにゅって曲がって気持ち悪ぃ……」

「に、ニコル様、地面が揺れてます。地震でしょうか？」

「フィニア、それは自分が揺れてるんだよ？」

「ははは、まさか。私は直立してますよ？」

　びしりと気を付けの姿勢をとるフィニアだが、まるで止まりかけの独こ楽まのようにグネグネと揺れていた。

　転移門ポータルゲートの急激な移動と、視界の変化に脳内の処理が追い付かず、三半規管が混乱を起こしてしまっているのだ。

　これも慣れればどうということのない現象だし、平気な者は全く影響を受けないのだが、初めて転移を経験したこの二人には、少しばかりキツかったらしい。

「マクスウェル、この二人は休息が必要だから、少しお休みした方がいい」

「そのようじゃの。だが、どうせここに来たのはシトリの遠景を見せるためじゃったから、もう一回跳んでから休んだ方がよくないか？」

「そういえば、目的地はマクスウェルが所有する島なんだから、直接跳ぶことができたんだっけ」

「そうじゃ。しかし、せっかくの合宿、目的地まで跳んでそれでおしまいでは味気なかろう？　じゃから一度ここに跳んで、旅行気分を味わわせてやろうと思ったんじゃが……逆効果だったか」

「なるほど、一応気は使ってたんだ」

　マクスウェルの言う通り、いきなり合宿所に直行し、そこで鍛錬した後は王都まで直通で帰還となれば、旅行気分など味わう余裕はない。

　家に籠りがちなフィニアや、侯爵令嬢のレティーナはこの先この町を訪れる機会があるかどうかも怪しい。

　そのため、少しでも景観の良い場所を経由することで、旅行の気分を味わわせようという配慮だったのだろう。

　それにしても、マクスウェルは何かとレティーナを気にかけてるような……？

「ま、いっか。フィニア、クラウド。もう一回跳ぶけど大丈夫？」

「もちろんです。まかせてください」

「お、おう。俺も何とか……」

　グネグネ揺れながら胸を張るフィニアと、不安げなクラウドが了承の意を返す。

　その様子を見て、マクスウェルは『これはダメだ』と溜ため息いきを吐ついた。

「無理なようじゃな。まあ、見物ついでに一休みするとよい。遠くの景色を見ると酔いが早く治るとも聞くしの」

「申し訳ありません……早速足を引っ張ってしまいました」

「こればっかりは体質の問題だから、どうしようもないよ。それに足を引っ張ったわけでもないし」

　しょんぼりと肩を落とすフィニアに、俺は慰めの声をかけた。

　そもそも朝一番で出発したので、まだ昼にもなっていない。ここで小一時間休息をとっても、何ら支障はないのだ。

「ほら、ママが淹いれてくれたお茶でも飲んで。そこに腰かけて」

　水筒に入ったお茶を取り出し、いそいそと世話を焼く俺に、フィニアは諾々と従っていた。

　その仕草は年齢不相応に愛らしい。まるで妹でもできたような気分だ。いつもは世話を焼かれる側なので、新鮮な気分だった。

　フィニアもそんな俺を見て、クスリと笑みを漏らす。

「ニコル様、私でお姉ちゃんの予行演習ですか？　まだ少し早いですよ」

「そんなことないし。わたしはしっかりしてるから、いつもどおりだし」

　微笑ほほえましいものを見たという表情のフィニアに、俺は不本意と言わんばかりに頬ほおを膨らませる。

　その間、クラウドはミシェルちゃんに水筒のお茶を振舞ってもらっている。

　この二人は先のマテウスの一件以来、どうもミシェルちゃんが過保護になってきている気がする。まあ、お姉さん風を吹かせるミシェルちゃんが可愛かわいいので、ここは見逃してやろう。




　マクスウェルの話では、この離れ小島は無人島で、一応宿泊用のコテージがあるらしいが、管理人が月に一回掃除に訪れる程度でほとんど手入れはされていないらしい。

　もちろん食料などの備蓄もあるはずもない。裏には井戸があるので水には困らないらしいが、夜までに準備しなければならないことは多い。

　近くには砂浜もあるので海水浴もできなくはないが、その暇があるかどうかは疑わしい。

「というわけで、ここがワシの別荘じゃ。一応掃除はしてもらっておるが、ほとんど放置しっぱなしなので、やることは多いぞ」

「少し埃ほこりっぽいかもー？」

「これは掃除が必要ですわね」

「じゃあ、俺は寝床を整えておくよ」

「食材は……ないのでしたね。なら今夜は持ってきた食材でやりくりしましょう」

　浜辺から少し離れた場所にあるコテージに案内されると、中を一いち瞥べつするや否や、各々が勝手に動き出した。

　ミシェルちゃんとレティーナは、一か月分の埃を叩はたき落とすための掃除を。

　クラウドは夜に備えて寝具を日光に当て、フィニアは持ってきた食材の下準備に入っている。

　昼は弁当を用意してきているので手間はかからないが、それ以外は保存食ばかりだ。普通の食事に使うためには、ひと手間必要になる。

　早速裏の井戸へ水を汲くみに行った女性陣三人と、各部屋の寝具を運び出すクラウドを見て、マクスウェルは感心したように呻うめき声ごえを漏らした。

「なかなかよく動く子らじゃの。教育したものではないか、レイドよ」

「人目があるんだから、ニコルと呼べ。みんな元の気性がいいから、向上心を持ってくれてるよ」

「で、お主は何をするんじゃ？」

「む……？」

　言われてみれば、俺とマクスウェルだけが行動していない。しかしそれは、俺は他にやることがあるからだ。

　まず俺は空いている椅子に腰かけ、肩掛けカバンの中から一枚のメモを取り出す。

　視線を下げた拍子に、斜めに掛けた肩かた紐ひもがうっすらと胸を強調しているのが、目に入る。俺の意向を無視して、胸囲は順調に育ってきているらしい……いや、それはともかく。

「破戒神の助言アドバイスによると、必要な素材は二つ。まず洗髪剤の素材の一つは、この近辺に生息する『浮きワカメの粘液』が必要なんだとか？」

「それなら知っておる。夜中になると海面を漂う海藻っぽいモンスターじゃ」

「モンスターなのかよ!?」

「夜のうちに船などに近付いて船底にへばりつくんじゃよ。そして木材を溶かして食べて、船底に穴をあけるんじゃ」

「迷惑な……」

　その木材を溶かすために使うのが表面を覆う粘液らしい。

　これを表皮ごと削り取り、適度に薄めて洗髪剤に使うと、肌に優しい洗剤になるらしい。弱酸性がどうとか書いてあるが、よくわからない。

　さらに乾かした上で表面を削って粉末にしたものを水で戻すとぬめりを帯び、毛穴まで優しく洗い上げてくれるのだとか。

　その上、そのぬめりが保湿成分の役割も持ち、髪質が良くなる……らしい？

「出没するのが夜限定じゃから、昼間は見つからんじゃろうなぁ」

「じゃあ、今日のところは別荘の清掃と宿泊準備、夜に飯を食って、それから採取に出かけるとしよう」

「無難なとこじゃな」

「夜に海に行くの？」

　パタパタ動き回るミシェルちゃんが、俺たちの会話を聞きつけたらしい。

　基本的に俺たちは夜間の行動はほとんどしたことがない。もちろん俺は経験豊富だが、まだ子供のミシェルちゃんやレティーナは、夜間の外出は両親も心配する。

　クラウドだって、孤児院の修道女が心配してしまうので、特訓以外は夜の冒険を控えていた。

　つまり、彼女たちは夜の冒険というのは初体験である。

「そーだよ。目当てのモンスターが夜にしか出てこないんだって」

「へー、夜の海に冒険に行くのかぁ。なんか楽しみだね！」

「うん、楽しみだね」

　主にフィニアとミシェルちゃんの水着姿が。

　今回海のモンスターを倒す必要があるということで、それぞれが水着を用意している。

　レティーナの水着は学院の授業でよく見ているが、スケジュールの違うミシェルちゃんや、そもそも外に出ないフィニアの水着姿というのはめったにお目にかかれない。

　今回はその貴重な機会に恵まれたわけで、俺の期待度も天井知らずに盛り上がっていたりした。

　もっともそれを堪能するには、いささか時季外れではある。

「はやく掃除を済ませて、それからお昼食べて、一回海の様子を見に行ってから夕方まで寝て、夕ご飯を食べてから出発かな？」

　ざっと今日のスケジュールを立てる俺に、ミシェルちゃんは両手を上げて喜んでいた。

「あ、じゃあお昼の後は海水浴だね！」

「様子を見に行くだけだからね？　それにせいぜい二時間くらいだし」

「それだけあれば充分泳げるよ！　よかったね、新しい水着を見せるチャンスだよ」

「誰に？　そもそもわたしは学院指定のしか持ってないし」

「え、クラウドくんしかいないじゃない」

「いや、奴やつは眼中にないから。全然、欠片かけらも」

　そもそもクラウドと仲がいいのは、むしろミシェルちゃんである。

　俺はただ、奴に訓練をつけてやっていただけだ。どうもそれを勘違いしている節がある。

「またまたぁ。素直にならないと誰かに取られちゃうよ？」

「どうぞ、ご自由に」

「むぅ、ニコルちゃんは手ごわい」

　最近の彼女は、妙に色恋に絡めたがる傾向が見えている。これが思春期という物か。

　そうやって手を止めていたミシェルちゃんを、レティーナが一喝する。

「ほら、早く掃除を済ませませんと、埃だらけの中でお昼を食べる羽目になりましてよ」

「うっ、はぁい」

　その光景を想像してしまったのか、嫌な顔をしてからミシェルちゃんは掃除に戻っていった。

「……そもそもこの時期に海水浴とか、勘弁してもらいたいんだけど？」

「ラウムは気温が安定しておるから、泳げないことはないんじゃよ。ここはさらに南西部で温暖じゃからな。それでもまあ、気持ち良くとはいかんじゃろうが」

　すでに十一月になっており、気温も下がってきている。

　しかし森林に囲まれていたラウムは気温が安定した傾向にあり、冷え込む感覚はあれど、凍えるほどではない。

　海水浴もやろうと思えば、充分に可能である。

「さすがに鳥肌立っちゃうよね？」

「ワシ、まだポックリ逝きたくないんじゃよ」

「どうやって海のモンスター倒すんだよ？」

「水上を歩く魔法とかあるんじゃがな」

「それでいいじゃん？」

　水上を歩けるなら、溺れる心配はなくなるし、水の冷たさに悩まされる心配もない。

　だがマクスウェルは渋い顔をしたままだった。

「この魔法、個人を含めた装備全体にも効果が及ぶんじゃが……水の中に入れないということは武器も水に入れんということじゃ」

「それ……」

「海中の浮きワカメを攻撃する前に、水に武器が弾はじかれてしまうということじゃな」

「ダメじゃん」

「というわけでおとなしく、水中で呼吸できるようになる魔法を使うようにしよう。教えてやるから頑張るんじゃぞ」

「使うのは俺か。それに、結局泳ぐ羽目になるのか……」

　そうなると、一度泳げるかどうか試しておく必要がある。

　ミシェルちゃんもレティーナも、むろんクラウドも泳ぐことは可能だが、この水温で泳げるかどうかは別問題だ。

　さらに初めて経験する海というのもある。ぶっつけ本番で海に出るより、一度試しておく必要性はある。




　マクスウェルの別荘は、無人島にある小さな浜辺からさほど離れていない場所に存在していた。

　本来ならば海沿いというのは危険な場所なのかもしれないが、海流が穏やかで気候が安定しているシトリ近郊ならば、あまり問題は発生しないらしい。

　俺たちは午前中に掃除を済ませ、フィニアが用意してくれた弁当で昼食を済ませた後、海の様子を見に行くことにした。

　その別荘から浜辺へと続く狭い林道の終端で──一人の漢おとこが仁王立ちしていた。

「ついに……我が世の春が来た！」

「今は冬だ。さっさとどけ」

　握り拳を固めて感涙にむせぶクラウドを、俺は背後から蹴り倒しておく。

　林道の出口で仁王立ちされては、通行の邪魔になるからだ。

　べしゃりとうつぶせに倒れ伏すクラウド。その背中を容赦なく踏みつける俺。これは理不尽な虐待ではない。友を卑ひ猥わいな視線から守るための、必要不可欠な処置なのだ。

　なぜなら、彼の視線の先には俺の親友たちが波打ち際で戯れていたからである。

「きゃっ、ミシェルちゃんまだ水が冷たいですよ！」

「ほらほら、フィニアお姉ちゃんも水に入る前に掛けておかないと危ないんだよ？」

「ミシェルってば、またはしゃいでますわね。季節を考えてくださいまし」

　三者三様のはしゃぎ方をしている、バリエーション豊富な美少女たち。クラウドが雄お叫たけびを上げる気持ちも、わからないでもない。

　このラウム森王国は緑に囲まれた国ゆえに、気温の寒暖差があまり大きくない。

　また、シトリ近辺は南から流れ込む暖流の影響で、なおさら気温は下がりにくい。

　体感だと二十度を切ったくらいで、無理すれば泳げないこともない。今の気温はそんな感じだった。

　そこで水着に着替え、海中での行動が可能かどうかを確認する目的で、浜辺までやってきたわけではある。

　もちろん、レティーナやミシェルちゃんはそういう下準備の意識は少なく、完全に海水浴気分だった。

　いや、フィニアも例外ではない。初めて見る海に完全に舞い上がってしまっていた。

　そのほっそりとした肢体を淡い緑のワンピース水着で包み、平時では見られないほど楽し気にミシェルちゃんと水を掛けあっている姿は、実に眼福である。

　成人したフィニアに負けないほどメリハリのある身体付きをしているミシェルちゃんは、スポーティーなセパレートビキニを新調してきていた。

　その年齢でその体形は、実にけしからんと言わざるを得ない。けしからん、けしからんぞ。うむうむ。

　レティーナも新調してきているが、猫のワンポイントの入った子供水着は……さすがに……凹凸のない身体によく似合っていた。

　腰回りにあしらわれたフリル状のスカートが、子供っぽさをさらに加速させている。とてもミシェルちゃんと同い年には見えない。

　彼女の成長は入学当初から止まったままらしい。当時は俺よりも背が高かったのに、今では俺の方が幾分か高いくらいだ。
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「まあ、クラウドがのぼせ上がる気持ちは、わからなくもないけど──」

「あれ？」

「ん、どうかした？」

　不意に、足の下からクラウドの疑問の声が上がって、俺は伸ばしていた鼻の下を引き戻す。

　見るとクラウドは不思議そうな顔でこちらを見上げていた。その不ぶ躾しつけな視線に、少したじろぐ。

「な、なに？」

「師匠、ひょっとして、ちょっとオッパイが膨らんできた？」

「ちね」

「ぐぇえええええ！」

　俺は反射的に、踏みつけていた足に捻ひねりを加え、倒れ伏したクラウドに追撃を加えた。

　馬車に轢ひかれたカエルのような声を上げて、じたばたともがくクラウド。その背中の感触は、年齢とは不相応にごつごつとしている。

　連日俺たちと狩りに出て実戦経験を積み上げ、さらには冒険者ギルドで先輩冒険者からも頻繁に手合わせを受けているので、見かけの細さとは裏腹にその筋肉は鍛え上げられている。

　その肉体は俺が目指しているライエルに類似しており、肉付きでいうと前世の俺よりも遥はるかに有望そうだった。

「うぬぅ……お前なんか破門だ」

「ええっ、理不尽だ!?」

「くっくっく、師より強い弟子などいらないのだよ」

「予想以上につまんない理由だったし！」

「その辺でやめておかんか」

　ガスガスとクラウドの背を踏みつける俺に、溜ため息いき混じりの声が掛かった。これは俺の後ろからついてきていたマクスウェルの物だ。

　むろん後ろからついてきていたのだから、一連のやり取りは全て見ていたのだろう。

「ニコル。お主の先ほどからの態度、まるで他所の女に目移りした彼氏に嫉妬する乙女のようじゃったぞ？」

「うげっ！」

　マクスウェルに指摘され、俺は全身が総毛立つ感覚に襲われた。

　最近特に女性らしさが増してきた体格に、そのような指摘までされては、アイデンティティに関わる。

　鳥肌を鎮めるかのように自分の腕をさすりながら、クラウドの上から足をどけた。

「そ、そんなことねーし。クラウドなんてゴミだし。眼中にねーし」

「どこのツンデレじゃ」

「本気で言ってんだよ!?」

「さすがにそこまで言われると、ちょっとショックかも……それより師──いや、ニコル。なんでお前だけ学院指定水着なんだよ？」

「めんどーだったから」

　そもそも俺たちの目的は泳ぐことじゃないぞ。それにこの冬場に水着なんて需要がないだろうが。

　需要がないということは、あまり売ってないということでもある。あの三人がどこで調達してきたのか知らないが、この時期に王都で水着なんて取り扱っている店を、少なくとも俺は知らない。

　それに学院指定水着というのも、あながち侮れない物だ。

　生地が厚く、丈夫で、保温性に優れている。

　こういった冒険には実にマッチしている造りをしていた。

　後、成長期の生徒に合わせているため、地味に生地に余裕があるのだ。

「ニコルや……台無しじゃ」

「お前までなんだよ！」

「これではコルティナに売れんのぅ」

「その転写機から手を放せ」

　こっそりと魔道具の転写機を持ち込んでいたマクスウェルは、大きく溜息を吐いて肩を落とす。

　相変わらずなマクスウェルに、俺は猛然と襲い掛かったのである。




　マクスウェルの頭部に一撃加えた後、ひとしきり水辺で仲間と戯れてから、真剣に検証することになった。

　まず第一に、今の水温で長時間の水中活動が可能かどうかの判断だ。

「さすがにちょっと……キツいかもしんない」

　ミシェルちゃんはタオルに包くるまって、震えながらそう主張した。

　およそ一時間、穏やかな気温とはいえ、ぶっ続けで冬場の水遊びに興じていれば、そうもなろう。

「そうですね。私も持久力にはあまり自信がありませんので、少し厳しいかと思います」

「お昼はともかく、夜になるともっと水温が下がるのですよね？　わたしも難しいと思いますわ」

　ミシェルちゃんの主張に、フィニアとレティーナが相次いで同意する。やはり冬場という時期が、今回の最大の敵になったようだ。

　ちなみに俺は、腰までしか水に浸つかっていないので、体力の消耗はほとんどしていない。

　なお、クラウドはまだ水から上がってきていない。理由は……上がれない理由ができたんだとか。

　意味はわから……なくもない。俺も元男だし。ミシェルちゃんの露出で、あのスキンシップの激しさは、男にとって凶器以外の何物でもない。

「それに水の中では、予想以上に行動が制限されますね」

「うん、弓はさすがに使えなさそう」

「マクスウェル様の水中呼吸ブリージングで、呪文の方は問題なく使えましたけど、波が予想以上に身体を揺らしますから照準が甘くなりそうですわ」

　水中呼吸ブリージングの魔法を使えば、一時間は水の中でも息ができる。

　それだけでなく、水中での発声も可能になるため、魔法だって使用できるようになる。

　問題は水の抵抗で、魔法陣を描く動作が鈍くなり、波によって身体が揺らされ照準がブレてしまうことにあった。

　実際にレティーナが使ってみた結果、下手をすれば数メートルも魔法がズレたこともあった。

「これはわたしにも大問題。付与術の照準もズレちゃうから、下手したら敵にかかっちゃう可能性もある」

「それはピンチなんてモノじゃありませんわよ？」

「寒くて身体が動かなくなるから、よけい危ないよぉ」

「そこはクラウドにがんばってもらおう」

「なんで俺ばっかり！」

「うるさい、文句は水から上がってから言え」

「出れねーんだよぉ！」

　わかってるから、あえて言ったんだよ。

　今ミシェルちゃんは、寒さで自分の体を抱きしめるようにして震えている。

　そう、むぎゅっと。寄せられているのだ。いろいろな肉が。しかもいつもと違う露出の多い水着で。

　クラウドの視線が釘くぎ付づけになったとしても、俺としては責められない。理解できてしまうから。

「ともあれ、寒さの方はワシの方で対処しよう。いや、ニコルに対処させよう」

「わたし？」

「干渉系の魔法には、保温ウオームという魔法があったじゃろう？　そろそろお主でも使えるはずじゃ」

　保温ウオームという魔法は、主に寒冷地や熱帯地など、普通に過ごすには厳しい気温の地域に赴く時に必要になる魔法だ。

　特定装備に掛けることで、その装備と周辺の温度を一定に保てるようになる。しかも効果時間は基礎魔力消費だけでおよそ六時間にも及ぶ。

　これは個人に掛けるのではなく装備に掛けることで、少ない魔力消費で長時間効果を発揮させることができるようになっていた。光明ライトなど長時間の発動が不可欠な呪文と同じく、そういう工夫が施された魔法だ。

　地味に冬場などはシーツに掛けておくと快適だと聞いたことがある。

　利便性が高い魔法だけに中級に属している、そこそこ難易度の高い魔法だった。

「そっか。でも使えるかな？」

「今のお主の能力なら、まず問題はあるまい。それに失敗しても成功するまで掛け直せばいいだけじゃ」

「なら寒さ対策は何とかなるね」

　その時、マクスウェルの提示した解決策に、即座に食いついてきた者がいた。

　調子に乗って冬場の水遊びを堪能しすぎて、今なお震えているミシェルちゃんだ。

「ニコルちゃん、今！　その魔法を試す時は、まさに今だよ！」

「……寒いからでしょ？」

「うん」

　即座に肯定した素直さに免じて、ここは保温ウオームを掛けてやることにしよう。

　夜中にぶっつけ本番でやるより、今試す方がよっぽど余裕があるし。

「朱の一、山吹の六、翡ひ翠すいの三──保温ウオーム」

　試しに俺はミシェルちゃんに対し、魔法を掛けてみる。

　魔力は最小限で、時間は六時間。彼女までの距離は三メートル。展開する魔法陣は、以前マクスウェルの個人授業で学んだことがある。

　記憶からそれを掘り出し、展開し、魔力を通して術を構成し、放射。

　ミシェルちゃんは俺の放った魔力の光に包まれ、ほっこりと温まった顔をしてみせた。

「うわー、あったかい！　水着があったかいよ、ニコルちゃ……あ、あれ？　あつ、あっ、熱!?」

　その顔も束つかの間ま。どうやら温度調整が高すぎたらしく、ミシェルちゃんは砂浜を転がり始めた。

「あわわわ、か、解除の魔法！　えっと、えっと……」

「解除デイスペル」

　俺が狼ろう狽ばいしている隙に、マクスウェルが手早く魔法を唱え、解除してくれた。

　ミシェルちゃんはというと、砂浜でぐったりと倒れ伏したままだ。

「ふむ、火傷やけどしている風でもないし、まあ問題なかろ」

「そういう問題じゃない！　ミシェルちゃん、大丈夫!?」

「う、うん。やっぱりちゃんとテストしてよかったねぇ……冒険前だったら無駄に疲れちゃうところだった」

「そうだね。やっぱ事前準備は必要だね……というわけで実験体はクラウドに変更」

「なんで俺！」

　水の中に半身を浸けたままのクラウドに向けて、俺は保温ウオームの魔法を放った。

　無論、付け焼刃の魔法がいい具合に発動するという、ご都合主義なことは起きるはずもなく……

「あっつあぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁあああぁぁぁ!?」

　クラウドは粗末な海パンを押さえて、水の中で悶もだえ苦しんでいたのだった。

　まあ、最近エロい目で俺たちを見る奴やつのイチモツなど、焼けても問題なかろうなのだ。




　何度も実験を繰り返した結果、温度の調整具合も大体掴つかめてきた。

　そこでようやく本命であるミシェルちゃんの水着に、保温ウオームを掛けてみる。

　入念に調整された魔力を注ぎ、慎重に発動された魔法は、彼女の水着にまとわりつき、正確にその効果を発揮した。

「おお、あったかいよ！　ニコルちゃん、この魔法最高！」

「どうやら成功みたいだね。よかった」

「でもどうせかけるなら、ビキニではなくワンピース水着にした方がよかったんじゃありませんか？」

「そだね。その恰かつ好こうじゃお腹なかが冷えそう」

　フィニアがそう主張したが、その意見もわかる。

　水着が保温ウオームで温められるのだから、他の部位にはその効果が及ばない。

　一際露出が多いミシェルちゃんは、その恩恵は少なそうだった。特に引き締まったお腹回りが寒そうである。

「だいじょーぶ、だいじょーぶ。わたしは元気が取り柄だから、これだけでも充分あったかいよ」

「そのタフさがうらやましい」

　他の三人よりも水に入っていないのに、焚たき火びのそばから離れられない俺とは大違いである。

　ともあれ、少ない犠牲でこの魔法を習得できたのだから、これは僥ぎよう倖こうという物だろう。俺はそう判断し、犠牲の方に視線を向けた。

　そこには、股間を押さえたまま、ビクンビクンと痙けい攣れんし、尺取虫のような格好で浜辺に倒れ伏したクラウドの姿があった。

　保温ウオームの魔法で何度も水着の中を焼かれた結果である。

「それじゃ、そろそろ寒くなってきたから、コテージに戻ろっか。そこで股間を押さえて卑ひ猥わいな感じに痙攣してる少年。さっさと立て？」

「誰のせいだよ！　っていうか、女の子がそんな言葉を口走っちゃいけません！」

「む、クラウドのくせに偉そう」

「クラウドのくせにってなんだよ？　これは孤児院のシスターがよく口にしてる言葉だぞ」

「なら仕方ないか。じゃあ言い直す。クラウド、さっさと立て。別のところは起たたせなくていいよ」

「だからぁ!?」

　俺も元男だから、その辺の生態に関しての知識はある。

　だが男子の生態に関しての知識が薄いミシェルちゃんとレティーナは、何を言っているのか理解できてない様子だった。揃そろって首を傾かしげている様子が可愛らしい。君たちはずっとそのままでいてほしい。

　マクスウェルは……なんだか内股になって俺から距離を取っている。安心しろ、お前に掛ける気はない。何事もなければな。

「しかし、この魔法って実は危険な魔法なんじゃない？」

　ここまでの実験で、俺はそういう感想を抱いた。

　水着を加熱してしまうことができるのなら、ズボンだって加熱することが可能なはずだ。戦闘中とかに相手にこの魔法を掛ければ、大きな隙を作ることもダメージを与えることも可能になるはず？

　俺の言葉に、マクスウェルも大きく首を捻ひねっていた。

「本来ならば、そこまで温度が上がる魔法ではないはずなんじゃがの。それに、武器の金属部分を加熱して敵にダメージを与える魔法は、別に存在するのじゃよ」

「なんだ、じゃあ新しい魔法というわけではないのか」

「いや、その魔法は金属にしか効果がないので、ある意味新しい魔法じゃぞ？　他にも、相手の服に点火テインダーを掛けるなんて手段もある。しかし燃焼させずに温度だけを上げるというのは、新発見かもしれんの」

「今まで、そういう失敗した連中はいなかったのか……いや、いなかったの？」

「おそらく、お主の内部にある魔力量の多さが影響しておるんではないかと睨にらんではいたのじゃが」

　今は他にも仲間がいるので、いつものような言葉使いはできない。マクスウェルとこのメンツで話をするのは滅めつ多たにないので、どうにも調子が乗ってこない。

　だが先ほどの魔法の感触に関しては、即座に話し合っておきたい。時間が経過すると忘れてしまう感覚という物もあるからだ。

「魔力の消費に関してはどんな具合じゃ？」

「ん？　基礎レベルの消費でやってるからそれほどでも……でも、なんか強化付与エンチヤントの二倍以上減った感？」

「朱の一程度の消費でそれか。中級じゃから他の魔力設定が高いとはいえ、やはりどこかでロスが出ておるようじゃの。それが過剰な熱量になって顕現したと思われる」

「まあ、今回の被害はクラウドの邪悪な股間程度だから、無いも同然だったわけだし、よしとしよう」

「よくねーよ！」

　倒れたままこちらに苦情を飛ばしてくるクラウド。まだ立ち上がらないということは、意外とダメージが大きいのだろうか？

　俺は負傷の様子を見るべく、クラウドのもとを訪れる。

「意外と怪け我がが大きい？　ちょっと見せて」

「見せられるか！」

「今さら粗末なモノ見ても、恥ずかしがったりしないよ？」

「そこは恥じらいを持て」

　クラウドはまだ十三歳。俺から見ればまだまだ子供といっていい。生前はいい大人だったし、生まれ変わってからはライエルに風呂に入れてもらったこともある。赤ん坊の頃だが。

　なので、象さんレベルのクラウドなんてどうということもないのだが、奴は一丁前に恥ずかしがっていた。

「見ないと治癒光キユアライトできない」

「しなくていい！　マクスウェル様にしてもらうから」

「お前ごときがマクスウェルの手を煩わせると？　どれだけ尊大なこと言ってるかわかってる？」

「うっ!?　それは……じゃあ我慢する！」

「おとなしく仲間に治してもらえばいいのに」

「その辺にしとけ。セクハラ幼女になっておるぞ」

　さすがに見かねてマクスウェルが回復ヒールを飛ばす。俺の治癒光キユアライトでは気持ち程度しか治らないので、圧倒的にマクスウェルの方が効果が高い。

　そもそもそれほど深い傷でもなかったのか、クラウドはあっという間に元の様子を取り戻し、立ち上がった。

　まったく、無駄に心配をかける男である。




　その後、コテージに戻って夕食まで一休みしておいた。

　夜に活動する予定なので、たっぷり休んでおかないと、疲労でまともに動けなくなる危険性がある。

　まだ身体が未成熟な俺たちにとって、睡眠欲というのは非常に抗あらがいがたい欲求でもあった。

　昼の海遊びで獲とった魚介類などで作った夕食を取り、日が落ちるまで待ってから再び浜辺までやってきた。

　浮きワカメは夜に海岸沿いに現れ、船などに取り付いて木材を溶かし、養分にして食らう。

　沖に出るための足は、幸いこの小島には管理者がシトリの町と往復するために、小船が用意してあったので、それを使うことにした。囮おとりにも使えて一石二鳥である。

　とはいえ、大人二人と子供四人。小船ではさすがに少々狭く感じなくもない。

　特に弓を持ち込めず、代わりに銛もりを持ち込んでいたミシェルちゃんは、大荷物だ。

　彼女は槍やり系のギフトは持っていないが、それを投げる時に関しては射撃のギフトの恩恵を受けることができる。

　つまり、なにかを投射する時だけ高い命中力を発揮することができる。

「夜の海なんて、どきどきするね」

「だ、大丈夫ですわね？　落ちたら危ないんじゃ……」

「レティーナは水泳の授業を受けてるでしょ？　浮くだけなら海は川より楽だって話だよ？」

　実際、海は川よりも浮力を得やすい。マクスウェルもいることだし、万が一海に落ちても、浮かんでいれば彼が助けてくれるだろう。

　今回は海に潜って水中戦を経験することが目的である。海に落ちるのはむしろ想定内。というか海に入らないと始まらない。

　それにマクスウェルに頼ってばかりでは、俺たちの訓練にならない。過剰なまでの熟練者であるマクスウェルの手を借りたのでは、本末転倒と言える。

「ほれ、この辺りなら水深もそれなりにあるし、浮きワカメも寄ってきやすかろう。お主らは水中で待機しておけ」

「はーい！」

　ミシェルちゃんは元気に手を挙げて返事をしているが、五本も銛を抱えているので、日頃の愛らしさよりも物騒さを感じられる。

　俺はマクスウェルの言葉と同時に、保温ウオームを五人に掛け、準備を済ませる。マクスウェルも俺たち五人に水中呼吸ブリージングを掛けてくれた。

　できるならばマクスウェルの手は借りたくないところであったが、どうしても補えない部分は、補助してくれることに目を瞑つぶっている。ご都合と言うなかれ、不可抗力なのだ。

　水着面積の少ないミシェルちゃんとレティーナ、クラウドはともかく、他はワンピースなので保温魔法の効果が高い。

　そこで感知能力が高く、水着面積の大きい俺が先陣を切って、水に飛び込むことにした。




　まず真っ先に海に飛び込み、水中の安全を確認してまわる。

　続いて近接戦がこなせるクラウドとフィニア。最後にミシェルちゃんとレティーナが続いてくる。

　この近辺の水深はせいぜい五メートル程度しかない。逆に言えば、水底から船底を監視できる範囲でもある。

　俺たちが海底に隠れ、頭上に浮かぶ船に浮きワカメが寄ってくるのを待ち伏せるには、もってこいの地形だ。

　マクスウェルが掛けてくれた水中呼吸ブリージングの効果は一時間程度しか持たない。しかし余分に魔力を消費することで、その効果時間を延ばすことはできる。

　今回は待ち伏せということもあり、六時間は潜っていられるように掛けてもらっていた。

　水中の岩場の陰に隠れること三十分ほど。頭上の船底の様子に変化はない。

　むしろ変化があったのは、俺たちの方である。

　その異変は、唐突にもじもじしだしたミシェルちゃんに発生していた。

「ん、どうかした？」

「うひ!?　な、なんでもないよ？」

　あからさまに不審な動きをする彼女は、しかし、これまたあからさまにしらばっくれていた。

　やや内股になって膝をすり合わせるような仕草。それは……

「おしっこ？」

「ち、ちがうし！」

　こうやって水中で会話できるのも、水中呼吸ブリージングの魔法の効果だ。

　しゃべる度にコポコポと口元から泡が出てしまうのは、ご愛あい敬きようである。

「そんなの、その辺の岩の陰ですりゃいいじゃん」

「クラウドくんはデリカシーを学ぶべきだと思う！」

「そうだよ。ここは水の中なんだから……ひょっとして飲みたい？　その歳でその性癖はやめた方がいいと思う」

「ちがうって。そんな性癖は持ってない！」

　安易な解決を提示したクラウドを、俺はたしなめておいた。俺の言葉を受けて、レティーナとフィニアが一歩クラウドから距離を取る。

　その様子に気付いて、慌てて言い訳するクラウド。

　レティーナはともかく、フィニアに敬遠されるのはさすがに堪えるらしい。

「なんにせよ、最初なんだしこの辺で少し休憩を挟も？　お腹なか冷えちゃうと、もっと危ないし」

「そうですわね。水の中で待ち伏せなんて、わたしも初めてですもの。神経を使ってますし、休み休み行きましょう」

　海底とはいえ、微妙に海流は存在している。五人がばらばらにならないように位置取りに気を付け、それでいて頭上の船底も警戒する。

　そんな並行作業マルチタスクを行っているのだから、体重が軽く流されやすいレティーナなどは、俺以上に消耗していた。

　一時船に戻って、マクスウェルに飛翔フライトを掛けてもらい、コテージまでトイレに戻るミシェルちゃん。

　船で戻らなかったのは、船そのものが囮役でもあるからだ。

　そんな感じの休憩をこまめに挟みながら、三時間ほど経たった頃だろうか。浅い海底にまで届く月の光が、不意に陰った。

　浮きワカメは聴覚を持たない。視覚すら持たない。ただ嗅覚と思おぼしき感覚で木材を感知し、日光に反応して活動を鎮める。

　なので声を出しても問題はないのだが、俺たちは思わず声を潜めて振り仰いでしまった。

　そこにはゆらゆらとマクスウェルが乗る小船に取り付く浮きワカメの姿が、あった。

　もちろん、マクスウェルだってその接近には気付いているだろう。

　だがあえて彼は手出しをしない。これは俺たちの冒険だからだ。

　標的の姿を確認し、俺たちはお互いに頷うなずき合う。

　ようやく獲物が近寄ってきたのだから、これを逃がす手はない。俺たちはタイミングを合わせ、一息に浮きワカメに襲い掛かっていったのだった。




　浮きワカメにはもちろん思考能力は存在しない。なので海底から奇襲を仕掛けた俺たちにも、ほとんど気付いていなかったはずだ。

　俺は身を隠すこともなく呪文を詠唱し、フィニアとクラウドに強化付与エンチヤントを掛けた。水中では動きが制限されるため、筋力を強化するこの魔法は効果が高いはずだ。

　今回は海の中ということで、糸が使えない俺は後衛に下がっている。さらにフィニアという前衛が増えたのも、理由の一つ。

　慣れない水中戦で、一体の敵に多数で襲い掛かった場合、同士討ちを起こす危険性もあるからだ。

　俺という手数が減った分、二人を強化することでより確実性を上げようという目もく論ろ見みだった。

　しかしそれでも、こちらの先制攻撃は効果を発揮することができなかった。

「行くよ、みんな気を付けてね！」

　ミシェルちゃんの声とともに、手に持った銛が投とう擲てきされる。

　射撃ギフトを持つ彼女の投擲は、平時では百発百中の命中精度を誇っている。しかし今回はあまりにも勝手が違っていた。

　身体からだ中じゆうにまとわりつく水の感触。緩やかに前後する波や海流。そこを不規則に漂う標的。あらゆる要素が彼女から、いつもの命中精度を大幅に奪っていた。

　投擲された銛は命中することなく、浮きワカメの脇を通り過ぎていく。彼女が狙いを外したことなど見たことがないクラウドは、驚きよう愕がくを隠せなかった。

「うそっ!?」

「ミシェルが……外した？」

「海だからそういうことも……なら、わたしが！」

　その攻撃を見て次に仕掛けたのはレティーナだった。しかしこの攻撃も不発に終わる。

　彼女が得意とするのは火属性魔法。放たれた火弾フアイアボルトの魔法は五メートルも進むことができず、周囲の海水によって消火された。

　いや、海中で火弾フアイアボルトは無理があるだろ、とツッコミたくもなったが、しかしそれを初見の子供に指摘するのは、酷という物か？　これも経験と思っておこう。

　浮きワカメが捕食するのは、木材を主体とした植物など。生物を襲ったという話はあまり聞かない。

　漁師の銛を狙って水中に引ひき摺ずり込み、溺死させてしまったという超希少例くらいしか聞いたことがない。

　なので俺は、この段階ではこの敵を過小評価していた。それはもう、これ以上ないほど大甘に見下しきっていた。

　浮きワカメに辿たどり着くことなく、周囲の海水で消火されてしまった火弾フアイアボルトを見て、生なま温ぬるい視線を送る俺。

　ここまではまあ、俺の事前の想定内。ミシェルちゃんもレティーナも、水中戦の厄介さを身をもって思い知ったことだろう。

　後はクラウドとフィニアが近接戦闘で処理してくれれば、事は簡単に終わる……そう思っていた。

　だがその思惑は外れ、フィニアの攻撃が大きく逸それる。

　比較的小柄なフィニアは、剣を振った際の水の抵抗で、むしろ後ろへと後退してしまったのだ。

　下がった分、剣が届かず空振りに終わった。

「えっ？」

　ほとんど海を漂うだけのモンスター相手に空振りするとは思ってなかった彼女から、間の抜けた声が漏れる。

　そしてクラウドは……フィニアに大きく後れを取っていた。新調した金属の盾が、これまた水の抵抗を受けて彼の進みを大きく遅らせていたのだ。

「バカ、クラウド、早くフォローを──！」

　クラウドの遅れにより、フィニア一人が突出した状況になってしまう。

　無論、ここを見逃す浮きワカメでもない。いや、奴やつはそんな思考能力は持っていないのだろうが。

　ただ何かに反応するように、浮きワカメは触手（？）をフィニアに伸ばす。水中で動きの鈍いフィニアは、それを躱かわすことができなかった。

　そこへようやくクラウドが辿り着き、大きく剣を振るのだが、これも同じように水の抵抗で押し戻され、有効打にならない。

　フィニアに巻き付いた浮きワカメは、掬すくい上げるように絡みついたため、フィニアの左足を胴体と一緒に縛りあげている。

　そしてそのまま、胸元を意味ありげな動きで締め上げていた。

「な、なんで……人は襲わないはずじゃ？」

　フィニアは水着に剣を持っただけで、木製の物は持っていない。今回浮きワカメの生態を調べた時、木製品が危ないということで、クラウドは愛用の木製盾を金属製に新調したくらい、念を入れている。

　ミシェルちゃんの銛もりも、持ち手まで金属製な念の入れようだった。

　それなのに、浮きワカメは明らかな意図をもってフィニアにまとわりついていた。

「……あ、そういえば水着って木綿じゃったの」

　そこへ水上から気の抜けたマクスウェルの声が届いてきた。この辺りの水は綺き麗れいなので、船の上からでも状況を確認できたのだろう。

　だが俺にとっては、それよりも内容の方が重要だった。

　木綿……つまり植物でできた素材。それは浮きワカメの捕食の対象になるという証あかしでもある。ただし水着だけ。

「このジジィ!?」

　そもそも浮きワカメにこんな生態があるのなら、前世のうちに教えとけ！　そうすれば是が非でもコルティナを連れ出していたのに。そしてお前から転写機を強奪していただろう。

　いや、今はそれどころではない。このままではフィニアがワカメの触手（？）プレイで危険な状態になってしまう。

　後衛の役割を忘れ、俺はフィニアに巻き付いたワカメを剥はぎ取りに向かった。

　いつもは腰の後ろに縛り付けている短剣だが、それではボディラインが隠れるということで、フィニアが太ふと腿ももにつけるタイプの剣帯を用意してくれていた。

　そこから一挙動で短剣を抜き放ち、絡みついた浮きワカメを剥ぎ取りにかかる。

「クラウド、手伝って！」

「いや、俺もちょっと……」

　俺一人の力では、膂りよ力りよくが足りないと判断してクラウドに援助を求めたが、クラウドもすでにワカメに搦からめとられていた。

　しかも奴の股間辺りに集中的に絡みついている。生態からすれば、クラウドの水着を捕食している最中なのだろう。

　うねる触手と表面のぬめり、その目の前にはあられもない姿のフィニア。

　クラウドは今、空前絶後にヤバい状況にあった。ショタの触手プレイとか誰得だよ。

「クラウドのアホォォォ!?」

　その状況に、俺は罵倒の言葉しか出てこない。

　短剣の振動能力を起動すると斬れ過ぎてしまうため、フィニアを傷つける危険性がある。絡みつかれた状態ではミシェルちゃんも手出しできない。

　火属性が得意なレティーナも、水中では有効な対処法が思いつかない。

　そうこうしているうちに、俺までも浮きワカメにつかまってしまう。

　俺の場合、上半身はフィニアの解除に向かっていたので、クラウドのように下半身に巻き付かれた。

　こうして状況は、さらにグダグダと化していったのである。




　五人のうち三人が捕縛されるという、最悪の事態。どうしてこうなった？

　俺はあまりの事態に首を捻ひねらざるを得ない。浮きワカメも水着を食い尽くせば離れていくので、命の危険はない。ないとはいえ、その状況を想像すると情けなさに涙が出てくる。

　作戦通りにおびき寄せておいて、捕獲に失敗し、全裸で小船に戻るところをマクスウェルに見られたとしたら……未み来らい永えい劫ごう、奴にからかわれてしまうだろう。

　ここは是が非でも、捕獲を成功させねばならない。いや、捕縛する必要はないので討伐というべきか。

　とりあえずフィニアを自由にせねば、状況の打開策すら見えてこないので、俺は必死に腕を動かしていた。

　すでにフィニアの水着の上半身部分は溶け崩れ、あられもない状況になっている。丸見えというやつだ。そしてそれは俺の下半身部分も同じである。事は一刻を争う。俺はともかく、フィニアの下半身だけは、クラウドから守らねばならない。

　そして俺よりも布の面積が少ないクラウドは、そろそろ解放されてもいいころだろうが……

「クラウド？」

　俺が視線を向けると、クラウドは完全に脱力して水面に向かって浮かび上がっていくところだった。

　完全に水着を食い尽くされ、ぶらぶらしたのが波間に揺れているのが丸見えだった。少しいつもより大きいのが、さらに哀れを誘う。ぬめる浮きワカメの感触って、意外と気持ちいいからな。いや、今はそれどころではない。

「お前は何をしに来たんだ!?」

　思わずクラウドを罵倒してしまったが、それも仕方ない。奴は浮きワカメを引き剥がすために両手を使っていた。つまり盾を手放していた。

　重い鉄製の盾は、クラウドが保持していないと、言うまでもなく水に沈む。盾の無いクラウドなんて、存在意義の半分以上を失ったと言ってもいい。

　蹂じゆう躙りんされ、放心状態になって戦線を離脱したところで、戦力の変化はあまりない……はずだ。

　とにかく今はフィニアの救出が先決である。

　ミシェルちゃんとレティーナも我を取り戻し、俺のところまでやってきてくれた。

　三人がかりでフィニアを解放し、続いて俺も解放される。股間丸出しの水着はあまりにも情けない状況だ。

「よくもニコル様を！」

　そんな俺の状況に、フィニアは怒りに囚とらわれていた。再び強引な斬撃を放つ。

　先と同じならば、同じように水の抵抗で後ろに下がってしまうはずなのだが、これはレティーナが後ろから背中を押すことで相殺していた。

　見事に浮きワカメの中心核部分を捕らえ、真っ二つに分かれる。生物としての中心部を切られてはいかな植物系モンスターと言えど、生命活動を維持できようはずがない。

　二つに分かれた浮きワカメはその動きを止めて、クラウドの後を追うように海面へと浮かび上がっていく。

　こうして波乱万丈な初戦が終わったのだった。




　船の上では、マクスウェルが腹を抱えて大爆笑していた。

　確かに先の俺たちの戦闘を見れば、そういう反応をされてもおかしくはないほど滑稽な有様だった。

　それにしても手伝いの一つや二つ、あってもよかったんじゃないかと、恨みがましく思ってしまう。いや、逆恨みであることは重々承知しているけれど。

　クラウドはなぜかミシェルちゃんに正座させられており、ミシェルちゃんはその前に仁王立ちになって膨れっ面の状態だ。

　俺とフィニアはバスタオルを借りて、とりあえず露出している部分を隠していた。

「いや、なかなかいい土産話になりそうな戦いじゃったの」

「……手伝ってくれてもよかったのに」

「それをしたら鍛錬にはなるまいて？　まあ、今回はその……犬に噛かまれたとでも思って切り替えておくがよいぞ？」

「切り替える？　何を？」

「ほれ、その……ワシに言わせるでないわ」

　そう言って指さすのは、俺の内股。そこには一筋の血が流れ落ちていた。

　ちなみに俺には、怪け我がをした記憶なんて欠片かけらもない。そもそも浮きワカメは生物を攻撃しない。

「あ、あれ？」

「ニコル様、もしや怪我を!?」

　慌てるフィニアを俺は制して、バスタオルの下を弄いじって怪我を探る。

　もしや短剣が掠かすりでもしたかと思ったのだが、そうではなかった。

「あれえぇぇぇぇぇぇぇ!?」

　それは足の付け根のさらに奥から……つまりはそういうことだったのだ。

　その事情を機敏に察し、フィニアはパンと手を打った。

「そういうことだったのですね。ニコル様、おめでとうございます！」

「う、うれしくないし!?」

「きっとお腹なかが冷えて体調が崩れたのが切っ掛けになったのですわね」

　俺と違って真面目に性教育の授業も受けているレティーナが、冷静に診察してくれた。もう一度言うが、全然うれしくない。

　同じく事情を察したマクスウェルは、気まずそうな顔をして新しいタオルを寄よ越こしてくれる。

　ミシェルちゃんはまだ察していないようだ。いつまでもその純粋さを失わないでほしい。無理な注文だが。

　クラウドも同様だが、お前にはもはや発言権はない。今回は自由契約すら視野に入れる失態だ。

　こうしてどうにか、最初の獲物を持ち帰ることに成功したのだった。

　俺の初潮という、おまけ付きで。




　翌朝。俺はコテージの毛布の中に包くるまって唸うなりを上げていた。

　体の節々が痛み、特に下腹部の痛みがひどい。定期的にトイレに行って処置をしなければならないのも、非常に面倒くさい。

　幸い、その手の道具はフィニアが常備していたので、困ることはなかった。

　こんな体調なので、今日のところは狩りは中止ということになっている。

「えうぅぅ……俺はもう終わりだ。身も心も女になっちまったんだ……」

「自分のことを俺と言っておる段階で、ギリギリ踏ん張っとるじゃろ」

　周囲にフィニアたちがいないことを確認した上で、俺は泣き言を漏らしていた。いや、ガチ泣きである。

　さすがに昨夜の出来事は、俺の精神に大きなダメージを与えていた。いや、どうやらいろいろと精神的に不安定になっているようだった。

　そんな俺の看病ということで、マクスウェルは他の人間を部屋から追い出していたのだ。

　治療魔法を使えるマクスウェルの言うことには、さすがのフィニアも抵抗できなかった。

　それに、俺にとって出血という事態は大きく体力を消耗させる要因となる。万が一を心配すれば、ここはマクスウェルに託すしかなかった。

　そのままでは手持ち無沙汰になってしまうので、彼女たちは、浮きワカメの加工を申し付けられていた。

　あのワカメの表面部分を魔法で乾燥させて削り、粉末状になるまで刻む。その後水にさらしてぬめりを戻し、それを既存の洗髪剤に混ぜることで成分を調整するのだとか。

　そのあたりの加工方法も、破戒神から聞き出しているので、万全である。

　なんでも洗髪剤の酸性値を適度に中和することで、頭皮に優しく髪の湿度を保つ『とりぃとめんと』効果があるのだとか？　相変わらずあの神の言葉はよくわからん。

　本来洗髪剤なのだが、皮膚の弱い赤ん坊はこれで身体を洗っても、成分的に問題ないらしい。

　とりあえず昨日の浮きワカメはサイズ的に大物だったので、生まれてくる妹とマリア、そしてミシェルちゃんたちの家族とレティーナの家の分を作ってもまだ余裕がある。

　残った分は粉末のままにしておけば、保存も利くらしい。

　作業を全て仲間に放りっぱなしにしておくのは心苦しいが、今の俺は何をする気にもなれなかった。

　いつか来るとは思っていたが、こうも唐突に訪れると、さすがに覚悟やらなんやらができていない。

　下腹部を苛さいなむ苦痛がそれを否いや応おうなく自覚させてくる。

「はやく……男に戻らなきゃ」

「そうじゃなぁ。ワシ的にはそろそろ諦めてもいいかと思うが、それじゃとコルティナが哀れじゃしな」

「一刻も早く……もどるんだ」

「まあ、がんばれ？」

　情緒不安定になり、涙を流しながら拳を握る俺。

　どことなく投げやりなマクスウェルの励ましを受けて、その日一日を寝て過ごしたのだった。
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　衝撃の成長を遂げた翌日、俺は憂鬱な気分で目を覚ました。

　フィニアが言うには暖かくすると多少楽になるという話だったので、毛布に保温ウオームの魔法をかけて眠っていた。

　確かに眠っている時はマシだったかもしれないが、目を覚ました時に感じた鈍痛は昨日以上のモノがあった。

「うう、次の日の方がつらいって噂うわさは本当だったのか……」

　マクスウェルの所有する別荘コテージは広さがかなりあるため、それぞれに個室を与えても、まだ部屋数に余裕がある。

　俺の事情も事情であるため、フィニアが隣の部屋に陣取ってはいたが、寝ている最中まで踏み込まれる心配はない。

　出血を伴う症状でもあるため、マクスウェルも治癒の必要上、フィニアと反対側の隣に陣取っていたので、彼女もそれほど心配はしていないだろう。

「おぅ、起きたかの、レイド」

「痛くてあまり寝付けなくてな」

「ふむ、ちょっと診せてみぃ」

　俺が動き出した気配を察したのか、マクスウェルが隣の部屋からやってきた。

　俺をレイドと呼んだところを見ると、まだ他の仲間は目を覚ましていないのだろう。

　手早く俺の手を取り、脈拍を計測する。そして体温を測り、瞳孔や喉の様子も診察してくれた。

「ふむ、少し重そうではあるが、特に問題は無さそうじゃな。慣れていないから余計につらく感じるのじゃろう」

「どっちにしろ、だるさが半端ねぇから、今日も働きたくはないな」

「セリフだけ聞いておると、恐ろしいほどに怠け者のセリフに聞こえるのぅ」

「笑い事じゃねぇっての。こっちは結構深刻なんだぞ」

　下腹を襲う鈍い痛みが、俺の集中力を削そぎ落とす。これでは斥候としての鋭敏な感覚というのは期待できないだろう。

　泣きそうな気分で、というか実際ぽろぽろ涙を流しながら俺は弱音を吐いた。

　どうにも情緒が不安定になっているらしい。

　浮きワカメを捕獲し、洗髪剤を作りはしたが、継続的に使用するにはもっと量が欲しい。

　それに、他にも贈り物はしておきたいので、できるなら別の場所にも足を延ばしたかった。しかし俺がこの調子では、それは叶かなわないだろう。

「まあ、今日のところは大人しくしておれ。ワシらも他にやるべきことを見つけたので、そっちにかかりきりになるじゃろう」

「やるべきこと？」

「浮きワカメの対策じゃよ。継続的に使用するなら、もう少し捕獲しておきたいじゃろう？」

「そりゃ、まあ」

「じゃが一度の戦闘で水着はすでにあの有様じゃ。替えの物を作らねばならん」

「買いに戻るというのはダメか？」

　さすがに水着を食われるというのは想定外だ。足りなくなった物資を補給しに戻るくらいは、許されるのではなかろうか？

　俺がそう思ったのを察したかのように、マクスウェルはにやりと笑みを浮かべた。

「ワシに頼る段階で、合宿は失敗じゃなかったのかの？」

「うぬぅ……でも、対策って何をするつもりだ？」

「水着が食われたのは、素材が植物由来の繊維だったからじゃ。つまりそうでなければ良い」

「植物以外の布ってことか」

「うむ、簡単に言えば皮とか昆虫の糸じゃな」

　確かに浮きワカメは木材を食う特性上、水着によく使われる木綿や麻などでは食われてしまう。

　だが動物は食わないため、皮ならば食われる心配はないだろう。

　それと俺のミスリル糸のような、昆虫が排出した糸。これは虫が食べた栄養素を一度体内に吸収し、その特性を残したまま糸として吐き出しているので、植物と断じるには少しずれがある。

　これらを素材にして、浮きワカメ捕獲専用の水着を作ろうという気なのだ。

「だが、皮は水に濡ぬれると縮むし、腐りやすい。水着には向いてないぞ。昆虫の糸も、糸から布を作って裁断縫製とか、手間がかかり過ぎて俺たちじゃ手に余る」

「それはもちろんわかっておる。じゃからとりあえず糸だけでも先に確保しておこうと思っての」

「俺抜きで大丈夫か？」

　マクスウェルはそれほど探知能力が高いわけではない。俺たちのパーティも、ミシェルちゃんがやや抜けているかという程度で、他はそれほど鋭敏というわけでもない。

　正直言って、半ば無人島のこの島で糸を吐くモンスターを相手に素材を確保してくると聞いて、安心して見送るということはできなかった。

　だがマクスウェルは意外と気楽そうに胸を張って答えた。

「任せておけぃ。それにワシには使い魔もおる。森の中でも感知能力は高い方じゃぞ。お主の知覚能力が頭抜けすぎておるだけじゃ」

「そんなものか？」

　首を傾かしげながらも俺は答え、そこで一人いないことに気が付いた。

「あれ、フィニアは？　森の中の冒険なら、彼女が適任だろう？」

「フィニア嬢ちゃんは、お主の看病のために留守番じゃ。昨夜でさえ、気もそぞろという風情じゃったからな」

「さいですか……」

　確かにフィニアまでいなくなると、俺の看病する人材がいなくなる。

　俺も初めての事態なので、経験豊富なフィニアがいてくれるのは、実のところありがたい。

「それにフィニア嬢ちゃんにも、課題を出しておいたからの。お主も一緒に解いておくとよいぞ」

「課題ってなんだよ？」

「魔法の基礎知識じゃ。エルフというだけあって、フィニア嬢ちゃんの魔力もなかなかの物じゃ。日頃から鍛えておるので剣の腕も悪くない。このまま魔法剣士に育ててみるのも面白いかもしれん」

「フィニアをねぇ……そりゃ、予想外のところからライバルが登場したもんだな」

　ライエルのような正統派剣士は難しくとも、魔法を兼ね備えた魔法剣士ならいけるかもしれない。それが今の俺の目標となっている。

　フィニアもその舞台に上がってくるというのであれば、彼女は俺のライバルになりかねない。

「お主の場合、戦闘面はすでに完成されておると思うのじゃがの。とりあえずそろそろ皆も起きてくる頃じゃろうから、飯でも食おう」

「もうそんな時間か」

　マクスウェルの言葉を受けて、ドアの外に気配を感じ取った。

　どうやらフィニアが起きだして朝食の準備を始めたらしい。真っ先に俺の様子を見に来なかったのは、マクスウェルがいたからだろう。

　それにしても、マクスウェルに言われるまでそれに気付かないとは、俺もかなり消耗しているようだった。




　身支度を整え、のそのそと起きだした俺を、フィニアは心配そうに迎えてくれた。

　テーブルには昨日の昼に捕獲した魚と、軽く火を通したパン。それに海藻サラダと焙あぶったベーコンが載せてある。朝食の準備はすでに完了していたようだ。

　俺は海藻のサラダを見て、少しだけ眉間にしわを寄せる。浮きワカメの騒動を思い出したからだ。

　昨日の今日でこれを食卓に出してくる辺り、フィニアの精神もかなり図太い。

「おはよう、フィニア」

「おはようございます、ニコル様。体調は大丈夫ですか？」

「実のところ、だるくてあまり大丈夫じゃない」

「朝食はお食べになれます？」

「それくらいはなんとか」

　適当に挨拶してから、洗面所に向かう。

　このコテージは裏の井戸から水を直接汲くみ込んでいるので、室内の手押しポンプを操作すれば水が出てくる。

　他にも多種多彩な魔道具が設置されているため、実は首都にいるよりも快適かもしれないと思うほどだ。

　俺は自前の歯ブラシで歯を磨き、口内を洗ってさっぱりさせる。

　その最中にミシェルちゃんとレティーナがやってきたので、三人並んで歯を磨く。

　俺とレティーナが小柄なため、三人並んでいても大丈夫である。

「ぺっ、ニコルちゃん身体からだはもう大丈夫なの？」

「うん、動く程度なら問題なく。でも冒険とかはまだ無理かも。痛みで感知能力が落ちてるっぽい」

「大事にしないといけませんわよ？」




　口をすすいだ水を吐き出しながら、ミシェルちゃんとレティーナが心配そうに声をかけてくる。俺は彼女たちに無言で頷うなずいておいた。俺はまだ、水を口に含んだままだったから。

　レティーナも、最初は強引に俺の親友の席に居座ったとはいえ、根は悪い娘じゃない。

　むしろ世話焼きな面があるため、俺としても彼女と一緒にいるのは、かなり心地良く感じている。

　再び居間に戻ってくると、テーブルにはクラウドとマクスウェルがすでに着いていた。

「クラウド、顔洗った？」

「俺は食べてから洗う主義なんだ。それに、院じゃ俺と一緒だと嫌な顔するやつもいたから、時間をずらす癖がついてて」

「ふぅん……？」

　俺は口のねばつきなどが気になるので、起きてすぐ洗う派なのだが、食べた後の方がすっきりするという人も実際にはいる。

　クラウドもそういうタイプなのかと、俺は生返事を返しておいた。

　食卓に全員が集まり、各々が食事を始める。だがちらちらとこちらを見る視線が、すごく居心地が悪い。

　皆が俺を心配してくれているのはわかるが、原因が原因なので、気まずさが半端ない。

　そこで俺は、別の話題を持ち出すことにした。

「ところでフィニア、この海藻サラダって……」

「良い海藻が手に入りましたので」

　満面の笑みでそう答える彼女。少しばかり顔に闇が入っている気がしないでもない。

「これって……浮き──」

「良い海藻が手に入りましたので」

「……二度も強調しなくてもいいから」

「あっ、はい」

「ところで、クラウドの戦力外通知について」

「えっ、俺戦力外!?」

「きさま、フィニアのあられもない姿を見た挙句、醜態を晒さらしたことを忘れたわけではあるまい？」

「いや、あれは不可抗力！　俺は断固として不可抗力を主張する！　それに次はあんなヘマはしないから！」

　無理やり話題を捻ねじ曲まげただけに、唐突に飛び出したクラウドへのダメ出し。

　それを真に受けて、彼は必死で抗弁していた。

　いや、あの場面では気持ちはわからないでもないが、彼は少しばかり、女性に弱すぎる。

　半魔人という生まれで、女性はおろか人から敬遠されてきたゆえの弊害とはいえ、情けないにもほどがあった。

　ゆえに釘くぎを刺しておく必要性を感じていたのである。

「不可抗力でフィニアが危険に晒されたわけだから、責任は取ってもらわないと」

「ま、まぁまぁ……ニコル様、私は気にしてませんし」

「フィニアは少し気にした方がいい」

　孤児院育ちで、その後はマリアの侍女をしていたフィニアは、実は結構な世間知らずでもある。

　クラウドの無害さも知っているだけに、見られても近所の男の子と一緒にお風呂に入った程度の羞恥心しか持たなかったのかもしれない。

　しかし、安全なモンスターが相手だったからよかったものの、そうでなかったら致命的だった。

　今後の安全のためにも、クラウドには特に気を引き締めてもらう必要がある。

　そのために危機感を持ってもらうという目的の方便だ。俺だってクラウドを、こんな簡単に見限ろうとは思わない。

「ニコルちゃん、わたしもクラウドくんがいなくなるのは……」

「むぅ、今回はミシェルちゃんの弁護とフィニアの赦免によって、クラウドに執行猶予を与える」

「それ有罪じゃん！」

「今度あんな醜態を晒したら、本当に戦力外だからね？」

「うっ、気を付けるよ」

　神妙にそう返してきたクラウドに、俺はひとまずは納得しておいた。

　だが彼の人慣れなさは、少し問題があるかもしれない。俺たちと行動するようになって、多少はマシにはなったのだろうが……

「生活に刺激が足りないのだろうか？」

「これ以上、クラウド坊に刺激を与えたら、枯れ果ててしまいやせんか？」

　日頃俺たち美少女とパーティを組み、夜はライエルたち六英雄と鍛錬の日々。

　狩りの素材をギルドに持ち込んだ後は、他の冒険者と地下の訓練場に籠っていることもある。

　年齢からすれば、クラウドの生活は実に刺激的と言えよう。

「それでなぜ、あそこまで人に慣れないのか」

「いや、あれはフィニアさんだから……」

「あぁん？」

「いえ、なんでもないです」

　俺は白い目をクラウドに向けた。いかにクラウドと言えど、フィニアはやらんからな？

　とりあえず話はここまでと言わんばかりに、マクスウェルが今日の方針を皆に伝え始める。

「それでじゃな。今日は水着の素材になる糸を集めてこようと思うのじゃ」

「糸？」

　そこから先は俺が聞いた通りだ。フィニアと俺を残して、無人島の森林部を探索。そこで森に生息するマーブルスパイダーというモンスターを探し出すのだと伝えていた。

　マーブルスパイダーは日の当たらない場所に巣を作り、リスほどの小動物を捕食する、全長一メートルほどの巨大なクモだ。

　このコテージは森を切り拓ひらいた場所に設置されているので、薄暗い場所を好むそのクモは、ここには寄ってこない。

　そしてマーブルスパイダーからは、粘着性が高く強きよう靭じんな糸が採れる。糸の持つ粘着物質は水に弱く、洗えば落ちるので、衣服などにも流用できる。

　絹のような光沢もあり、強靭で、粘着液を纏まとってもふやけないことから、糸自体は水にも強い。水着には最適と言える素材かもしれない。

　難点があるとすれば、染色がやや難しいところか。

「こやつは生け捕りにせんでも糸を取れるので、環境維持と思って容赦なく狩ってもらいたい」

「うん、まっかせて！」

　基本的に、巣を張ってそこから動かないので、ミシェルちゃんにしたら美味おいしい獲物である。

　離れた場所から矢を射掛けるだけで倒せる敵だ。こういうモンスターを選ぶ辺り、マクスウェルも、彼女たちの安全には気を払っているらしい。

「ワシもついていくが、あまりあてにはせんようにの。フィニア嬢はニコルの世話と魔法の課題」

「わかりました」

「ニコルはやんちゃせんように、大人しくしとれ」

「ぐぬぅ……」

　マクスウェルの皮肉を一つ残して、朝食の場は解散となった。

　言われなくとも、こんな状態では無む茶ちやしようがないのである。




　午前中、マクスウェルたちがマーブルスパイダーの素材を取りに行っている間、俺とフィニアはそれぞれ残された課題をやることになっていた。

　現在、フィニアは魔法陣の意味を理解するための課題をマクスウェルに出されており、その解読に四苦八苦している。

　本来、魔法陣自体は丸覚えでも魔術は発動する。しかしマクスウェルはそのやり方を良しとしていなかった。

　描く内容を理解していないと、応用性が落ちるというのが理由だそうだ。

　対して俺はもう一つの贈り物に刻み込むお守りタリスマンの魔法陣を組み立てていた。

　お守りタリスマンと言っても、運が良くなるとかそういうものではなく、保護プロテクトを常時発動させることができる、ちょっとした魔道具マジツクアイテムのようなものだ。

　この魔法陣は破戒神から提供されたものを、俺がさらに改良することになっている。後で大丈夫かどうか、マクスウェルに監修してもらうので、安全性も完璧になるはずだ。

　予定では素材を手に入れてからこれを行う予定だったのだが、今の俺の体調が体調なので、先に陣を組むことから始めていた。

「ニコル様、ここですけど……」

「ん、朱の魔法陣が三角をベースにしてる理由？」

　フィニアが差し出してきた問題を俺は覗のぞき込こむ。俺もマクスウェルの教育を受けているので、これくらいなら教えてやることができる。

　隣に座るフィニアに肩を寄せ、問題集を指さし解説していく。

「朱の魔法陣は魔力の強度を指定するから、火属性を意味する魔法陣を使うの。火はそのまま力を意味するから」

「そうだったんですね」

「同じように地は黄につながり、安定を意味する。山吹の詠唱が効果時間を指定するのはそういう意味」

「ふむふむ」

　真面目な表情でメモを取るフィニア。気が付けば肩が触れ合っていて、なんだか少し気恥ずかしい。

　前世ではまだ五歳だったフィニアだが、すでに十代後半に見えるくらいには成長している。実年齢は二十代半ばほどか。妙齢とも言っていい年齢になっており、彼女の柔らかい感触が肩に当たると、軽い興奮を覚えた。

　いや、いくらなんでもこれはおかしい。

　前世から俺は女性経験が少ないのは確かだが……いや無いと言っても過言ではないが、この程度で興奮を覚えるほど初心うぶではなかったはず。

　どうも体調の変化が、俺の情動にも影響を与えているようだ。

　当のフィニアはそのことを全く意識していない。俺が今は女性というのもあり、完全に無防備になっている。

　結局、マクスウェルたちが無事に獲物を持ち帰るまでの半日、俺は過剰なまでにドギマギしながら過ごす羽目になったのだった。




　夕刻になってマクスウェルたちは帰ってきた。

　クラウドとマクスウェルは棒を二人で抱えており、そこにはマーブルスパイダーが一匹吊つるされていた。

　すでに息はないようだったが、見るからにグロい。現にレティーナは少し距離を取っている。

「ただいまー、しとめたよ！」

「おかえり、ミシェルちゃん。大活躍っぽいね」

　俺はそう言って皆を迎え入れた。ミシェルちゃんが活躍したと見抜いたのは、マーブルスパイダーの背に、彼女の持つ矢が三本、深々と突き刺さっていたからだ。

　今回目的となる糸は、本体のマーブルスパイダーが死亡していても採取できる。

　糸の原料は体内では液状になっており、吐糸管から吐き出された段階で固まり繊維状になる。

　他種では、これを球状に吐き出して攻撃してくるクモもいるらしい。

　ともかく、そういう仕組みらしいので死亡しても成分が変化しない限りは採取が可能なのだそうだ。

　問題は、マーブルスパイダーの吐く糸は粘着質な物質が付着しているため、そのままでは衣服には使えないことだ。

　ただし、その粘着物質は水に弱く、軽くすすぐだけで水に溶けてしまうため、吐糸管から引き抜いた後、一度水に通してから糸巻きに絡めていけば、問題はなくなる。

「というわけで、この尻から糸を引っ張り出し、こっちのタライの水を通してから、こっちの糸巻きに巻き取っていくのじゃ」

　マクスウェルが糸巻きを引っ張り出してきて、採取の用意をしながら説明する。

　ミシェルちゃんとクラウドは、その話を興味深そうに聞いていた。二人はわりと現金な性格をしているので、こういう収入に繋がりそうな話は真面目に聞く。

　ただしレティーナは初めて見る巨大なクモというモンスターに、尻込みしていた。

　まあ、あまりにも人間とは乖かい離りしている姿だから、その気持ちもわからないでもない。

　マクスウェルの家にある糸巻きはハンドルを回すとクルクルと回って糸を巻き取るタイプで、速く回しすぎると粘液が固形化する前に水に触れてしまい、糸が切れてしまう。

　かと言って遅すぎたり、回転速度がまばらだと、糸の太さにむらが出てしまう。

　その辺りに苦労しながら、安定して巻き取れるようになるまで、しばらくの時間がかかってしまった。




　何度か失敗しながら、それでも五キロほどの重さの糸を巻き取り、水着を作るには充分な量を確保することができた。

　その時間にはすでに日はすっかり暮れており、遅めの夕食になってしまう。

　しかしフィニアもその辺は心得たもので、冷めても大丈夫な料理を準備して待ってくれていた。

　それぞれが裏の井戸水を汲くみ上げ、土壁アースウオールで作った即席の風呂に入って、身を清め食卓に着く。

　途中、クラウドが覗きにやってきたが、俺の感知力の前にあっさりと発見された。

　鈍っているとはいえ、クラウドごときの隠おん密みつを見抜けぬ俺ではないのだ。

　ちなみにマクスウェルに唆そそのかされたことは、すでに承知済みである。俺もかつては通った道だ、理解はできる。

「理解はできるが、断固としてゆるさん」

「出来心だから！　謝るから!?」

　ミノムシのように縛り上げられ、コテージの軒先に逆さ吊りにされているクラウドの前で、俺は宣言した。

「罰として朝まで逆さ吊り」

「死ぬ、死んじゃう！」

「ニコル様、さすがにそれは……」

「フィニアは優しすぎると思うよ？　このおバカは一度きちんとお灸きゆうを据えないと。後マクスウェルにも」

「その、さすがにマクスウェル様には恐れ多くて……」

　結局フィニアに免じて、クラウドは一時間で解放された。

　ちなみにマクスウェルはすでに逃亡済みだった。

　しかしこの合宿、クラウドは良い所無しだな。浮きワカメではヘマをやらかし、マクスウェルに唆されて株を落とす。

　若さゆえの過ちとわかってはいても、流石さすがに度が過ぎている。今回きちんと説教したわけだが、ここから挽ばん回かいしてくれることに期待しよう。

　それにしても、マクスウェルの酔狂にも困ったものである。




　合宿三日目の朝、俺の体調も戻りつつあったので、再び素材集めに出ることになった。

　今度の素材はお守りタリスマンの基本になる素材だ。

「お守りって、木じゃダメなの？」

「んー、なんでも素材によって魔法陣の馴な染じみ具合が変わるとかで、素材も厳選しないといけないんだって」

「へぇー、さすが神様、よく知ってるんだね」

「一応、魔道具の中興の祖？　らしいし？」

　破戒神と言えば大陸中央に聳そびえ立つ世界樹をへし折ったことで有名だが、同時に社会において必要不可欠な魔道具も多数開発したという逸話が残されている。

　室温を調整する道具や、食品を冷やして保存する道具なども、あの白いのが開発したと伝えられていた。

　あのうっかり具合を見る限り、到底信じられないのだが、長生きしているだけあって知識の深さはさすがというところか。

「その自称神様とやらはわたしも見たことないのですけれど……」

「いや、実はレティーナも会ってたりするんだよ」

「そうですの？　記憶にありませんわ」

「うん、気絶してたからね」

「それは会ったと言っていいのかしら？」

　首を傾げるレティーナだが、それももはや四年くらい前の話だ。そう考えると、彼女との付き合いも長い。

　いや、そもそも温泉旅行の時、洗い場の隣でマッサージを受けていたか。

　もっともあの時は彼女はフィニアのマッサージをしていたし、破戒神も隣の寝台で俯うつぶせになってマッサージを受けていたので、正式に直接顔を合わせたことはない。

　コルティナは挨拶していたが、レティーナはフィニアの背を揉もむのに没頭していた。記憶になくても致し方なしだ。

「それで、今回は何を倒しに行けばいいんだ？」

　内輪の話をしていたら、待ちきれないとばかりにクラウドが先を進めてきた。

　昨夜逆さ吊りにされたというのに、元気な奴やつである。

　これが若さか。いや俺も若いけどな。今世に限っての年齢では。

「今回は山岳地帯に生息するファングウルフってモンスターの牙を取ってくるんだって」

「山岳地帯……この小島にはないよな？」

「だからそこはマクスウェルに送ってもらうつもり。例外的に」

　ファングウルフは、大おお牙きば狼おおかみの別名を持つ上顎の牙が巨大に進化したモンスターである。

　北部の山岳地帯の、さらに高い位置にしか生息していないため、マーブルスパイダーのようにこの島では調達はできない。

　その領域は北部三か国連合の領土まで北上しないといけないため、冬期休暇の間に往復できる距離ではなかった。

　そこでこれだけは仕方ないということで、マクスウェルに送迎してもらうことになっている。

「ま、こればっかりは短期間で往復できないからなぁ」

「ファングウルフは個体の強さはそれほどじゃないけど、危険度は高いモンスターだから、前衛に立つフィニアとクラウドは特に注意してね」

「わかりました！　今度こそお役に立ってみせます」

「フィニアは肩の力を抜いた方がいい」

　この調子じゃ、また服を破られるミスを犯すかもしれない。特にファングウルフの長い牙は、フィニアが着ている布の服など、容易たやすく引き裂いてしまう。

　無論、服の上に革鎧よろいを着ているわけだが、それだって役に立つかどうかわからない。その程度には攻撃力の高い敵である。

「後、山に行くから念のために浄化ピユーリフアイのかかったマフラーと、防寒具も用意しておかないと」

「それは用意しておきました」

　元々冬場だったため、防寒具の類は用意してある。浄化ピユーリフアイの魔道具に関しても、冒険者ならば常備しておくべきアイテムだった。

　だがそれが通用しない人物が一人。

「あの……俺、そんなの買う金持ってない……」

　孤児のクラウドにとって、魔道具というのは高たか嶺ねの花である。

　彼が持っていないのは承知していたので、マクスウェルの屋敷にあった予備を持ってきてもらっていた。

「ほれ、これを使うといいぞ」

「あ、はい。お借りします。ありがとうございます」

「なに、返さんでも良いぞ。少し前に新調したでな」

「え、でもこんな高価な魔道具……」

「ワシにとっては手ごろな品じゃ。それよりもニコルとフィニアという二人の弟子を、お主がしっかり守ってくれる方がありがたい」

「……わかりました。では、ありがたく」

　マクスウェルの言葉に、神妙な顔で頷うなずくクラウド。

　だが忘れるな。その爺じいさんはお前や俺に覗きを唆し、わざと発見されるように仕向けて爆笑する趣味の悪さを持っているんだぞ。

　まあ、マクスウェルがクラウドに期待しているのは確かだろうけど。

　クラウドは前世の俺が持っていなかった『打たれ強さ』を持っている。

　そのタフネスぶりは、ギフトでも持っているのかと思われるほどに、高い。クラウドが壁役として機能すれば、俺の能力は十全に発揮できる。

　それはガドルスと組んでいた時に証明済みだ。マクスウェルもそれを知っているからこそ、クラウドに期待を寄せていた。

「では出発するかの」

　一言、そう言った直後にはすでに魔法陣を完成させている。

　魔法を学び始めたばかりのフィニアには、いつの間に描き出したのか理解できないくらいの速度だっただろう。

　続いて詠唱。膨大な魔力を完璧に制御下に置き、魔法そのものの効果を過不足なく、完全に顕現させる。

　その技量はまさに芸術。魔法を学ぶレティーナとフィニアには、いい勉強になったはず。

　開かれた転移門ポータルゲートに真っ先に俺が入り、先行して安全を確認する。

　続いて最大火力を持つミシェルちゃんと、防御役のクラウドが続いてきた。これは先行する俺が戦闘に巻き込まれた際にサポートするため。

　最後に打たれ弱いフィニアとレティーナ。そして術者本人が転移してくる。

　景色は一転、温暖なラウムの森林から寒冷な山岳地帯へと変化していた。

　樹木は少なく、剥むき出しになった岩がゴロゴロしている。斜面の傾斜も厳しく、隠れる場所も少ない。

「これは……どこかで……」

　一見どこにでも見かけることのできる、急きゆう峻しゆんな山。しかし、俺はその光景に見覚えがあった。

　高い標高に乾いた空気。だというのに所々で溶け崩れた岩が見て取れる。

　あれは溶岩の冷え固まった岩によく似ている。だがそれにしては分布が偏りすぎている。まるで局所的に高温で焙あぶられたかのように。

「あの、マクスウェル様、ここはどこですの？」

「ここかの？　ここは……」

　北部の山岳地帯としか知らされていなかったレティーナが、所在を尋ねる。

　マクスウェルは彼女に、悪戯いたずらっぽい表情で答えた。

「旧トライアッド王国北限、サイオン連峰じゃよ」

　そこは俺たちが邪竜コルキスを討伐した、因縁の山だった。




　伝説のサイオン連峰。そこで冒険をするとなって、レティーナは大いに舞い上がっていた。

　ここは彼女のあこがれである六英雄が、その功績を全世界に轟とどろかせた地なのだ。興奮するなという方が無理というものである。

「こ、こここ、ここ、ここでマクスウェル様は邪竜と戦ったのですね！」

「落ち着け、レティーナ嬢。ニワトリみたいになっておるぞ。それにここは単なる通過点じゃよ。邪竜の巣はもっと山頂に近い場所じゃった」

「ならばそこに！　早く行きましょう！　早く、早く！」

「だから落ち着けというに。目的のファングウルフは、そこまで高地には住んでおらんて」

　通常は、山の高度が上がれば上がるほど、生息する動物の数も減っていく。

　無論高地を好んで生息地とする動物も存在するが、ファングウルフは肉食獣であり、なおかつ自然界においてはそれなりに強者の部類に入る。なのでわざわざ限定的な獲物を狙うため、生存するのに厳しい山頂付近に住み着いたりはしない。

　だからと言って、獲物を奪い合うライバルの多い低地で生き抜けるほど強くもない。

　そしてそれなりの強者であるがゆえに、俺たち程度の実力では油断できない。

「ファングウルフはこのくらいの高さに生息してる。だいたい植物が減ってくるくらいの高さかな？　山の高い位置では植物はあまり繁殖していないから見通しがいいと思いがちだけど、それでも隠れて獲物に忍び寄るだけの能力がある。だから周囲の警戒は怠らないこと」

　俺は邪竜討伐でこの山に来た時、一度ファングウルフとの戦闘を経験していた。

　マクスウェルもその経験があったからこそ、ここを狩場に選んだのだろう。

　赤茶けた剥き出しの岩と同じ色の毛皮は、自然のカムフラージュと化し、こちらの索敵の目を欺く。

　そして獲物を狙う殺意は極限まで押し隠すため、俺の感知力を持ってしても、早期発見は難しい。

　俺はこっそりミシェルちゃんたちから少しだけ距離を取り、マクスウェルと密談する。

　当の爺じいさんは使い魔を空に放ち、上空からの監視を開始していた。

「なあ、いくら破戒神の勧めとはいえ、俺たちにファングウルフは、少し荷が重くないか？」

　ファングウルフの強みはその隠おん密みつ性を活いかした奇襲である。姿を現しての戦闘ならば、それほど怖い敵ではない。

　しかし自然界において、先手を取るということは、あまりにも強いアドバンテージとなる。

　特に身体のできていない、打たれ弱い子供たちでは、その奇襲による初撃が命取りになりかねなかった。

「無論、彼女たちだけでは危なかったじゃろうな。じゃがレイド、お主がおる。ファングウルフは単純な戦闘力自体はさほど高い敵ではない。お主が先んじて敵を察知すれば、それほど苦戦はすまい？」

「ファングウルフがさほど強くないって、その価値基準は大分狂ってる気がするけどな。まぁ俺がいれば何とかなるだろうが……でも相手は隠密に長たけたモンスターだ。万が一ということもあるだろ？」

「それに備えてワシがおる。使い魔を使って上空からの監視。それに──生命探知ライフサーチの魔法も使っておるよ」

「おっ、さすが爺さん。頼りになる」

　生命探知ライフサーチ。それはその名の通り、命を持つ対象を探知する魔法だ。

　あまりにも便利な魔法ではあるが、もちろん弱点もある。感知するのは生命を持つ対象だけ。つまり不死アンデツドモンスターなどは探知できない。

　この魔法に周辺警戒を頼りっきりにしていると、不死アンデツドモンスターによる不意打ちを食らう可能性もある。

　それと探知範囲の狭さ。魔法の探知範囲はせいぜい百メートル前後。不意打ちを防ぐ程度の範囲しか展開できない。

　さらに情報量という問題も、圧し掛かってくる。

　この魔法で探知した対象は、その大きさくらいしかわからない。それが人なのか狼おおかみなのか、区別がつかないのだ。

　しかも街中などでは生命が溢あふれかえっているため、逆に混乱をきたす可能性もあった。森の中だって危ないかもしれない。

　こういった生命の気配の少ない荒れ山でこそ、威力を発揮するという魔法である。

「……使いどころが難しい魔法だよな、それ」

「ほっとけぃ」

　やや憮ぶ然ぜんとした表情をしてみせたマクスウェルだが、この状況では最も頼りになると言っていい。

　現にマクスウェルは、俺すら気付かなかった生命の存在を嗅ぎ取ってみせた。全員に聞こえるように、警戒を呼び掛ける。

「そっちに少し大きめの生命反応。猫くらいかの？　念のため避けた方が良かろう」

「イタチでもいるのかな？」

「あいにくと、そこまでわかる魔法ではないでな。正体まではわからん」

「じゃあ、わたしがちょっと様子を見てくる」

　俺は隊列を離れ、近場に潜む小動物の元まで気配を消して近付いてみた。

　隠密が得意なのは何もファングウルフだけではない。俺も隠密のギフトを持っているため、獲物に忍び寄るのは得意なのだ。

　岩場の陰に潜んでいたのは、猫ほどの大きさのトカゲだった。

　やや赤みの強い茶色の皮をした、鋭い牙を持つトカゲ……ダスクリザードと呼ばれるモンスターの一種だ。

　その皮の色から夕暮れトカゲとも呼ばれているが、これは鉄分の多い山岳部に隠れ住むために進化したと言われている。

　肉体的な強さは猫程度で、戦うにしても大した敵ではない。ただし、その牙には毒があるので注意が必要である。

　俺たちが着用している、学院指定のブーツ程度なら貫けるほどの牙を持っているので、ここは安全のために排除しておくとしよう。

　気配を完全に絶った俺に気付くことなく、ダスクリザードはマクスウェルたちを注視していた。

　隙があれば近付き、その足に噛かみついて毒を流し込もうと算段しているのだろう。

　しかし俺もそれを見過ごすわけにはいかない。岩陰の死角を伝うようにダスクリザードの背後に回り込み、糸を飛ばす。

　ミスリルの糸はダスクリザードの最大の武器である牙を封じるため、口に巻き付きその動きを封じ込めた。

　ダスクリザードは突如として口に巻き付いた糸に驚きよう愕がくし、それを前足で取ろうと四苦八苦している。

　その仕草は猫が顔を洗っているようにも見えて、実に愛あい嬌きようがあった。

　だが、これは敵で、その仕草を愛めでる余裕は俺にはない。そのまま背後まで近付き、胴体と首筋の境目……つまり延髄にカタナを突き立てて攻撃する。

　背後から急所への一撃を受け、びくりと動きを止めて絶命するダスクリザード。

　この通り、先手を取るということ、奇襲をかけるということは、絶大な有利をもたらしてくれるのだ。




　絶命したダスクリザードを片手にぶら下げ、ミシェルちゃんたちの元へ戻った。

　俺がトカゲを持って帰ったのを見て、ミシェルちゃんは目を輝かせて喜んでいた。

「おかえり、ニコルちゃん！　それおいしい？」

「第一声がそれ？　まあ、毒を避よければ食べられないことはないと思うけど」

「じゃあ、院の土産に持って帰ってもいいんだな！」

「クラウドは自重した方がいい」

　毒持ちのダスクリザードを捌さばくのは、それなりの知識が必要になる。

　孤児院のシスターや、子供たちでは捌くのは難しいだろう。フィニアにだって無理かもしれない。

「わたしも毒腺の位置は知らないし」

「ワシが知っておるよ。フィニア嬢、いい経験だから捌いてみるかね？」

「え、いいんですか？」

「構わん。むしろ好都合じゃろ」

「ああ、ファングウルフを呼び出す餌にするのか」

「その通り」

　ファングウルフは狼の名を冠するだけあって、鼻がいい。

　解体時に漂う血の臭いを嗅ぎつけて、向こうから近寄ってくる可能性が高い。

　それに今寄ってこなくとも、肉を配置して釣り出すことだってできる。

　マクスウェルの考えに納得し、俺は二人がトカゲを捌き始めるのを見ていた。

「毒腺は喉の内側、この位置に縦に二か所存在する……ニコルや、きわどいところを刺しておるな？」

「知らなかったんだから仕方ない」

「今度から胴体の方を刺してくれると助かる。まずはその毒腺を取り除こうかの。まずちょうどニコルの開けた穴から、皮を左右に剥はぎ取ってしまうとよい。普通ならこの口元から胴に向かって剥ぐんじゃがな」

「こうですか？」

「そうそう。そして喉の筋肉を避けて毒腺を……」

　フィニアはマクスウェルの指導を受け、真剣な表情で解体を行っていた。

　その間マクスウェルの生命探知ライフサーチが疎おろそかになってしまうので、代わりに俺が周辺への警戒をしていた。

　案の定、血の臭いに誘われたのか、岩陰に動く姿を発見する。しかしこちらに襲い掛かってくる気配は、まだない。

　俺は警戒を解かず、マクスウェルにその情報を伝えた。

「マクスウェル、あそこで何か動いた」

「なに？　フィニア嬢、ちょっと中断じゃ」

「はい、承知してます」

　俺の声にマクスウェルは解体の手を止める。フィニアも解体用ナイフから戦闘用のロングソードに持ち替え、準備を整えていた。

　マクスウェルは使い魔を獲物の背後に移動させ、その姿を確認する。

　そして肩の力を抜いてこちらに振り返った。

「大丈夫じゃ。あれはロックハウンドの一種じゃよ」

「ロックハウンド？」

　その名を初めて聞くミシェルちゃんとクラウドは、揃そろった動きで首を傾かしげていた。お前ら、最近本当に仲がいいな。

「うむ、山に住む野犬の一種でな。他の動物の食い残しなどを漁あさる……まあ、ハイエナみたいな動物じゃ。生きている動物には襲い掛からないので、ワシらには危険はないぞ」

「そっかぁ。で、その犬、おいしいの？」

「ミシェル嬢、さすがにそれは……」

　成長著しいミシェルちゃんは、きっと栄養補給の頻度が多く必要なんだよ。うん。

　実際、ハイエナは動物を襲うし、生きている獲物も食うので、ハイエナのようなとは言えない。マクスウェルの例えは適当とは言えないが、そこを細かく指摘するのも面倒だ。

　そもそも知識量ではマクスウェルには太刀打ちできないし。

「しかし、困ったのぅ」

「なにが？」

「このままでは釣りはできんということじゃ」

　爺じいさんは、珍しくヒゲをしごいて、悩ましく眉間にしわを寄せている。

　それを聞いてミシェルちゃんとクラウドはもう一度首を傾げた。今度は反対側に。

「どうして？　あの犬がいると、ファングウルフが寄ってこなくなるの？」

「そうじゃなくてじゃなぁ……そう、例えばここに美味うまそうな肉があるとするじゃろ？」

「うん」

「食べていいとすれば？」

「食べる！」

「奪う！」

　クラウドが真っ先に手を挙げて返事をした。その直後にミシェルちゃんが、続く。

　つまり、クラウドが食う肉を横からかっさらうと宣言したのだ。

　直後、泣きそうな顔をしてこちらを見るクラウド。こっち見んな。

「つまりはそういうことじゃよ。今餌を撒まいても、ロックハウンドが先に餌を奪ってしまうじゃろ」

「でも、ファングウルフの方が強いんでしょ？」

「この場におれば、ロックハウンドなぞ蹴散らして餌に食いついたじゃろうな。じゃがおらんのが現実じゃ」

「そっかぁ」

　楽に標的を引っ張り出せないと知り、肩を落とすミシェルちゃん。だが少し待ってほしい。

　逆に言えば、ロックハウンドは釣り出せるわけだ。

「いっそのことロックハウンドも殲せん滅めつしちゃう？　そうすれば餌も増えるよ」

「なるほどの、そうやって餌を増やしていき、最終的にファングウルフを釣り出すと？」

「そうそう」

　釣れた獲物でさらに餌を増やし、近寄ったモンスターをことごとく殲滅していけばいい。

　そうすれば、この獲物の少ない山の中だ。いずれはファングウルフも引っかかるはず。

　俺がそう提案した時、ロックハウンドの方から甲高い悲鳴が聞こえてきた。

「ギャウン!?」

「グルァウ！」

　同時に低い唸うなり声。視線を向けると、こちらを遠巻きに観察していたロックハウンドが、一回り大きな犬に襲われていた。

　いや、あれは犬じゃない……狼おおかみだ。

「マクスウェル!?」

「すまん、警戒を切ったままじゃった！」

「耄もう碌ろくするのはちょっと早いぞ！」

　ひどい言い草だと思うが、俺もロックハウンドに注意を向けていて、こちらに近付く存在には気付かなかったのだ。

　半ば自分への𠮟責を八つ当たり的にマクスウェルにぶつけていたとも言える。

「ファングウルフだ、戦闘準備を！」

　俺の声にクラウドが盾を構えて前に出る。その横に並ぶように、フィニアが剣を構えて進み出た。

　ミシェルちゃんも矢を番つがえ、レティーナも杖つえを構えていた。

　この戦闘準備の速さは、一いつ端ぱしの冒険者にも引けを取らない。俺が鍛えた仲間たちだ。この程度では狼狽うろたえない。

　俺はクラウド、フィニアとミシェルちゃん、レティーナの間に位置して短剣を構える。

　そうして俺たちが態勢を整えた頃、ロックハウンドを易やす々やすと屠ほふったファングウルフは、次の獲物……つまり俺たちに向かって殺意を込めた視線を送ってきた。




　唸りを上げて、こちらに向かってくるファングウルフ。

　それを迎え撃つべく、クラウドとフィニアも駆け出していた。

　俺は前衛と後衛の中間に位置し、どちらにもサポートを飛ばせるように立ち回っておく。

　盾を構え前進するクラウドがフィニアより一歩前に出ていく。

　これはフィニアが遅いのではなく、彼女が意図的に速度を落とし、クラウドが突出するように誘導したからだ。この辺りのタイミングの重要さは、前回の浮きワカメ戦で充分に学んでいるようだった。

　もちろん、そうやって前に出てきた獲物に、ファングウルフは噛みついていく。

　両者が激突する寸前、俺はフィニアとクラウドへ支援の魔法を飛ばしていた。

「朱の一、群青の二、翡ひ翠すいの一──保護プロテクト」

　魔力強度一、対象二名、射程十メートル。それを意味する詠唱から防御力を引き上げる魔法をフィニアとクラウドに掛ける。

　これは干渉系魔法でも最初期から習得できる魔法だ。

　効果はせいぜい、布鎧キルト一枚程度の防御力上昇。しかしそれでも、装備の整っていない初期では貴重な効果だった。

　だがこれも装備が整うに従って、優先順位が下がっていく。最も冒険者が活発に働ける時期になると使えなくなる魔法。ある意味、干渉系という属性を象徴するような魔法である。

　援護の魔法を受け、二人にその効果を発揮させる魔法が絡みつく。

　しかし二人とも、それに驚くような挙動は見せない。合宿前に前もって打ち合わせていた通りの動きだから。

　そんな援護に構わず、ファングウルフは正面からクラウドに飛び掛かっていく。

　クラウドは、これを想定通り盾で受け止めた。

　クラウドの前進の足が止まり、同様にファングウルフもその動きを止める。

　互いの突進力の拮きつ抗こう。その一瞬を突いて、フィニアがクラウドの脇からロングソードを突き出していった。

「ギャウン!?」

　フィニアの一撃は、しかし彼女の非力さもあって深手とは成り得ない。

　それでも痛覚を刺激され、悲鳴を上げてクラウドから離れるファングウルフ。

　それにタイミングを合わすかのように、クラウドは左斜め後方へと位置をずらす。同時にフィニアも右斜め後方へと退いた。

　これはファングウルフを警戒してのことでもあるが、後衛──つまりレティーナとミシェルちゃんに射線を開けるための行動である。

　俺も即座に姿勢を下げ、二人の攻撃の邪魔にならないように動く。

　その動作の直後、矢と火弾フアイアボルトの魔法が俺の頭のすぐ横を駆け抜けていった。

　ミシェルちゃんの放った矢は、狙い過たずファングウルフの前足に突き刺さる。

　レティーナの魔法も、ほぼ同じ位置に着弾していた。

　致命傷には程遠いダメージだが、これでファングウルフの機動力は大幅に制限されたはず。

　ミシェルちゃんの腕ならば直接頭を狙うことも可能だろうが、相手は格上のモンスター。慎重に対応するに越したことはない。

　頭蓋骨は硬いため、貫くことができず浅手に終わってしまうことも多い。なので機動力を削そぎつつ、確実にダメージを与えられる足を狙ったと思われる。

　後衛の二人は、確実に相手にダメージを積み重ねる方針で、戦術を固めたらしい。

　攻撃を受け、前足の力が抜け、カクリと頭を下げるファングウルフ。そこにクラウドが剣を振り下ろしていく。

　無論、彼は防御主体の戦闘スタイル。相手を受け止めるため、その下半身はやや後ろに重心を移しているので、この攻撃は重いものではない。

　それでも顔面に飛来する剣を、本能的に避けてしまう。その行動がファングウルフの体勢を、さらに崩させた。

　こうして動きを止めさせ、フィニアとミシェルちゃんでダメージを蓄積させれば、いずれはこの強敵も力尽きるだろう。

　パーティとしての集団行動。その手の数の暴力は、このように格上の相手すら蹂じゆう躙りんしてみせる。それを彼女たちが学べるのなら、いい勉強になるだろう。




　状況は想定通り推移している。

　ファングウルフの体力は刻一刻と減少していくし、こちらは時間を置けば置くほど、俺の支援が充実していく。

　このままいけば、ほどなくして俺たちの勝利が確定する、そう確信を持ってフィニアとクラウドに強化付与エンチヤントを施そうとした時……俺は背筋に冷たい汗が伝う感触を覚えた。

　ゾクリとした、戦慄にも似た感覚。俺がその悪寒に振り返ると同時に、マクスウェルも詠唱を開始していた。

「ミシェルちゃん、後ろ！」

　俺は叫び、同時に手にしていた糸を飛ばす。

　その糸はミシェルちゃんの背後十メートルにまで忍び寄っていた、もう一頭のファングウルフの顔面を的確に捉えた。

「ギャアン！」

　直後に響く獣の悲鳴。

　この場にはフィニアもいたので、これは正体がバレかねない行為だったが、緊急事態だったので仕方ない。

　ちらりと背後……この場合、最初から戦っていたファングウルフに目を向けると、ようやくフィニアはこちらを振り返ったところだった。

　どうやら俺が糸を飛ばした場面は見られずに済んだらしい。

「えっ!?」

　ここで初めて、ミシェルちゃんは自分が狙われたことに気が付いた。

　一頭がロックハウンドと俺たちの注意を引き、その隙に背後へ別の一頭が忍び寄る。

　これは野生動物でも頻繁に行われる戦術だ。

　ファングウルフも同様に、そういう戦術を取っていたのだろう。

　隠おん密みつ能力の高いファングウルフだからこそ、有効な戦術。俺たちは危うくその罠わなに掛かるところだった。

　俺が牽けん制せいするとほぼ同じくして、マクスウェルが火壁フアイアウオールの魔法を発動させる。

　ミシェルちゃんを守るようにそそり立つ火壁フアイアウオール。これではファングウルフも迂う闊かつに襲い掛かることはできない。

「ミシェル!?」

「クラウドは前に専念して。こういう時のためにわたしがいる！」

　俺の位置は中衛遊撃。前衛が突破された時の予備であり、こういった状況に備える戦力でもある。

　フィニアにバレないよう、こっそりと糸を引き戻して懐に仕し舞まう。代わりに短剣を構えてミシェルちゃんの後ろへと移動した。

　マクスウェルが火壁フアイアウオールを立ててくれたおかげで、ファングウルフの顔面につけられた傷跡は、フィニアたちには見えていない。

　防御と同時に攻撃や足止め、視界を塞ぐ効果もある魔法を選択する辺りは、さすがマクスウェルと感心する。

「後ろはわたしが引き受けるから、前を倒すことに専念して」

「わ、わかった。おねがい」

　ミシェルちゃんとすれ違いざま、短く打ち合わせを行う。そして俺が位置につくと同時に火壁フアイアウオールが消きえ失うせ、ファングウルフと相対した。

　彼女たちにとっては格上の相手ではあるが、俺にとっては容易い相手だ。今の身体では即座に仕留めるのは不可能だが、それでも持ちこたえるくらいはできる。

　ギデオンやマテウスという強敵と経験を積み重ねてきた結果、身体能力が自分より勝る相手と戦うことに慣れてしまっていた。

　その推測通り、俺が背後のファングウルフと泥仕合を演じている間にクラウドたちが前方の敵を屠り、こちらに加勢に向かってくれた。

　戦力を集中されては、いかに格上と言えど耐えきれるものではない。

　こうしてファングウルフ討伐は、滞りなく終了したのだった。




　二頭のファングウルフから牙を抜き取り、他の素材を剥はぎ取っていく。

　この牙はお守りタリスマンとしての基材ベースにも向いているが、他の魔法用の素材にも適性がある。

　妹用に一つ取るとして、残り三つは余る計算だ。

「どうする、三つも余るけど？」

「欲しい人、いるぅ？」

「わたしはいいですわ。お金が必要な人もいることですし」

「クラウドくんが必要ですしね」

「その、なんというか……もうしわけない」

　クラウドは今後の独り立ちに備えて、金を貯ためている。

　俺やミシェルちゃん、フィニアなどは後ろ盾が存在するので、学院卒業後も生活に困ることはないが、彼は違う。

　少額でも貯められる物は貯めておきたいだろう。

「そうだね、じゃあ……二つ売って、一つはわたしが買い取るってことで良い？」

「え、もう一つ？」

　俺の申し出に、ミシェルちゃんが首を傾かしげていた。妹に贈るだけなら、一つでも充分だという思いだからだ。

「でもほら、妹とお揃そろいってなんだか良くない？」

「あー、それいいね！　じゃあ、みんなでお揃いっていうのはどうかな？」

「それには数が足りないよ。四つしかないんだもん」

　俺たちは五人。ファングウルフ一頭から二本の牙が取れる。妹の分を足すと、あと一頭は倒さないといけなくなる。

　今日は朝からサイオン連峰へ転移して山登りしているので、すでに結構な時間が経たっている。

　それでも早々にファングウルフと遭遇したこともあり、陽ひはまだ高いが、問題は俺の体力である。

　山登りに戦闘、不意打ちへの対処で結構疲労が溜たまってきていた。

　いつもならば、俺が敵の注意を引いている隙にミシェルちゃんがあっさり片付けてくれるのでそれほど疲れないのだが、今回は不意打ちということもあり、少し身体に無理が掛かってしまったようだ。

「マクスウェル、周囲に敵は？」

「遠い場所に数頭。完全にいないというわけではないな。じゃがファングウルフが倒されたとあって、どうやらこちらを警戒しておるようじゃ」

「他にファングウルフは隠れてない？」

「この近辺にはおらんようじゃが……ふむ、少し待っておれ」

　マクスウェルは言うが早いか、飛翔フライトを唱えて空へ舞い上がった。

　空高く舞い上がり、周囲を見渡すとさらに魔法を詠唱。放たれた光弾エネルギーボルトが俺たちから数百メートル離れた場所に着弾していた。

　濛もう々もうと巻き起こる土煙の量から、爺じいさんの放った魔法の威力が窺うかがい知しれる。あれはもはや、光弾エネルギーボルトの範はん疇ちゆうじゃないだろ。

「な、なにしてますの、あれ……」

「マクスウェルのことだから、なんかこっちの斜め上なこと、してるんじゃないかなぁ？」

　突如放たれた光弾エネルギーボルトに、レティーナは戦々恐々としていた。

　着弾地点では赤茶けた土煙が舞い上がり……あれ、土の赤以外にも別の赤が混じってるな？

　その煙が収まった段階でマクスウェルはその着弾地点に向かう。

　しばらくして俺たちの元に戻ってきたマクスウェルは、その手に下半身が吹き飛ばされたファングウルフを抱えていた。

「ほれ、これで牙が六本揃うじゃろ？　クラウドの貯金は……まあ、毛皮を売った分でも賄えるはずじゃ」

「わぁ、ありがとう、おじーちゃん！」

　ミシェルちゃんは手を打って喜んでいたが、そのファングウルフ、下半身が吹っ飛んでるぞ。

　光弾エネルギーボルトは光属性魔法の基礎級の魔法なのだが、この魔法でここまでの破壊力は、普通は出ない。

　さすが爺さんと言うべきか、爺さん自重しろと言うべきか、俺は頭を悩ましていた。

「とりあえず今日はこのサイオンで野宿じゃ」

「え、帰ればいいのではありませんか？」

　唐突に野営を宣言したマクスウェルに、フィニアが反論する。

　だがそれに対し、悪戯いたずらっぽい顔でマクスウェルは説明していた。

「これは合宿じゃぞ、フィニア嬢や。屋根のない場所、危険な場所での夜営も、一度は経験しておかねばな」

「それはそうですが……」

「ニコルを心配してのことじゃろうが、過保護なままでは、この先冒険者としてやっていけん。多少は苦難を与えねばな」

　そう言ってこちらにウィンクしてくる爺さん。ちなみに前世ではこんな場所での夜営など、数えきれないくらい経験している。

　これは俺を鍛えることを口実にして、フィニアたちに経験を積ませようとしているのだ。

「フィニア、マクスウェルの言うことにも一理あるよ。いきなり夜営を経験するより、こういった時に一度経験しておいた方がいい」

「そう……ですか？　でもニコル様、その、体調の方は？」

「……せっかく忘れかけてたのに」

「す、すみません!?」

　フィニアが心配していたのは初潮を迎えた俺の身体だったようだ。戦闘の興奮で忘れかけていたのに。

「ま、まあ、出発の時に準備もしてきてるから、何とかなる。それと、マクスウェルやクラウドがいる前でそれを口にするのはどうかと思う」

「それもそうでしたね。無神経でした。申し訳ありません」

「フィニアが謝ることじゃないかもしれないけど。むしろ男性陣がここで聞いてない振りをするくらいの配慮をしてほしい」

　じっとりした視線を男たちに向けると、マクスウェルは素早く目を逸そらせた。

　なおクラウドはあたふたと左右を見回し、やがてマクスウェルに追従する。すでに遅い。

「クラウドにそれを期待するのは無理か」

「仕方ないだろ！　人付き合いの経験自体が少ないんだし」

「そろそろ慣れてもらわないと、わたしたちが困る」

　クラウドは俺たちパーティの中で数少ない男性である。いや、唯一と言っていい。

　冒険をしていく上で、男性でないと踏み込めない場所や聞き出せない情報などもある。

　特に俺たちは若い美少女揃いなので、この先いろいろと絡まれることや甘く見られることもあるだろう。

　そういった意味で、クラウドにはもっとしっかりしてもらわないと困る。

「まあいいわい。ところでニコルや、少し援軍を連れてくるから、お主はしばらく監視に集中しておいてくれ」

「援軍？」

「なに、少しアーガスとバウマンをな。後マテウスも連れてくるかの」

「なんで？」

「まあ、ちょっと事情があるんじゃよ。ワシのな」

　答えにくそうにマクスウェルはそうはぐらかした。

　だがこの爺さんが無駄な行動を取るとは思えない。悪戯を仕掛けることは多々あるが、こういった危険な場ではきちんと空気を読む。

　そのマクスウェルが援軍が必要だというのだから、それは確実に必要な何かを発見したということだろう。

　そうして転移テレポートを使って、マクスウェルはラウムへと戻った。

　時間にして三十分ほどしか経過していないが、その間に俺たちは素材の剥はぎ取りを済ませておく。

　俺は監視に集中し、何事もないまま、マクスウェルは三人を連れて戻ってきたのだった。
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　アーガスとバウマン、それにマテウスまで連れてきたマクスウェルは、すぐさまその場を移動させ、夜営の準備を整えさせた。

　場所を移動したのは血の臭いを嗅ぎつけ、さらにモンスターが襲来するのを警戒したからである。

　その説明を子供たちにしつつ山を登り、かつて利用したこともある半壊した山小屋を見つけ、そこで夜を明かすことになった。

「先の場を移動したのは、獣の襲撃を警戒したためじゃ。血の臭いは予想外の敵をおびき寄せるからの」

「都合よくこんな場所があったなんてな。ひょっとして爺さんは知ってたのかい？」

「ここは邪竜コルキスが巣を作った時に壊された小屋の一つじゃ。ワシらも当時は利用したもんじゃわい」

　説明するマクスウェルに、マテウスが余裕を持った態度で話しかける。

　この男の場合、ファングウルフが奇襲を仕掛けてきても、余裕を持って対処できるからこその態度だ。

　クラウドやフィニアも警戒するだけで神経をすり減らしつつある。特に奇襲を受けかけたミシェルちゃんなどは、いつもと違う様子を見せていた。

「ミシェルちゃん、この近くには敵はいないよ？」

「う、うん。それはわかってるんだけど……」

「やっぱりさっきの奇襲？」

「少し、ね」

　先ほどの戦闘では、俺かマクスウェルが気付かなければ、完全に背後から奇襲されていた。

　いつもは俺が先手を取り、一方的に射掛ける立場にいる彼女としては、初めて命の危機に立たされたという感覚を受けたのだろう。

　クラウドがマテウスと戦った時ですら、彼女は守られる側にいた。目前まで敵に迫られたのはコボルド以来と言える。

　犬と狼おおかみ、そういった類似点も彼女の精神に負担をかけていたのかもしれない。

　しかしこれからも冒険者を続ける上では、その恐怖は重要なモノでもある。

　恐れを知り、常にそれに備えることこそ、生き延びる最善手と成り得る。

「怯おびえすぎると逆に失敗するよ？　でもその感覚は忘れちゃダメだからね」

「ダメなの？」

「怖さを忘れると、慎重さを失っちゃうから。わたしとか、よくそれで怒られてるもの」

「あは、ニコルちゃんは特に怖いもの知らずだから」

「知らないわけじゃないんだけどね。つい先走っちゃう」

　廃屋の中に入り、ミシェルちゃんの緊張を解ほぐすべく、その肩を軽く揉もんでやる。

　こういうスキンシップが過度の緊張を解す助けになると、昔マリアに聞いたことがある。

　彼女は特に、凝りそうな体形をしているから。

　その間、クラウドは屋根に上って天井の穴を塞いでいた。マテウスたちも、廃屋内に残されていたボロ布……おそらくはかつて毛布だった物を使って壁の穴を塞いでいる。

　風雨を防ぐだけでなく、これは内部からの光を外に出さないために必要な処置だ。

　しかし完全に塞いでしまうと、空気が悪くなって窒息してしまう可能性があるので、光が漏れず、なおかつ空気が通るようにとの工夫がされている。

　そうして夜営の準備を整え、フィニアお手製のサバイバル料理を食べた後、俺はマクスウェルを廃屋の外に引っ張り出した。

「なんじゃ、デートのお誘いかの？」

「気色悪いこと言うな。それで……何を発見したんだ？」

　ミシェルちゃんたちには知らせていなかったが、夜営するのは当初の計画通り。しかしマテウスたちまで呼びつけるのは予定に無い行動である。

　それを行ったということは、人手が必要な何かがあったということだ。

　そして、その決断はマクスウェルが空を飛んだ後に行われている。

　空中に飛びあがった時、何かを発見したという証拠でもある。

「お主は……本当に頭が良いのか悪いのか、よくわからん奴やつじゃな」

「ほっとけ」

「昼に空を飛んだ時にの。妙な一団を見かけたのじゃ」

「妙な一団？」

　妙と言えば、こんな場所に入り込んでいる俺たちだって、充分に奇妙だ。

　しかしそれを除いても不審なモノを彼は見かけたのだろう。

「ああ、大人が三人に子供が五人。全員フード付きのマントを着て、顔や体格を隠しておったから、推測ではあるがな。遠目じゃったので、小さい方は小人族の可能性もある」

「この山中に八人。人ひと気けのないこの山で顔を隠す……か。確かに妙だな」

　ここが普通の山ならば、俺たちだって妙だとは思わない。

　しかしここはサイオン連峰の中でも、最も不穏な山だ。邪竜コルキスが討伐された山。それは今なお不吉の象徴として扱われており、立ち入るものは数少ない。

　ある意味、アレクマール剣王国の師匠の住む山と同じくらい、忌避されている場所である。

　そんな場所に八人もの集団が入り込み、麓とは言いがたい高さまで登ってきている。マクスウェルでなくとも警戒するに値する出来事だ。

「ひょっとして俺たちみたいに、素材を獲とりに来た冒険者という可能性は？」

「ないじゃろ。推定とはいえ、子供五人を連れてじゃぞ？」

　俺たちだってこんな山に入っているが、それでもマクスウェルという腕利きに引率されての話だ。

　人数もマテウスたちが参加した今は九人だが、子供の数は彼らより少なく、四人しかいない。

「子供たちが寝静まってから調査に出向くつもりじゃ。その間あの子たちを守る者が必要じゃ」

「だからマテウスたちを呼びつけたのか」

「半ば強制的に拉致したんじゃがの」

　最も警戒しないといけない人物であるマテウスはマクスウェルの屋敷に住み込みだが、アーガスとバウマンの二人は日頃は衛兵に交じって警備の仕事についている。

　彼らの同僚たちも、この二人がマクスウェルの肝いりであることは知っているため、何かとマクスウェルに連れ出されても、文句は言わない。

　それでも本人たちは、多少は気にしているらしい。

「まあ、それはそれで、フォローしてやれよ。それより、その連中はどこに向かっていたんだ？」

「この位置よりさらに上……つまり──」

「コルキスの巣、か」

　今俺たちがいる場所は、かなり植生もまばらになっており、これより上となると、目立つものはほとんどなくなってしまう。

　植物がなくなれば、それを食う動物もいなくなり、その動物を狙うモンスターもいなくなる。

　高所に居座るモンスターとなれば、さらに数は限られてくる。

　そしてこの位置より上はファングウルフすらもいなくなる。存在するのはコルキスの巣だけ。

「調べておく必要があるな」

「じゃろう？」

　俺とマクスウェルは目を見合わせ、同時に溜ため息いきを吐つくことになった。




　皆が寝入った頃合いを見計らい、マクスウェルが大人たちに事情を話す。

　本来ならば夜警を立てて夜通し警戒せねばならないのだが、マクスウェルがフィニアと子供たちを強引に眠らせてしまったのだ……魔法で。

「へぇ、この上に妙な連中ねぇ？」

「もう引退したんで、面倒ごとは勘弁してもらいたいんですが？」

「せっかく堅気の仕事を手に入れたってのに……」

　好奇心を刺激されてノリノリのマテウスと、げんなりした表情のアーガスたちが対照的だ。

　だが今回、マテウスを連れて行くわけにはいかない。

　むしろ、マテウスまで抜けてしまうと、守りにつくメンツに不安が残る。

「マテウスはお留守番だからね？　ミシェルちゃんたちに怪け我が一つでもさせたら、容赦しない」

「じゃあ、怪我しない範囲のイタズラで……？」

「やっぱこいつはこの場で殺そう」

「まあ、待たんか。マテウスも余計な茶々を入れるでない」

　マクスウェルが介入したことで、マテウスは茶々入れをやめる。彼の命はマクスウェルの気分次第なので、ことさら歯向かおうという気にもなるまい。

　戦闘態勢に入ろうとしていた俺も、いったん落ち着きを取り戻し、腰を据える。

「それで、俺たちの仕事は嬢ちゃんたちの子守りってわけね？」

「ワシが掛けた眠りスリープの魔法は効果が長めに設定してある。朝までぐっすりなだけに、代わりに見張りを立てる必要があってな」

「ニコル嬢ちゃんだけは別枠ってのかい？」

「相応の実力があることは身をもって知っておるじゃろ」

「……まあな」

　マテウスは渋い表情で、頷うなずく。俺にしてやられたこと、そしてその後に続くライエルとの戦いを思い出したのかもしれない。

「英雄の娘を次の英雄に育てるための英才教育中ってわけかい？」

「そんなところじゃ。魔法は理論も大事じゃが実践も重要じゃてな。そういうわけで後学のためにニコルを連れていく」

「護衛は俺じゃダメなのか？」

「お主を？　背後から斬られるかもしれんのに？」

「そんな真似まねをすりゃ、俺の命がねぇよ」

　強制ギアスにより行動を縛られているマテウスは、首都から無断で出ることも、六英雄を害することも禁じられている。

　今回はマクスウェルが連れ出したことで、強制ギアスの発動を免れているに過ぎない。

「お主一人の命で残り二人は自由を得られるわけじゃ。警戒せん方がおかしいわい」

「人のために死ぬ気なんてねぇよ？　ましてやこいつらのために……」

「そりゃヒデェっすよ、マテウスの旦那！」

　アーガスが異論を唱えていたが、マテウスはそれを黙殺していた。

　念のため監視用に使い魔を置いて、俺たちは山頂付近まで移動することになった。こんな時カッちゃんがいれば、多少は足しになるのだが……マリアが臨月のため、魔法が使えるカッちゃんの存在は貴重だ。コルティナ一人では心もとないので、看護のために置いてきていた。

　マクスウェルは出発前に、目印になる転移ポイントを屋内に刻んでいた。これはアストが使っていた転移魔法と同じものだ。さすが魔法の天才、早速自分の物にしている。

　それに万が一があった場合、この廃屋には転移を阻害する仕組みはないため、戻ってくるのは一瞬で済む。逃亡にも役立つだろう。




　俺は廃屋を出てから、探索の準備を整える。

　今回の合宿ではフィニアがいるため、手甲などの装備をしてきてはいなかった。

　しかし、怪しい男たちを調査するとなれば、物騒な展開になる危険性もある。

　それを踏まえて、俺はギデオンと戦った時と同じ装備をマクスウェルに用意してもらう。

　一度俺の部屋に転移してもらい、そこでベッドの下から投げナイフや手甲を始めとした暗殺用の装備を持ってきてもらったのだ。

　本来なら魔力の無駄遣いになりかねない行為だが、魔力オバケのマクスウェルなら問題もないだろう。

「まったく、年寄りの扱いが酷ひどいの」

「悪いとは思っているよ。でもフィニアの前で『それ』は使えないから、仕方ないだろう」

「まぁよい、それより急げ。すでに半日近く後れを取っておるのじゃぞ」

「わかってるよ」

　急せかすマクスウェルの言葉に従い、手早く装備を装着すると、共に飛翔フライトの魔法で空に舞い上がった。

　歩かずに空を飛んだのは、俺が昼の行軍ですでに疲労が溜たまっているからでもある。

　空を舞うことは障害物のないこの近辺では、先に発見される危険を伴うが、半日近い時間の後れを取っているだけに、先を急ぐ必要があった。

　発見の危険を極小まで下げるため、高めに高度を取って地上を観察する。夜の山は灯あかり一つなく、真っ暗な岩場のみが広がっている。

　廃屋の内部でも火を熾おこしていたはずなのだが、上空から見る限りその灯りは漏れていない。屋根を塞いだクラウドはいい仕事をしていたようだ。

「クラウドは大工の方が向いてるんじゃないか？」

　きっちり隙間を塞いだクラウドに、俺はそう称賛の声を送った。

　地上は見渡す限り暗闇が広がっている。これなら上空から何かに襲われる危険は少ないだろう。

　だがそれは同時に奇妙なことでもある。マクスウェルはそれに気付いていた。

「待て、レイド。ワシらの熾した火が見えないのはともかく、先行する連中の物まで見えんのはおかしいじゃろう？」

「む……？」

　言われてみれば、この先には植物が少ない。俺たちが利用したような廃屋なども存在しない。

　それは連中にとって、上空からの監視に対し、火を隠す手段がないことを意味する。

　それなのに、上から見ても灯りが見当たらないというのは、おかしいことだ。

「俺たちの知らない廃屋があるとか？」

「もしくは土壁アースウオールを使用して、光を防いでおるのか……それとも……」

「……コルキスの巣に入り込んでいるか、だな」

　邪竜の巣は俺たちが総そう浚ざらいに漁あさりつくしている。あそこには竜の鱗うろこ一枚残っていないはずだ。

　竜族は光モノを集める性質もあるため、巣には数々の財宝も存在したが、それは三か国連合に還元してあった。復興に資金が必要なあの国には、必要な資産だったからだ。

　逆に流通させては危険な邪竜の素材は、俺たち各人が確保しておいた。こちらは世間に流せば、軍事バランスを崩しかねない代物だったからである。

　つまりあの巣には、現状目ぼしいものは残っていないはずだった。

「何も残っていないはずだが……なにかあるのかもしれないな」

「跳んでみるかの？」

　あの戦場にはもちろんマクスウェルもいた。転移テレポートで一息に巣に飛び込むこともできる。

　だが俺はマクスウェルの提案に、首を振って返した。

「いや、相手が敵意を持っている可能性もある。っていうか、こんな場所に忍び込む連中ならその可能性の方が高い。もし巣に入り込んでいるのなら、連中の目の前に飛び出す可能性もあるし、そうやって出てきた俺たちに敵意を持つ可能性も大きい。できるなら危険は避けておきたい」

「そうじゃの。では少しばかり視界を飛ばしてみるか」

「視界を飛ばす？」

「感知系魔法の一種でな。使い魔とは別に視界だけを飛ばして覗のぞき見ることができる。問題はその間、ワシの視力が失われることじゃが」

「飛びながらでも使えるなら、ぜひやってみてくれ」

　なんとも便利な爺じいさんである。これだから、つい頼りにしてしまうのだ。

　俺の要請に応え、マクスウェルは魔法陣を展開してその魔法を使用した。

「朱の五、山吹の六、翡ひ翠すいの六──魔視マギサイト」

　呪文を聞く限り、結構難易度の高い術のようだ。中級と上級の合間くらいだろうか？

　詠唱を終えたマクスウェルの手元に、黒い球体が浮かび上がった。それはやがて手元を離れ俺の周囲を飛び回り──俺の足元に移動して、スカートの中を覗こうとする。

　俺はとっさに裾を押さえてマクスウェルの後頭部を叩たたく。

「やめんか、この色ボケ爺じじぃ！」

「ちょっとしたお茶ちや目めじゃというのに」

「いいからさっさと偵察逝ってこい」

「なんか言葉に殺意が混じっておらんか？」

「さっさと行け」

　マクスウェルは肩をすくめ、邪竜の巣に向かって黒球を飛ばした。

　黒球は夜闇に紛れ、あっという間に視認できなくなる。この闇の中なら、俺以上に索敵に向いているだろう。

「うむ？」

　しばらくしてマクスウェルは小さく声を漏らした。その声に俺が反応を返す。

「何か見つかったか？」

「コルキスの巣の前に男が一人。どうやら連中、中に入り込んでおるようじゃな」

「今さらあんな場所に何が……と思わんでもないが、それも予想通りか。とにかく調べに行くしかないな」

「そのようじゃな」

　マクスウェルは一旦術を解除し、視界を取り戻した。

　そして俺たちは因縁の地に向かって、飛翔したのである。




　マクスウェルの転移魔法で、邪竜の巣の近くまでやってきた。

　そこからは俺が隠おん密みつギフトを使用し、巣穴の手前まで来て……見張りに立つ一人の男を発見した。

　マントに付属しているフードを深々とかぶり、人気のない場所だというのに、あからさまに顔を隠した仕草が、ことさら不審さを際立たせている。

　俺たちは見張りの男から距離を取って、岩陰に身を潜めていた。

「いた。どうする？　どう見ても不審人物なんだが……」

「じゃからと言って無視するわけにもいかんじゃろう？　何せ場所が場所じゃ」

　邪竜の巣、それだけで俺たちにとっても特別な意味を持つ。

　それは邪竜を退治した後でも同じだ。たとえ今は何もない場所だったとしても、気になって仕方ない。

「だからってどうやって聞き出す？　正面から『なにしてるんですかぁ？』なんて聞いてくるわけにもいかないだろ」

「ああやって顔を隠してこんな場所におる以上、それだけで不審人物確定なんじゃがな。まあ、疑惑だけで処断するわけにもいくまいが」

「どうにかして監視をすり抜けて、中で何をしてるか直接見てくる方が早いか」

　俺の隠密能力なら、一人の監視の目をかいくぐって洞窟内に侵入することは容易いだろう。

　だがマクスウェルには無理だ。俺のギフトは他人にまで影響を分け与えることはできない。

「ならば、姿隠しコンシールを使うから、しばし待っておれ」

　言うが早いかマクスウェルは呪文詠唱に入り、その姿が掻かき消えていく。

　見張りからは充分に距離を取っていたので、その詠唱を聞きき咎とがめられることはなかったはずだ。

　現に今も、見張りはまるで影のように立ち尽くしたままだった。

「よし、それならたぶん大丈夫だ」

「じゃろ？」

　どこか自慢げなマクスウェルの声が聞こえてくる。

　俺は壁面の岩陰を伝うように移動し、入り口に近付いていく。足音を忍ばせ、気配を消し、死角に滑り込むように移動していった。

「マクスウェル、ついてきてるか？」

　俺は気付かれないように、ほとんど風のさざめきに紛れるほど小さく、尋ねかける。

　現在のマクスウェルは姿を消している。俺もその姿は視認できない。ちゃんとついてきているかどうか、こうして聞くしか確認できないのだ。

　それにこれ以上近付いた場合、こうやって尋ねることだってできなくなる。

「大丈夫じゃ。急がなければついていける。お主と違って足音だけ気を付ければよいからの」

「なら、今後は定期的に肩か背中をつついてくれ。それでお前の存在を確認できる」

「了解じゃ」

　背後から声だけが聞こえてきた。マクスウェルの同意を得て俺は限界まで見張りに近付いていく。

　これが問答無用に悪人な連中なら、速攻で息の根を止めて押し入るところなのだが、ここが邪竜の巣であることを除けば、現状奴やつらは山を登って、洞窟に入り込んでいるだけだ。強襲する理由には少しばかり足りない。

　ひょっとすると、六英雄の痕跡を観光しに来ただけの登山客という可能性も、僅かながらに存在する。

　無表情に立ち尽くす男は微動だにせず見張りを続けている。俺はどうにも、忍び込む切っ掛けが掴つかめないでいた。

　まるで人形のように周囲を監視しており、怠ける様子が全く見えない。

　どうしたものかと思案していると、不意に俺の反対側でがさりと音が鳴った。

　まるでそこに石か何かが落ちたかのような物音。見張りの男はそれに気を取られ、視線を向ける。

　訝いぶかしむ男の視線の先で、一羽のハトが草陰から顔をのぞかせた。

　それは一瞬だけで、すぐさま驚いたように草陰の中へと姿を消した。

　おそらくマクスウェルが使い魔に仕掛けさせたのだろう。なんにせよ、俺にとっては忍び込むチャンスに間違いない。

　男の視線が元に戻るまでのわずかな隙に、洞窟の入り口に忍び込んだ。

　俺はマクスウェルのように姿を消していないが、それでも視界に入りさえしなければ気付かれない自信はある。

　滑るような歩法で入り口に飛び込んでいく。俺が通り過ぎた直後、男は再び視線を元に戻した。

　マクスウェルはついてきているのかわからない。しかししばらくして肩を叩く感触がした。どうやら、しっかりついてきているようだ。

　俺は合図を受け、無言で頷うなずき、さらに奥へと進む。

　洞窟内は暗く、足元すら覚おぼ束つかない。しかしここで明かりを用意すると、見張りや先行している連中に発見される可能性がある。

　慎重に足を進めようとした俺の背後で、再びマクスウェルの声がした。

「待て、このままではお主はきつかろう。暗視ナイトサイトの魔法をかけてやろう」

　小さく、だがはっきりとそう聞こえた。

　直後聞き取れないほど小声の詠唱の後、魔法は発動していた。

　同時にマクスウェルの姿が現れる。魔法を使うという能動的な行動を取ったせいで、姿隠しコンシールが解除されてしまったのだ。

　しかし入り口からはある程度離れた場所のため、見張りに見み咎とがめられることはなかった。

「お、見える」

「それは重畳。ではワシはまた姿を消すでな」

「おう、頼む」

　入り口に見張りが一人。マクスウェルが見かけたのは、大人三人に子供五人。

　つまりこの奥には大人二人と子供五人がいる計算になる。

　俺たちは足音を潜ませ、奥へと進む。

　ここは邪竜が出入りしていただけあって、縦横五十メートルはある巨大な洞窟だ。

　そして相応に奥行きもある。

　やがて俺たちは誰ともすれ違うことなく邪竜の巣へと到達する。

　そこはそれまでの暗闇とは違い、たいまつや光明ライトの魔法で煌こう々こうと照らし出されていた。

「なっ!?」

　そこに現れた光景を目にして、俺は思わず声を漏らす。背後からマクスウェルも息を呑のむ気配が伝わってきた。

　広場の中央で魔法陣が描かれ、その周囲に沿うように子供たちが寝かされている。気を失っているのか、身動き一つしていない。

　陣の中央には男が一人。彼は一心不乱に呪文を唱えていた。もう一人の男は、魔法陣の外で待機している。

　彼らは、何かの儀式魔術を行っているらしい。

　呪文を唱えていた男は、俺の漏らした声に反応し、こちらに視線を向けてきた。もう一人の男も同じだ。

「何者だ！」

「そっちこそ、こんな場所で何してる」

　甲高い、神経質そうな誰何すいかの声を飛ばす男に、俺は敢あえて問い返して相手を挑発した。

　状況はよくわからないが、何かの儀式だとすれば、子供たちの命が危ない可能性がある。

　幸いマクスウェルは姿を消したままなので、時間を稼げば事態が好転するかもしれない。

　すると小声でマクスウェルが俺に助言を与えてくれた。

「レイド、どうやら子供たちは薬を盛られておるようじゃ」

「なに盛られているか、わかるか？」

「リビングドールか、その辺りじゃな」

　リビングドールという薬は俺も聞いた覚えがある。

　この薬を服用すると自我が限りなく薄くなり、自発的な行動が取れなくなる一種の麻薬だ。

　無論、悪用される危険性もあるため……というかそういう目的にしか使えないため、大陸全土でご禁制となっている。

　それを子供に使って、こんな人目につかない場所で儀式を行っているだけで、有罪確定だ。

「解毒できるか？」

「解毒アンチドートの魔法は接触でしか使えん。一人ずつ助け出すしかないぞ」

「たのむ。連中は俺が引き付ける」

「無む茶ちやはするなよ」

　俺も小声で返し、マクスウェルがそう答えた後、気配は遠ざかっていった。

　その間も男はヒステリックに怒鳴り散らしている。俺とマクスウェルの会話に気付いた風はない。

「ええい、外の見張りは何をやっていた！　せっかく苦労して生いけ贄にえを用意できたというのに、これでは召喚が台無しではないか」

「へぇ、何を召喚するつもり？」

「そんなもの、お前に答える義理はない！」

「じゃあ、なぜこんな場所を選んだのかだけでも」

「うるさい！　いや、お前も子供か？　なら生贄が増えたと考えれば……」

　あ、そういえば俺も子供だったか。マクスウェルと行動していたものだから、前世のような気分になっていた。

　ということは、俺も生贄の候補になりうるわけだ。大人しく生贄にされるつもりなんて、さらさらないが。

　子供が迷い込んだとでも思って、甘く見ているのだろう。

「わたし……俺を甘く見てると、痛い目を見るぜ？」

　マクスウェルが子供たちを助け出すまで、できるだけ時間を稼ぎたい。そんな思いもあり、俺は敢えて表面を取り繕うのをやめて、男口調で話しかけた。

　突然男口調で話し出した俺に、男は目を丸くした。

「その口汚さ……貴様、まさかすでに男を咥くわえこんでいるのか！」

「誰がだ!?」

　生贄には純潔な方が有効だというのは、昔からの定石でもある。

　だから男がそこに固執したのも、わからないではない。

　しかし、俺が男とそういう行為に及んでいる光景を想像するだけで、鳥肌が立つ。

　できるならば、いや、たとえ不毛だと言われても女がいい。

「いや、そういうわけじゃなく。無論経験とかないけど」

「ならば生贄に最適だな」

「そうだな……じゃなくて！　ほら、冥途の土産とかそういうのあるじゃない？　なぜここを選んでいるのかとか、教えてよ」

「む……そうだな。ここは邪竜コルキス終しゆう焉えんの地。なれば膨大な生命と魂が霧散した場所でもある。この地に宿る怨念の濃さを利用し、異界の門を開く。つまりより容易たやすく、強大な魔神を呼び出すことができるのだ」

　俺に聞かれたことでどこか自慢気に男が語り始める。実はこいつはチョロいんじゃないか？

　そう思いつつ、俺の意識はもう一人の男へと向かう。こちらはいまだ微動だにしていない。

　まるでリビングドールを盛られたかのような有様だ。無論、頭からフードをすっぽりとかぶった状態では表情すら窺うかがい知しることはできない。

　いや、体型すら外からは判別がつかない。ひょっとすると男と違い乱入者に怯おびえている可能性だってある。

　だからと言って警戒を解くわけにはいかない。口が軽くヒステリックな男と違い、こういう男の方が警戒が必要だと、俺は経験上知っている。

　語り続ける男はさらにエキサイトし、両手を振り上げて大仰なポーズを取る。

　その拍子にフードが外れ、顔が現れた。

「半魔人？」

　フードの下から現れたのは、神経質そうな青白い顔をした男。

　それだけならば、何の変哲もないと言えたのだが、その額には小さな角が存在していた。

　驚きよう愕がくした俺の反応を男は嫌悪と取ったのか、さらに感情を爆発させた。

「貴様もか！　貴様も半魔人を差別するのか！　我らが一体何をしたという！」

「今まさに子供を生贄にしようとしてるだろ」

「いや、それは結果から導き出された手段に過ぎない。我らは不当に差別されてきたからこそ、世界の破壊と再生を求めたのだ！」

「無駄に壮大になったな」

「あの六英雄にすら半魔人はいたというのに、我らの扱いはいまだ改善する見通しすら立たぬ。こうなったら世論を力によって粛正し、世界を改変するのだ」

「ああ、お前がマトモじゃないことはよくわかった」

　つまりこいつは、生前のあの孤児院の神父と同類ってわけだ。

　しかし、だがこいつ一人で子供五人を集めることなんてできるのか？　俺には到底できるようには見えない。

「なあ、その子供、どうやって集めた？」

「喜捨である！」

「誰から？」

「それは……ひみつ」

「うわぁ、イラッと来た」

　しかし、ラウムでも奴隷商が暗躍していたくらいだ。

　治安がまだ不安定な北部三か国連合王国で、それも無法地帯と言っていいサイオン連峰近辺では、簡単に手に入るのかもしれない。

　とにかく会話で注意を引いている間に、男の死角にいる子供のそばまでマクスウェルが辿たどり着いたようだ。

　気配の位置だけで、俺はそれを悟った。

「まー、いいや。でも子供を生贄にして魔神を呼び出したとして、被害は限定的にしかならないでしょ？」

「雑魚ならばそうであろう。だが呼び出されるのが邪竜コルキスに匹敵するとしたら？」

「なんだと……」

「この場所は古来より召喚に向いた場所だと伝えられている。コルキスですら、召喚によって現れたと言われている」

「なっ──」

　俺は男の言葉に思わず息を呑んだ。だが、確かに思い当たる節はある。

　邪竜コルキスはそれほど唐突に、いきなり北限から、唐突に現れたのだ。

　あれほどのドラゴンが成長するまで、どこかに大人しく隠れ住んでいたなどとは考えられない。

　ならばコルキスは、召喚によってどこか別の世界からやってきたと考えるのは、説得力がある。

「あいにく召喚魔法で呼び出される存在の規模は、術者には予想できぬ。しかし何度も繰り返せば、いずれは邪竜のような災厄を呼び出すことができるであろう。なればこそ、今ここで邪魔だてされるわけにはいかん！」

　男はそう言うと、もう一人の男に向かって腕を振りかざす。

「行け、クシェルカーン。その小娘を捕らえ、新たな生贄とするのだ！」

　男の命令に従い、もう一人の男が動き出す。

　マントの下からむくむくと腕が持ち上がる──その数、八本。

「え？」

　もう一人のマントの男。その下から現れたのは、陸生のタコとも見える異形の魔神だった。




　マントの下から現れた姿。それは人間の上半身がタコにすげ変わったような異形。

　明らかに人でなく、この世界のどこを探しても、こんなモンスターは見たことがない。

　俺はあまり頭のいい方ではなかったが……それでも、この敵が異質過ぎることくらいは理解できる。

　ヒステリックに叫ぶ男の命令を受け、こちらに向け一歩踏み出す異形。

　まだ距離は十メートルはあるというのに、そこで足を止め──

「うぉっ!?」

　触手を伸ばし、俺を突き刺すように攻撃してきた。

　タコのように柔らかい触手かと思いきや、その先端には鉤かぎ爪が備わっており、剣けん呑のんな輝きを放っているのが見て取れる。

　とっさに身体からだをよじって回避したが、俺の纏まとっていたマントが引っかけられ、そのまま引き寄せられそうになった。慌ててマントの留め具を外し、難を逃れる。

　だが異形の攻撃はそれだけに留とどまらなかった。

　矢継ぎ早に触手部分を突き出してくる。その全ての先端に、やはり鉤爪が備わっていた。

　先に引き寄せられたマントは邪魔とばかりに引きちぎられ、ボロ布と化して床に散らばっている。

　頑丈な旅装用のマントを紙きれのように引きちぎる膂りよ力りよくが、あの触手にはあるということだ。そして鉤爪は鋭さも兼ね備えている。

「最近、変態的な敵が多いな！」

　浮きワカメと言い、この異形と言い、触手系の敵が多すぎる。思わず俺が愚痴を漏らしてしまったのも、無理はない話だろう。

　八本の触手による刺突攻撃を、左右に身を振って躱かわしながら、俺は子供たちの方に向けて視線を飛ばす。

　マクスウェルは男の背後に回り込み、一人の子供を救い出したところだった。

「むぅ。貴様、どこから現れた！　いや、その姿……まさかマクスウェルか!?」

「一緒に入ってきたんじゃがの。お主目が悪いんじゃないかな？　解毒アンチドート」

「おのれ、早くも我らの動きを察知するとは……その鼻の良さだけはさすがと誉ほめてやろう！」

　揶や揄ゆしつつも杖つえを構え迎撃の準備を整える男。対するマクスウェルは、子供に向けて解毒の魔法を使用し終えていた。

　子供は解毒の魔法に反応するように、ピクリと身体を震わせると、そのままくたりと意識を失って倒れ込んでしまった。

「これは……かなり無茶をさせたようじゃな。なんと非道な」

「生贄になれば、しょせん生き延びられぬ身よ。ならば無理な登山を強行させても、問題はあるまい」

「大有りじゃよ」

　子供を担ぎ上げると、次の子供に向かって走るマクスウェル。しかし魔法陣の中の男も、そうはさせじと魔法を放って牽けん制せいしていた。

「行かせはせんよ！　朱の八、群青の一、翡ひ翠すいの九──爆炎槍フアイアジヤベリン！」

「なんの、朱の三、群青の一、山吹の一──土壁アースウオール！」

　男が放ったのは上級に属する火炎系攻撃魔法。射程は二十メートルほどあり、威力は人一人くらいならば消し炭にできるほどの火力がある。

　しかしそれをマクスウェルは、魔法で壁を作って防ぐ。

　軽い口調と正常な判断力を失った話し振りから、大した男ではないと思っていたが、どうやら魔術の腕は一流らしい。

　子供を抱えたままのマクスウェルは、実に戦いにくそうにしていた。

　しかし俺もそれをのんびりと見物しているわけにはいかない。こちらもタコもどきとの戦闘中で、そう簡単に目を離せる状況ではないのだ。

　ひっきりなしに飛んでくる触手の槍やりを躱し、俺は懐に潜り込もうと機を探る。

　だがその俺に向けてマクスウェルは警告を放った。

「ニコル、奴は周囲の魔力を食らう。近付くでないぞ！」

「ハァ!?」

「この男が魔法陣の中に奴を入れなかったのは、そういう能力があるからじゃ」

「こいつの正体知ってるなら詳しく教えてくれよ！」

「魔神クシェルカーン……肉と魔力を貪欲に食らう魔神。異界の尖せん兵ぺいと呼ばれておる」

　敵の魔法を器用に避けながら、俺に魔神の詳細を伝えてくれるマクスウェル。

　その間、解毒の手が止まってしまうのだが、それもやむなしと理解する。敵を知らずに戦う危険を、俺は学院で学んでいた。

　魔力を吸う能力というのは、俺にとって最悪に近い相性である。

　なぜなら、俺は身体能力の大半を強化付与エンチヤントで補っているからだ。

　無論、糸による補助も可能だが、それを行った場合、攻撃の手が減ることを意味する。

　確かに、生前に戦った双剣の魔神に比べると、その攻撃力は格段に落ちる。

　だがそれを補うべく、桁外れの手数を放ってくる。

　尖兵と呼ばれるのは、妥当なのかもしれない。こいつは少数で多数を攻撃することに長たけている。

　近付けば魔力を食われ、強化付与エンチヤントを強制的に解除される。

　離れていては、圧倒的手数で押し込まれる。

　しかし撤退という選択肢は、この状況で選びにくい。

　ここで逃げ出してしまえば、間違いなくこの子供たちが生いけ贄にえにされ、新たな魔神が呼び出されてしまうからだ。

　そもそもここで子供たちを見捨てる選択肢は、英雄を目指す俺には存在しない。

　マクスウェルの方は、子供を救い出すのを後回しにして男を牽制する動きを取り始めていた。

　残る四人の子供を助ける手間より、召喚主たる男を無力化した方が手っ取り早いという判断だろう。

　どうやら俺への救援が必要と判断し、方針を転換したらしい。

「なら、マクスウェルがこっちに来るまで、お付き合いいただくとしましょうかね！」

　俺は雨のように降り注ぐ触手の攻撃を避けながら、不敵に笑ってみせた。

　異形の魔神クシェルカーンの攻撃は一つ一つを取ってみれば、そう大したものではない。

　攻撃の速度で言えば、双剣の魔神は元より、ギデオンにすら及ばない。

　重さもマテウスと同程度で、正面から受けなければ問題はない。

　本格的な装備を整え、今世の戦闘スタイルを確立しつつある俺から見れば、避けるだけならばどうとでもなる。

　問題は、相手が無尽蔵のスタミナを持つ魔神であり、俺が得意とする接近戦や罠わなが仕掛けづらいということだろうか。

　相手は基本的に、その場から動かず攻撃してくる。ゆえに移動先に罠を仕掛けるという真似まねができない。

　また懐に飛び込もうにも、近付けば魔力を食われて弱体化してしまう。

　しかしそれは相手も同様で、近付こうとすれば俺の攻撃範囲に入ることを意味し、遠距離では余裕をもって回避されるという状況に陥っている。

　長く戦闘を行えば行うほどに、召喚主の男がマクスウェルに追い詰められていくため、向こうもジリ貧であることは間違いない。

　俺のスタミナと召喚主の命、どちらが先に尽きるかの勝負になりつつある。

　情勢は五分に近い。ならばその天てん秤びんを崩せば、こちらが有利にも不利にもなりうる。

　下手に動くのは危険かもしれないが、身動きが取れなくなる前に仕掛けるのも一手だろう。

「ならば……せやぁっ！」

　触手を躱し、肩に掛けたベルトから投げナイフを三本一息に投げつける。

　ナイフは狙い過たず男の胸元（？）に向かっていったが、これは触手の防御によって阻まれていた。

　柔軟かつ強きよう靭じんな肉質を持つ触手は、ナイフが食い込んでも一瞬身震いするだけで刃やいばを押し出し、魔神の足元に散らばった。

　続けて三本。そして二本。

　俺は三度にわたってありったけのナイフを投げつけ、その全てが徒労に終わっていた。

　そんな俺の様子を見て、召喚主の男は嘲あざ笑わらうかのように哄こう笑しようを上げた。

「くははは！　その程度の攻撃では、クシェルカーンの外皮を貫くことはできぬわ！　大人しく生贄になれば、痛みなく──うひゃ!?」

　よそ見しているところに容赦なく魔法を叩たたき込むマクスウェル。

　だが魔法陣の効果なのか、男の周囲に近付けば、魔法は大きくその威力を減じていた。

「おのれ、その魔法陣、もしや異界に繋つながっておるな？」

　異界に繋がる、それはその世界に存在する『何か』をこちらに呼び出せるということ。

　その何かとは……言わずと知れた俺の宿敵、魔神だ。

「その通り！　召喚と防御を同時に行うこの魔法陣こそ、安全に魔神を呼び出す画期的な手段なのだ！　その術式構成は古代の魔法陣を解析し──うおぉ!?」

　無駄に解説モードに入った男に、マクスウェルの爆炎槍フアイアジヤベリンが襲う。

　マクスウェルの魔法は男の術の優に数倍はあろうかという威力を持っていたが、魔法陣の中に入ると急激に速度と火力を落とし、纏まとう炎を減じていた。

　だからこそ、あのヒョロヒョロした召喚主でも避けることができる。

　男の足元には召喚用の魔法陣が存在し、その外縁部にはまだ四人の子供が配置されている。

　おかげでマクスウェルは得意の範囲攻撃を行うことができず、やや攻めあぐねていた。

　それでも避ける男の顔から余裕がなくなっていく。

　俺と同じく、奴やつもスタミナはあまり多くないのだろう。

　このままいけば、俺より先に奴の方が力尽きる。そう判断しても悪くないが、それは相手に手を打つ時間を与えることにもなりうる。

　ここはこちらも攻め手を強めるとしよう。

「なら、こっちも──」

　俺は今度は糸を飛ばす。

　選よりすぐったヒュージクロウラーから採取した、強靭なミスリル糸。

　それは鋭さという点ではライエルの聖剣にも匹敵する。しかし攻撃が軽く、クシェルカーンの触手を切り落とすまでは至らないだろう。

　俺の予想通り、糸の斬撃は触手の表面を浅く切り裂いたところで止まる。そして瞬く間に傷跡が消え去っていった。

　おそらくは魔法陣から吸い取ったマクスウェルの魔法の魔力を、回復に使用したのだろう。

　俺の糸も勢いをなくし、力なくその場に落ちた。

　足を止め、糸を飛ばした俺は、逆に言えば格好の的になりうる。

　それを見てクシェルカーンは触手の連撃を放とうとした。俺を攻撃する。それは奴の防御が薄くなる瞬間でもある。

　触手の刺突を大きく横っ飛びに躱し、同時に俺は糸を操った。

　目的は奴──ではなく、その足元に散らばった投げナイフだ。

　持ち手の部分に糸を絡め、そのまま操糸の能力で持ち上げる。

　ゆらゆらと宙を漂うミスリル糸と、その先端のナイフ。その数、八本。

　それは奇くしくも、クシェルカーンの触手と同じ様相を見せていた。

　初めて自分と同じような攻撃姿勢を目にして、戸惑いの仕草を浮かべる魔神。

　だがその戸惑いも一瞬で、開き直ったかのように攻撃を再開してきた。

　その攻撃には、『使いこなせるものか』という意図すら籠っているように見える。

　だが俺はこの能力を長年にわたって有効活用し、鍛え抜いてきたのだ。

　しかも冒険者として、獲物を探しつつ薬草なども探すという行為で、並列思考も鍛えている。

　八つのナイフを操作するくらいなら造作も……無いことは無いが、できなくはない。

　飛来する触手の鉤かぎ爪に、叩きつけるようにナイフを打ち付け、軌道を逸そらす。

「さぁ、同じ舞台に立ってやったぞ。仕切り直しだ！」

　足を止めて触手と糸を、鉤爪とナイフを打ち合わせる。
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　戦況は再び変わり、それはこちらへと有利を大きく引き寄せた。

　俺が足を止めることでスタミナ切れの危険がなくなったからだ。

　手数の利を失い、焦ったのか攻撃に粗が見え始めた魔神。

　それは防御一辺倒だった俺に、反撃の機会を与えることになる。

　俺のナイフを弾はじき飛ばすべく、それまで以上の力を込めて振るわれる触手。

　だが俺は、それを受け止めるのではなく、残る二本の糸を自分の足に絡め、操ることで避けてみせる。

　強い刺突は、引き戻すのに同等の力を必要とする。

　クシェルカーンは全力で触手を突き出したため、それを回避されて前のめりにたたらを踏んだ。

　数歩前に踏み出す魔神。それは前に向かって体重が掛かった瞬間でもある。

　俺はここを反撃の好機と察し、腰の短剣を引き抜いた。

　ありったけの魔力を柄つかに流し、その姿を槍やりに……さらに長く……まるで一本の糸杉のごとく伸ばしていく。

　短剣は槍に姿を変え、その範はん疇ちゆうを超えるほど伸び、魔神の胴体に突き刺さった。

　通常であれば、このような不意打ちは触手で防がれていただろう。

　だが自分と同じ舞台に上がられ、動揺し、自滅して体勢を崩した今、奴に回避する術すべはない。

　柄頭……いや、石突の部分を地面に当てて固定し、勢い良く伸びる穂先に貫かれたクシェルカーンは大きく後ろへと吹き飛ばされていく。

　やがて槍は石壁に激突して伸長を止め、その穂先に貫かれ磔はりつけになったクシェルカーンは身動きが取れなくなった。

「──破戒神を、讃たたえよ」

　さらに俺はキーワードを口にして、刃の部分を振動させた。

　その振動は肉を引き裂き、骨を砕き、内臓を傷付ける。

　それだけではない。微細な振動は血液そのものを揺らし、衝撃が身体からだ中じゆうに伝でん播ぱしていく。

　この短剣、いや槍の最も恐ろしいところは、それだ。

　たとえ致命傷でなくとも、その振動の波が血液を通して全身を打ち据え、ダメージを与え続ける。

　槍の長さは二十メートルにも達しており、さしもの奴の触手も俺には届かない。

　破戒神によって頑強タフネスの魔法を付与された刀身は、触手の攻撃を寄せ付けない。

　どうにか槍を引き抜こうともがくが、地面に固定した槍はそう簡単には抜けなかった。

　何度も悪わる足あ掻がきをした挙句、やがて力尽き、触手がだらりと垂れ下がる。

　びくびくと足を痙けい攣れんさせ、しばらくすると完全に動かなくなる。

　やがて息絶えた魔神は、肉体が魔力によって構築されているため、光の粒子のようになって消え去っていった。




　マクスウェルが召喚主の魔術師を押さえてくれたおかげで、俺は魔神を無傷で倒すことができた。

　やはり協力者がいると、格段に戦闘が楽になる。

　かくいうマクスウェルの方も、戦況を有利に進めていた。

　魔神という切り札を失った魔術師は、こちらの状況を知って大いに焦り始める。

　それは荒い攻撃を生み出し、大きな隙を作り出すこととなる。

　熟練のマクスウェルが、その隙を見逃すはずもなかった。

　状況を逆転させるべく、今まで以上に大量の魔力を注ぎ、巨大な爆炎槍フアイアジヤベリンを生み出し投とう擲てきする男。

　それはマクスウェルの生み出した土壁アースウオールに阻まれ、大爆発を巻き起こす。

　それまでを遥はるかに上回る破壊の嵐。しかしその爆発は、マクスウェルを見失わせる結果になった。

　土でできた壁を破壊し、爆炎と土煙が収まった後、その場にマクスウェルの姿はなかった。

「吹き飛んだか？　くははは！　あの爆発を受けて無事で済むはずもなかったか。さしもの六英雄とて、我が魔法の敵ではないということだな！」

「いやぁ、さすがにそこまで腕は落ちてはおらんぞ？」

　戦闘を外から見ていた俺は気付いていた。

　爆炎槍フアイアジヤベリンを防ぎ切り、壁が破壊されると同時に、あの爺じいさんは姿隠しコンシールを使用していた。

　そして爆炎が収まった後で悠々と移動し、男の背後を取ったのだろう。

　男の背後で姿を現し、魔法陣を手早く構築するマクスウェル。

　声を掛けられ、慌てて振り返る男。

　そこにはすでに魔法陣を構築し終えたマクスウェルの姿があった。

　反射的に攻撃魔法を構築しようとする男だが、先に魔法陣を組み終えていたマクスウェルに敵かなうべくもない。

「貴様!?　朱の八──」

「麻痺撃スタンボルト」

「ぎゃぴぃ!?」

「……遅いのう。それに魔法の選択も甘い」

　魔法に未熟な俺からしても、男の失敗は明白だった。

　まず最初に、あまりにも大きすぎる魔法を使ったこと。

　マクスウェルのように、周囲ごと圧殺するほどの威力ならともかく、中途半端な威力で標的を見失ったことが致命的だった。

　第二に、背後を取られ、振り返って焦って攻撃魔法を使おうとしたこと。

　すぐ後ろに敵が現れたのなら、近接戦を挑むだけでも良かった。マクスウェルは近接戦闘の心得はあまりない。魔法で撃ち合うよりも、そっちの方が生き延びられる可能性は高かったはず。

　そして第三の敗因。反射的に爆炎槍フアイアジヤベリンの魔法を使おうとしたこと。

　倒そうとせず、牽けん制せいで突き放すなりして、マクスウェルの妨害に走れば、まだ成功の可能性はあっただろう。

　もっともすでに魔法陣を完成させていたマクスウェルに、詠唱の短い低レベル呪文でも追いつけるかどうかは疑問ではあるが。

　そういった失敗が重なった結果、男はまともにマクスウェルの麻痺撃スタンボルトを食らう羽目になってしまった。

　この魔法は対象を麻痺させ、行動不能に陥らせる魔法だ。

　もっとも、魔法に抵抗レジストされてしまうと何の効果も発揮できないので、一いちか八ばちかの感は強い。

　全身を痺しびれさせ、気を失ってもぴくぴくと痙攣する男を、俺はミスリル糸で縛り上げる。

　この糸ならば、生半可な魔法や縄抜けでも切れないはずだ。

「マクスウェル、ご苦労さん」

　俺は男を縛り上げながら、マクスウェルを労ねぎらう。

　マクスウェルも、俺に同様の言葉を返してきた。

「なんの。お主の方こそ、よくぞ単独であの魔神を倒せたものじゃな」

「俺の魔法との相性は悪かったが、ギフトとの相性はいいみたいだったからな」

　複数の糸を操れる俺と、複数の触手を操る魔神。

　双方が同じ舞台で戦える以上、優劣を決めるのは戦闘経験、身体能力、手札の数といったところか。

　身体能力以外の全ての面で俺が上回っていたのだから、勝つのは当然の結果と言えた。

「さて……ではこやつから、話を聞き出さねばならぬかな？」

「口の軽い奴やつだっただけに、重要なことは知らなそうだけど」

　ペラペラしゃべっていたわりに、生いけ贄にえの供給元など知らない様子だった。

　だが供給元と渡りをつけた存在はいるはず。そこから北部の生贄問題に迫ることはできるだろう。

「まずは起こすとするかの……覚醒アウエイク」

　この魔法は気絶した状態から対象を文字通り覚醒させる魔法だ。

　だが受けているダメージが大きすぎた場合、目を覚ましても再び気絶してしまうので意味がなくなる。

　今回は麻痺撃スタンボルトで気を失わせただけなので、そういう問題は発生しない。

「ん、むぅ……」

　糸で拘束された男が、もぞもぞと身をよじり、目を覚ました。

　それを見てマクスウェルは、俺から離れていく。

「レイド、後は任せるぞ。ワシは子供たちを解毒して回るでな」

「おう、まかせとけ」

　そうは言ったものの、俺は拷問……もとい尋問はあまり得意ではない。

　生前は面倒な場合は力任せに解決したことが多かった。つまり、殺して済ます。

　しかし現在の俺は違う。

　魔法という新たな力を得た俺は、肉体的ダメージをさほど与えることなく苦痛を与える手法を身に付けている。

　まず、身動きできない男のズボンを引きずり降ろし、下半身を露出させる。

「な、なにをするつもりなのだ!?　私は幼女に性的な興奮は覚えんのだが」

「誰がそっち方面の拷問にかけると言ったか。これは下準備だ、洗いざらい話すなら苦痛なく官憲に突き出す程度で許してやる」

「待て、それではどっちみち死ぬではないか！」

「極刑に値することをしていた自覚はあるんだな。それは良かった」

　話をしながらも作業は止まらない。

　男の醜いアレやコレやを露出させ、そこに糸を巻き付ける。

　別に、切り落としてしまっても構わないのだろう……が、それでは苦痛は一度しか与えられない。

　そこで俺は新たに習得した魔法を発動させる。

「保温ウオーム、失敗版」

「ぎゃあああああぁぁぁあああああっ!?」

　過剰に加熱されたミスリル糸が、男の表皮だけを焼いていく。

　糸が金属なだけに熱の伝導率はかなり高いようだ。

　こうして俺は尋問を開始した。




　なお、男が陥落するまで、さほどの時間は必要としなかった。
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　男から聞き出した範囲では、どうやら半魔人を主軸とした反体制派が存在するようだ。

　連中は現存するあらゆる国家に存在する半魔人差別に異を唱え、自分たちの境遇改善という名目で反対に他種族を圧しようとしている一派だ。

　無論、そのような理念に同調する者は極少数に過ぎない。そこで数の不利を補うべく、異界の神……すなわち魔神を召喚することで戦力を補おうとしているのだという。

　迷惑極まりない話だが、主義主張は自由だ。しかし、その目もく論ろ見みが成功してしまうと──いや、その召喚を行おうとするたびに、生贄という実害が発生するとなると、話は変わる。

　しかも各地に奴隷商を派遣して、生贄を大陸各所から掻かき集あつめているらしい。

　その本拠地がどこにあるかまでは、この男は理解していなかったようだったが、そういう組織があるという事実だけは知ることができた。

　正直言うと、ここまで大きな話になると、俺の手に余る。

「というわけで、マクスウェルに後を任そうと思う」

「そりゃ、これほどの大ごとになれば、国単位で動かねばならんじゃろうが……レイドや、一つ重要なことを忘れておるぞ」

「あん？」

「ここは北部三か国連合の領土。つまりワシの権力もあまり効果が及ばん」

「ああ……そうだった」

　この国にマクスウェルが来ていること自体、お忍びに近い形である。

　その上、他国の領内で魔神召喚を行っている犯罪者を捕まえましたと本人がしゃしゃり出ていった場合、エリオットのメンツを潰すと同時に大騒動になってしまう。

　それは先の暗殺騒動で地盤が緩んできているエリオットにとって、うれしくない事態になるだろう。

　王が取り締まれぬ悪を、他国の貴族が取り締まったというのでは、あまりにも体面が悪い。

　だからと言って、この男を放置するわけにはいかなかった。

　俺とマクスウェルが頭を悩まして唸うなっていると、そこに声をかけてくる者がいた。

「どうした、なにかあったのか？」

　聞きなれない男の声。これは外で見張りを担当していた奴だろう。中での騒動を怪しんで様子を見に来たのだ。

　少々反応が遅いと思わなくもないが、事が魔神召喚。どのような騒動が起きるかわかったものではない。

　召喚主の男が護衛として別の魔神を用意していたくらいなのだから、ひょっとするといつも戦闘に近い騒動を起こしていたのかもしれない。

　やってきた男は、その場の状況を目にして、驚きよう愕がくに顎を落としていた。

　そこには下半身丸出しで股間から血を流して気絶している召喚主の男と、魔神と変わらない体格の良さを誇る『ローブを着た』マクスウェルの姿。

　いまだ気を失ったままの子供たちと、気絶する男のそばに立つ、戦闘で上気した顔をした俺。

　都合の悪いことに、激しい戦闘行為で俺の下の処理に不具合が生じ、内股に血が流れ落ちていた。

　いつも短めのスカートを着用させられているので、その様子は外からでも目についてしまう。

「まさか……生贄に手を出しやがったのか、このアホゥが！」

「ちがうわ！」

　全く見当違いの結論を導き出した男に、俺は反射的に糸を飛ばして攻撃を仕掛けた。

　まさか子供の俺から攻撃を受けるとは思っていなかったらしく、男はその糸の斬撃をまともに受けてしまう。

　袈け裟さ懸がけに斬りつけられ、血を噴き出しながら地面に叩たたきつけられる男。

　ミスリル糸の鋭い切れ味は、一撃の下に男を無力化してみせた。

「あ、やっべ。思わず攻撃しちまったけど、まだ生きてるかな？」

「深手じゃが、まだ息はあるようじゃの」

　マクスウェルが様子を見に行き、手早く応急処置に回復ヒールを飛ばす。

　さすがに一度の回復ヒールでは治りきりはしなかったが、それでも命の危険はなくなった。

「危ねぇ危ねぇ、しゃべれる口は少しでも多い方がいいからな」

「お主のツッコミは危険すぎるようじゃなぁ」

「うるさい。多感な美少女にセクハラ発言ブッ放すこいつが悪い」

「都合のいい時だけ少女を自称するでない」

「それはそれとして。こいつらどうするよ？」

　マクスウェルが表立って男たちを官憲に突き出せない以上、代わりの人間を用意しないといけない。

　候補としては事情を知る俺と、マテウスたち三人くらいしかいない。

　だがマテウスたちはここで何があったのか知らないため、詳しい事情を聴かれればボロを出す危険がある。

　ならば俺が行くしかないわけだが……

「子供の姿じゃ、説得力無いよなぁ？」

「それにお主が倒したと証言されるのも問題がある。幻覚の指輪を使って変装するのが良かろう」

「その手しかないか」

　俺は尋問した男に治癒光キユアライトを掛けて止血だけしておく。

　半ば焼き千切れかけてはいるが、出血だけは止まった。

　だが俺一人では、男二人を運ぶことは難しい。

「こいつら、どうやって運ぶ？　爺じいさんが近くの町の衛兵詰所まで運んでくれるのか？」

「そうじゃな。ではここで魔術の授業と行こうかの」

「おいおい、今はそんな場合じゃ……」

「そう急せくでない。運ぶのにも役に立つ魔法じゃ」

　そう言ってマクスウェルが提示した魔法は、浮揚レビテートの魔法だった。

　この魔法を使うことで、対象は地面から数センチ浮遊することができる。

　しかも高度を維持する効果があるため、落とし穴にかかっても落下することはないし、浮遊することで足音も消せる。

　不都合があるとすれば、空を踏むため機動力が大きく落ちることと、踏ん張りが利かないことくらいか。

　この魔法を二人に掛ければ、俺は彼らを軽く引っ張るだけで移動させることができる。

　地面との摩擦がなくなれば動かす質量だけの問題になり、労力は大きく軽減できるはず。

　もちろん、抵抗されたら無効化される魔法なのだが、気絶している以上、その可能性は低い。

　マクスウェルの指導の元、術式を構築し、慎重に発動させる。

　別にこの男たちが怪け我がをしても全く心は痛まない。何度か失敗した末、発動に成功した。

　俺は男たちを糸を使って引っ張りつつ、移動の具合を確かめる。

「うん、予想以上に軽く引っ張れるな」

「ではこちらも移動させるとしようか」

　マクスウェルは土壁アースウオールで板を作り、その上に子供たちを乗せる。

　その上で板状にした土壁アースウオールに向けて浮揚レビテートを掛けた。

　子供たちごと板が浮き上がり、それをマクスウェルが押していく。その先にさらに転移門ポータルゲートを発動して、近くの町まで門を繋つなぐ。

　二つの魔法を維持しつつ、最高位の魔法を使用する。それを事もなくやってのけるのだから凄すさまじい。

「ほれ、先に行け。ワシが飛ぶと門が消えるのでな」

「わかった。んじゃ、行ってくる」

　俺は幻影の指輪で仮の姿──ハウメアと名乗る女性に姿を変え、門の中に入ったのだった。




　転移門ポータルゲートによって運ばれた先は、近くにある小さな町の中だった。

　ここは俺たちが邪竜退治の際にも訪れたことがある。

　サイオン連峰の近くにあって奇跡的に難を逃れた町でもあり、『奇跡の町』と当時はもてはやされていたものだ。

　俺たちはその町を、万が一の際の逃亡先に指定し、隅々まで歩き回った経験がある。

　そうすることで、マクスウェルが転移門ポータルゲートの転移先を指定できるようになるからである。

　無論、そんな真似まねをしていたわけだから、この町の住人は六英雄の顔をよく知っている。

　マクスウェルがやってきたと知れば、それはもう大騒ぎになっていたことだろう。

　それを想定してか、マクスウェルが転移先に選んだのは、人ひと気けのない路地裏だった。

「ふむ、誰もおらんようじゃな。まずは一安心」

「だが子供たちを連れていくとなれば、どのみち衛え士じに顔を見られることになるぞ」

「そこも安心せい。変装の幻術が使えるのはお主だけではない」

　そう言うと手早く魔法陣を展開して、効果を発揮させる。

「──変装デイスガイズ」

　マクスウェルが魔法を使用した直後、その外見が見知らぬ男──ではなく、よく見る男の姿へ変化していく。

　それは俺たちの学院で体力錬成を受け持つ男性教師の顔で、非常に、その……暑苦しかった。

「うぇ」

「失礼な反応するでないわ！」

「いや、体格的にはあってるかもしれないけど、いやあってないのか？」

　縦にも横にも大きな体育教師なのに、マクスウェルの身体からだにそれが乗っかっていると、身体だけが急激に痩せたようにも感じる。

　しかし顔だけは全く窶やつれておらず、大きく四角いままなのだから違和感が凄まじい。

　俺が嫌悪感を覚えたのは、その違和感のせいだ。決して男性教師に思うところがあったわけではない。

　そもそもその男性教師は過剰な基礎鍛錬を課してくるので、女子には不人気だったが、俺はそれほど嫌ってはいない。

　年齢的に筋肉がつくことを嫌いだした女子と、自己鍛錬に励む俺の趣向が、微妙にずれ始めているからだ。

　周囲はそんな俺を、まじめに体力錬成に励む優等生で、暑苦しい男性教師にも分け隔てなく接する心の広さの発露と見ているようだが……勘違いも甚だしい。

「いや、俺はあいつ嫌いじゃないぞ」

「まさかお主……手を出すのは女性だけじゃと思っていたが、そこまで精神に侵食を受けておるのか？」

「そういう意味じゃねぇ！」

　さすがの俺も、そっち方面の趣味はない。

　マクスウェルが茶ちや化かしているのは俺も理解しているのだが、どうしても過剰反応してしまう。

「まったく……ほら、さっさと面倒を済ませてくるぞ」

「うむ、そうじゃな。早く帰らねば残してきた子らも心配じゃて」

　俺たちは男を引き連れたまま、表通りへと踏み出していく。

　さすがに男二人を引きずる美少女と、子供五人を板に乗せて運ぶ男の姿は、夜でも目立つ。

　もし先に衛士に発見されていたら、問答無用で不審者として逮捕されていたはずだ。

　まだ深夜とも呼べない時間帯、人通りは少なくなっているが酒を飲みに出歩いている男の姿などは散見される。

　そういう連中が俺たちを見て、ぎょっとした顔で道を空けていった。

　まあ、下半身剥むき出しの男と袈け裟さ斬りにされた痕跡のある男、気を失って痩せ細った子供五人を連れているのだ。何事かと思う気持ちは理解できる。しかもそれを牽ひいているのは、可か憐れんな美少女と暑苦しい男の二人連れ。怪しさも倍増である。

　運よく誰にも邪魔されず衛士詰所のそばまで来ると、俺は頬ほおを叩いて気合を入れた。

「よし……淑女スイッチ、オン」

「口に出すでない、台無しじゃ」

「口にしないと、やり切れねぇんだよ」

　覚悟を決めて、詰所に近付いていく。

　男を縛り上げ、浮かせて運ぶ俺たちは、見るからに怪しい。無論、中に入る前に静止させられた。

「待て、なんだお前たちは！」

「夜分、お忙しいところ失礼しますわ。不審な男を確保しましたので、連行しましたの」

「不審な男？」

「サイオン連峰で魔神召喚の儀式を行っておりました。こちらの子供たちは、生いけ贄にえにされかけてましたので、保護しました」

「なんと!?　し、しばし待て、今上司に話を通してくる。とりあえずお前たちは中で待っていろ」

　事が魔神召喚、しかもサイオン連峰での話となると、一介の衛士程度では処理できない。

　俺たちは詰所の中に案内され、そこでしばらくの時間待機させられた。

　子供たちはリビングドールという毒を盛られていたため、念のため所属の治癒術師に診察してもらっている。

　毒という面ではマクスウェルの解毒アンチドートを受けていたため、心配はしていないが、他にも何か仕込まれている可能性もある。

　特にクシェルカーンなどという魔神すら召喚していたのだ。何があってもおかしくない。

　行儀よく椅子に座って待っていると、お茶や茶菓子が目の前に供されていた。

　これは俺の今の外見による恩恵が大きいのだろう。元の子供だったらここまでもてなされはすまい。

　どうにかして俺に近付こうとする衛士もいたが、触れられると幻覚がバレてしまうかもしれないので、マクスウェルがその接近を阻む。

　俺と違って体格は自前の物を持つマクスウェルが立ちはだかるので、俺の幻覚はバレずに済んでいた。

　そうして小一時間ほど待たされただろうか。ようやくこの町の衛士長がやってきた。

「待たせて済まなかった。時間が時間なので、仮眠していてね」

　愛想よく詰所にやってきたのは、マクスウェルに負けず劣らず背が高く、逆に肉付きがいい男。

　胸元には勲章を下げ、腰にも装飾の多い剣を差している。実用的な装備に見えないので、おそらく名前だけの衛士長かもしれない。

　だが人当たりは良さそうなので、話は通じそうだった。

「いえ、お気になさらず。皆さんに良くしていただいたので、時間は持て余しませんでした」

　優先して話しているのは俺の方。これはマクスウェルが話すと、声で正体がバレる可能性もあったからだ。邪竜討伐の際には、この町の衛士たちにも何度か話をしたことがある。

　俺の向かいに腰を下ろし、調書用の書類を取り出した衛士長に、俺は先の一件の詳細を話していく。

「すると、ファングウルフの牙を求めてサイオンに登っていたら、不審な一団を目撃したと？」

「はい。その時は同じように獲物を狙う一団かと思ったのですが、一見したところ子供も多かったですし、夜になっても降りてこなかったので、気になりまして」

「で、後を追ってみたら、魔神召喚の現場に出くわしたと」

「はい。しかも子供はどうやら薬物によって服従させられている様子。幸い腕利きの魔術師である彼──ええっと、アストに守ってもらいまして」

「アスト？」

　さすがにマクスウェルと紹介するわけにもいかず、俺はとっさに師匠の名前を借りることにした。

　それを聞いて、不服そうに声を漏らしたマクスウェルだが、俺は肘打ちをみぞおちに叩たたき込んで黙らせておく。

　老体に無体な真似をすると思われるかもしれないが、この爺じいさんがこの程度でどうにかなるはずがない。近接戦は苦手だと公言しているわりに、結構打たれ強い。

「ぐふっ!?」

「ん、どうかしましたか？」

「い、いえ、茶が気管に入りましてな」

「おお、淹いれたては熱いですからな。お気をつけて」

　こちらに向かってしゃべりつつも、手は書類に記入していく。

　視線を書面に向けていないというのに、欄にきちんと記入されていく様は、ある意味すごい。

　彼は書類仕事の成果で隊長に選ばれたのかもしれない。地味だが堅実な結果を残し続けた証あかしでもある。

「子供が薬を盛られていたという話ですが、その種類はわかりますかな？」

「おそらくはリビングドールかと。こちらが話しかけても反応はなかったですし、目付きや態度がまるで人形のようでした」

「リビングドール……それもご禁制の品ですな」

「ええ。ですので、放置するわけにはいかないと思いまして」

　軽く困ったと言わんばかりに頬に手を添えて首を傾かしげて見せる。

　その仕草にそばについていた若い衛士が、ほうとため息を漏らしていた。

　クックック、色っぽいであろう。俺の淑女モードに掛かれば、貴様のような若造などイチコロなのだ。

　……自分で言ってて悲しくなってきた。

「アストが解毒アンチドートの魔法で解除したので、もう害は無いとは思いますが」

「そうですな。罪状を確認するためにも、一人は残しておいた方がありがたかったのは確かですが……子供が毒に侵されたままというのも、可哀かわい想そうでしょうし」

「ご理解いただけて幸いです」

　リビングドールは、命に危険のある薬ではない。

　男たちの罪状を明らかにするためには、一人くらい毒を残した状態で連れてきた方がよかったのかもしれないと主張する衛士長の言葉は、正にその通りである。

　しかし衛士長は迂う闊かつに全員解毒した俺たちを責めず、理解を示してくれた。

「その辺はあの男から話を聞きだせばいいでしょう。どうやらこっぴどく激しい尋問を受けた様子ですし」

　男たちはここまで、下半身剥き出しのまま連行されている。

　それはつまり、俺の保温ウオームの失敗版によって、局部を焼かれた姿を晒さらしているということでもある。

　それを目にして、何があったか想像できないはずもなかった。

「ま、まぁあれは、その、若気の至りと申しますか……、うら若い乙女に性的な発言を放った愚か者の末路ということで」

「ということは、あれはあなたが？」

「うっ……そ、その……はい」

　墓穴を掘った俺は、恥じ入った様子でうなだれてみせる。

　もちろんこれは演技だ。今さら俺が男のアレやコレやを焼き切ったところで、恥じ入るような神経はしていない。

　しかし年頃の少女ならば、ここは恥じ入る場面だろうと想定して、もじもじとした演技をしてみた。

　案の定、そばについていた若手衛え士じは、鼻を押さえて視線を背けていた。

　その顔は大丈夫かと心配してしまうほど、紅潮している。押さえた指の間から少し鼻血も流れていた。

　肩を竦すくめ、恥じ入る乙女の仕草は、若者には少々刺激が強すぎたようだ。

「ハァ、そこのお前。三十分ほど時間をやるから頭を冷やしてこい」

「えっ、それは……その、も、申し訳ありません！」

　やや名残惜しそうにしてはいたが、若い衛士は一礼すると部屋から飛び出していった。

　どうやら頭に血が上り過ぎていたようだ。この姿も罪作りなモノだ。

「すみませんな。若手は美しい女性に慣れていないもので」

「そんな、美しいだなんて。光栄ですわ」

「辺境ですので、町中全員顔見知りみたいなものですからな。あなたのようなお美しい方は若者には刺激が強すぎるのでしょう」

「この町はそんなに人が少ないのですか？」

「ええ。コルキスの危機が去っても、ここが邪竜の現れた場所の近くという事実は消えません。やはりそうなると近付く人も減るわけでして」

「見物に行く人でも増えればいいのですけどね」

「見物……そういう発想はなかったですな。ふむ、護衛をつけて邪竜の巣の見学ツアーを開催するのも面白そうですなぁ」

「まぁ、なんともたくましい話ですね」

　まさか邪竜の巣を見世物にする発想に飛ぶとは、俺も思わなかった。

　俺としては何となく口にしただけだったのに、この町の人間はさすがに神経が太い。

「ああ、そういえばあなたのお名前はまだ聞いていませんでしたな」

「あ、ハウメアと申します連絡先は──」

　適当な宿の名前を俺は告げ、書類に記入させる。

　無論、俺はその宿に泊まっていないため、連絡をつけることは難しいだろう。

　だが何度も呼び出されるのも問題である。それに重要なのはあの男たちであって、俺ではない。

　それに俺の名前がこの国の中枢に届けば、もっと厄介な人間が飛んでくる可能性もある。ここは早々に退散した方がいい。

「事情はよくわかりました。こちらで詳しく調査してみます。詳細を後日ご連絡しますので、しばらくはこの町に滞在していただけるとありがたいのですが？」

「申し訳ありません。急ぐ身の上ですので、それは少し……知人のギルドの登録番号を残しておきますのでそちらに回していただけますか？　私の後見をしてくれている方の番号です。私は根無し草であちこちを彷徨さまよっていますから、確実に連絡がつくのはその方なのです」

「そうですか。そういえば、依頼でファングウルフの牙を獲とりに来たのでしたね。わかりました、詳細はその番号の元にお届けしましょう。逆に再度お越しいただく可能性もありますが？」

「都合が合うようならば、できるだけ早く駆け付けますわ」

「そうしていただけるとありがたいですな」

　この登録番号は、俺ではなくマクスウェルの物だ。これからニコルに届くことはない。

　ハウメア自体、マクスウェルの密偵という設定なので、ここからマクスウェルに辿たどり着いても、不審には思われないだろう。

　それに、俺にとってもこの番号を出した思惑はある。

　後は幻覚がバレないうちにとっととトンズラかますだけだ。後の処理は衛士たちに投げっぱなしにしておけば、エリオットに話が届くことにもなるだろう。

　そう決断すると、俺たちは山に戻ることにしたのだった。




　とりあえず、魔神召喚を企たくらんだ連中を官憲の手に委ねることで、一旦の決着とした。

　何せ今回の騒動は完全に飛び入りである。それにミシェルちゃんたちからもあまり目を離していられない。

　彼女たちは今、危険な場所で野営中であり、そこで護衛についているのはかつてコルティナの命を狙った連中でもある。

　マクスウェルの強制ギアスがあるため、裏切る可能性は極小ではあるが、皆無とは言いにくい。

　今さらマテウスが敵になるとは思えないが、できるだけ早く戻りたかったのだ。

　そんな俺の焦燥を感じ取ったのか、マクスウェルは長いヒゲをしごきながらこちらを覗のぞき込こんでくる。

　今の俺は年頃の女性の姿をしているだけに、その様子は外から見れば、かなり際どい風に見えたかもしれない。

「マテウスたちが気になっておるのかの？」

「ああ。少なくとも一度は俺たちと敵対した連中だ。今のところ歯向かう様子は見せてないが……」

「ワシの屋敷で働いておる様子では、もはや叛はん意いは無いと見てよさそうなモノじゃがなぁ」

「何せミシェルちゃんとフィニアがいるからな。心配の種は尽きないよ。ついでにクラウドも」

「ホホゥ、それはまぁ……」

　マクスウェルはそこで一度、言葉を区切る。まるで言いたい言葉を飲み込むかのように。

　俺はその態度が少しばかり癪しやくに障った。

「なんだよ？　言いたいことがあるならさっさと言え」

「いや、あの寄るな触るなという態度だったレイドが、丸くなったものじゃな、と」

「別にお前たち相手にだって心配くらいはしてたぞ」

「お主の感情表現はわかりにく過ぎるわい」

　失礼なことを言うマクスウェルだが、俺だって木石というわけではない。仲間の心配くらいはする。

　現にコルティナの危機には血相を変えて駆け付けたし、前世でもマクスウェルのお茶ちや目めに乗せられたことがある。

　ただ親しくない人間にとっては、無意識に近付きがたい雰囲気を放っていただけだ。

「まあ、あの連中が悪戯いたずらを仕掛けんとも限らんからな。さっさと戻るのはワシも賛成じゃよ」

「なら転移門ポータルゲートをさっさと出してくれ」

「そう慌てるでない。ここでは人目もあろうよ」

　マクスウェルも姿を変えているが、転移門ポータルゲートの魔法は干渉系の最上位に位置する魔法だ。

　この系統の魔法をここまで鍛えている存在というのは、そうそういるものではない。下手をすればそこから、目の前の男がマクスウェルであるという事実に辿たどり着く可能性もある。

「ならこっちだな」

　俺たちはこの町のことなら、隅々まで知ち悉しつしている。それは万が一邪竜から逃げ出す事態になった後、邪竜の怒りがこの町に向いた時を考えてのことだった。

　もしそうなれば、一刻も早く住民を避難させる必要がある。そしてその場で邪竜を迎撃するか、囮おとりになって別の場所まで誘導する必要もあった。

　そんな事態を想定して、逃げ道や避難路を念入りに調べていた過去があるのだ。

　マクスウェルの手を引き、路地裏に飛び込む俺たち。その前に立ちふさがる二人の人影があった。

　俺はとっさに、魔神召喚を企む連中の別動隊かと警戒したが、肩にマクスウェルの手が置かれたので、糸を飛ばす寸前でなんとか耐える。

「ようよう、おっさん。いい女連れてるじゃねぇかぁ？　ひっく」

「お前、そんな声の掛け方じゃビビっちまうだろぉ？　なぁ、嬢ちゃん、俺らと一杯やろうぜぇ」

　うん、完全に性た質ちの悪い酔っ払いだ。しかも風体からして冒険者ですらなさそう。

　何か景気のいい話でもあって、少しばかり飲み過ぎたというところだろう。

　こんな人間を斬り飛ばしたら、それこそ大事件になるところだった。

「申し訳ありませんが、心配ごとがあって先を急いでいるのです。道を空けてください」

「そんなこと言うなよぉ。何々、心配ごとって？」

　なれなれしく俺の肩に手を伸ばそうとする。その手は俺が躱かわすまでもなく、力なく垂れ下がり──男たちは地面に倒れ伏して鼾いびきを掻かいていた。

「……寝ている？」

「眠りスリープの魔法じゃよ。お主の陰で、ちょちょいとな」

「さすが手早い。というか大丈夫なのか？　一般人に魔法なんてかけて」

「それほど深く眠る魔法ではない。衝撃を受ければ目を覚ます程度じゃ。それにいちいち説得するのも面倒じゃろ。これなら酔い潰れて寝ているようにしか見えん」

「まあ、そうだけどな」

　それにしても……この姿を取ると、見境なく男に声を掛けられている気がする。

　さすがに美少女に設定し過ぎたかもしれない。それに、将来俺がこうなるという保証もない。理想と現実の間には、いつも大きな壁が立ちはだかっているものだ。

「なあ、マクスウェル。この格好だが──」

「実によく似合っておるよ？」

「いや、そういう話じゃなく」

「ほれ、転移門ポータルゲートを開くからさっさと来るんじゃ」

「あ、ああ……」

　バタバタと路地裏の先に進むマクスウェルに、俺は目立つ外見について聞きそびれることになってしまった。

　いや、これはわざとはぐらかされたのか？　なんにしても、この姿になることは多くない。あまり多く変身すると、エリオットが出張ってくる可能性もある。

　ならば多少の目立つ外見くらいは、むしろ目くらましにいいとでも思っておこう。




　マクスウェルの転移門ポータルゲートで戻った俺たちは、何事もなかったかのようなマテウスの迎えを受けた。

「よっ、おかえり。ニコルお嬢さん？」

「変に言葉を取り繕うな、気持ち悪い。なにもなかったか？」

「世はなべて事もなし。ってやつかな？」

「そりゃよかった」

「そっちはどんな感じだったかい？」

「ああ──」

　マテウスは俺たちが夜に抜け出したことを知っている。ならば変に口を噤つぐんでも勘繰られるだけだろうと判断した。

　洞窟を発見した半魔人たちが、そこで魔神召喚を行っていた話を彼らにする。

　それを聞いて、マテウスはガシガシと頭を掻いて息を漏らす。

「まったく、どうしようもねぇ連中だわなぁ。境遇なんてもんはそいつの鏡みてぇなもんだってのに」

「ほう、珍しく含蓄ある言葉を吐くじゃないか」

「そりゃまぁ、俺がそういう見本みてぇなもんだったからな。弱かった時はムシケラ同然、強くなったら恐れられる。実際の経験ってやつ？」

「冒険者なんてのをやっていれば、当然そうなるよな」

　実力本位の冒険者ならば、強ければ大抵のことが押し通ってしまう。まさに力こそ正義の世界だ。

　半魔人として召喚魔法を使えるまでの実力があるのなら、そっちで才能を開花させればよかったのにと思えて仕方ない。

「まあそれも人それぞれか。嬢ちゃんもさっさと寝ちまいな、もう結構遅い時間だぜ？」

「ああ、そうさせてもらおう……悪戯するなよ？」

「そんな恐ろしい真似まねできるかよ!?」

　ライエルにブチのめされたことを思い出したのか、マテウスは血相を変えて否定していた。

　しかしそれはそれで、俺が不細工と言われたようで腑ふに落ちない気分がする。

　まあ、フィニアやミシェルちゃんと比べれば、少々貧相ではあるのだが……

「ま、いっか」

　俺はそう呟つぶやいて毛布を取り出し、それに包くるまって夜を明かしたのだった。




　翌朝、俺たちはマクスウェルの持つシトリ沖合の小島まで戻ってきていた。

　北部三か国連合は少し寒い国で、しかもその北限の山を登ってきたのだから、寒暖の差が激しい。体力の乏しい俺としては、この気温の差は非常に堪える。

「なんだか、生きているだけで疲労しそう」

「それ、死んじゃう？」

「例えだよ。ミシェルちゃんは大げさ」

「ニコルちゃん、今までさんざん心配かけてきたのを忘れてない？」

「うぐっ！」

　まあ、今回ばかりは彼女たちにも気を使わせてしまった。しかし、体調の変化というのだけはどうしようもない。

　水着用の糸の調達という、余計な日程を挟んでしまっただけに、合宿のスケジュールはかなり押している。

　今日の課題は、持ち帰ったファングウルフの牙を加工して、タリスマンの形を削り出し、そこに魔法陣を刻む作業だ。

　この作業を今日と明日、二日以内にやらねばならない。もっとも、すでに魔法陣は俺が設計済みで、後は牙を整形してその図の通りに刻むだけだ。

「ま、まあ、それはともかくとして、今日は素材の加工だよ？　これも冒険者のお仕事の一つだし」

「うぅ、細かい作業は苦手なんだよね」

「わたしもできるだけサポートするから」

「なに、それほど心配することはあるまいよ。失敗しても、この牙の大きさなら多少は余裕があるでな」

　マテウスたちをラウムに送り届けてきたマクスウェルが、気楽そうにそう保証してくれる。

　俺たちが作る分には適当な大きさでかまわないが、赤ん坊に持たせるとなると、大きさもある程度考えねばならない。

　小さ過ぎると飲み込んでしまう危険があるし、大き過ぎると持ち運びに不便だ。

　そのサイズを計算すると、一本の牙で一つのお守りタリスマンを作り、多少余る程度という大きさになる。

　太さで言うと幅三センチほどの棒状、長さは五から十センチの間という感じか。

「結構大きいのですわね、マクスウェル様」

「もっと小さく作ることも可能じゃがの。まあ、これくらいが首にかけるにはちょうど良い。それに小さ過ぎると赤ん坊には危険じゃ」

「飲み込んじゃいますしね」

「成長したら、小さいサイズで作り直してやればよかろう。それができる技量を手に入れてからの話じゃがな」

「あうっ、精進しますわ」

　小屋コテージに戻り、レティーナが順調に墓穴を掘っている間、俺はミシェルちゃんとフィニアに、加工の手順を説明していた。

　学院に通っているレティーナには基礎知識があるが、この二人にはそれがない。詳細に説明せねばならない。オマケでクラウドにも。

　そうして丸一日かけて狼おおかみの牙を削り出し、俺が夜なべでその牙に魔法陣を刻み込む。

　後は魔力を魔晶石に込める要領で流し込めば、完成だ。

　内部に保有する魔力が持つ間、このお守りタリスマンの持ち主をある程度守ってくれる。

　せいぜい薄めの革鎧よろい程度の防御力だが、それでも赤ん坊の危険を大きく軽減してくれるだろう。

　貯ため込んだ魔力が切れれば、俺がまた注入してやればよい。

　これで『俺の贈り物』という体裁が整えられるわけだ。

　そうして順調に目標を達成し、最終日は予備日として想定していたので、もう一度海で遊ぶことにした。

　そうやって季節に似合わぬ日焼けをしてから、俺たちはラウムへ帰還したのである。




　マクスウェルの屋敷で、集めてきた素材を分け、利益を分配する。

　それはいつもの作業で、代り映えのしない光景でもあった。

　レティーナとクラウドがそれぞれの家に帰る。俺もミシェルちゃんとフィニアと一緒に、通い慣れた帰路についていた。

　いつもと違ったのは、俺たちがコルティナの家の前に来た時だった。

「ちょっと、本当に大丈夫なんでしょうね!?」

　家の中から、いつもからは想像できないくらい取り乱した、コルティナの声が響いてきた。

　その声に俺は二人と、思わず顔を見合わせていた。

「な、なんだろ？」

「わかんない。でもコルティナが、あんなに取り乱すなんて……」

「そうですね。いつもは悠然と構えている方ですから、珍しいです」

　ミシェルちゃんが首を傾かしげ、俺とフィニアが疑問を呈する。

　コルティナは基本的に冷静な人間だ。その分、内に溜ため込みやすい性格ではあるが、その冷静さは戦場において大きな武器になる。

　その彼女が、いつにないほど我を忘れ、奇声を上げていた。

「そ、そんなの俺に聞かれても……なぁ、ガドルス、大丈夫だよな？」

「ワシが知るか！」

　続いて聞こえてきたのはライエルとガドルスの声。この二人も、戦場の猛も者さである。

　その二人が狼ろう狽ばいするというのは、本当に珍しい。

　だがその声がヒントになったのか、フィニアはパンと手を叩たたいて歓声を上げた。

「あっ、もしかしたら……」

「フィニア、何かわかった？」

「ええ。ひょっとすると、マリア様のお産が始まったのかもしれません！」

「えっ!?」

　マリアの出産予定には、まだひと月近い日にちが残っていたはず。少し早いのではないだろうか？

「予定日は来月だったよね？」

「少し早く生まれるのかもしれません。これくらいなら充分あり得ます」

「そ、それって大変なんじゃ!?」

「はい。ですので私も行ってお手伝いしてきます！」

　フィニアはいつになく乱暴にドアを開け、荷物を玄関の脇に放り出した。

　物を大切にする彼女にとって、非常に珍しい行動だ。

「わ、わたしもなにか……てつだうこと！」

「ニコルちゃん、落ち着いて！　えっと、えっと……わたし、お母さん呼んでくるね！」

　家の奥に駆け込んでいくフィニアと、自分の家に戻っていくミシェルちゃん。

　それを見て俺は、何をしていいのかわからず、あわあわと挙動不審のまま立ち尽くしていた。




　そしてついに、マリアの出産が始まった。

　俺はそれを聞いて……何をしていいか、やはりわからなかった。

　コルティナの家の玄関口で、手をむやみに動かし左右をおろおろと見回す。無論そこに、誰もいない。

　フィニアは産婆の手伝いに行き、ミシェルちゃんは自宅へ母親を呼びに行った。

　俺は一人……いや、さらに二人、廊下の奥に存在している。

　でかいのと小さいのが。

「ががががガドルス、大丈夫だよな？　な？」

「おおおお俺にわかるわけがなかろう!?」

　俺と同様の仕草で狼狽するライエルと、硬直したように動かず、だが足だけは高速で震えているガドルスだ。

　こういう状況で男はまったく役に立たない。

　奇くしくも合宿出発前にライエルが言っていた通り、ガドルスはまったく役に立っていない。

「ライエ──パパ！」

「おお、ニコル。戻ってきてくれたのか、マイハニー！」

「キモい」

「帰って早々、愛の籠った罵倒をありがとう、ニコル。でも、どうしよう、マリアが！」

「うん、たぶんそうなのじゃないかって。フィニアが行ったし、ミシェルちゃんがお母さんを連れてきてくれるって」

「それは心強い！　彼女たちは英雄だ！」

　ライエルは感謝の言葉を口にし、俺をハグしようと近付いてきたが、俺はその攻撃をするりとすり抜ける。

　そもそも英雄はお前だろうが。そしてそのタイミングで玄関口に新たな影が現れた。

「ほらほら、なぁに突っ立ってるんだい！　六英雄様ともあろう方がだらしない。邪魔だからそっちで待ってな」

　威勢のいい言葉を飛ばして入ってきたのは、ミシェルちゃんのお母さんだ。後ろにはミシェルちゃんの姿も見える。

　かつてはライエルに恩義を感じ、かしこまった態度を取っていたが、今回ばかりは緊急事態だ。その大おお雑ざつ把ぱな態度が今はすごく頼りになる。

　いつもミシェルちゃんに使うような荒い言葉遣いで、ライエルたちを追い払い、居間へと退去させた。

「ニコル様はお湯を沸かしてきてくれるかな？　それと綺き麗れいで清潔な布。たくさん必要だよ！」

「あ、はい！」

「ミシェルも手伝ってきな」

「はぁい！」

　指示を受けて、俺はようやく動くことができた。出産という大事に立ち会い、困惑して何もできなくなるなんて、実に男らしいじゃないか？

　自身の動揺をそう言い訳しておいて、俺は湯を沸かすべく厨ちゆう房ぼうへと駆け込んだのだった。




　翌朝、数時間にも及ぶマリアの奮闘の末、無事赤ん坊は生まれ落ちた。

　性別は破戒神が予言した通り、女の子。つまり妹だ。

　周辺の家に迷惑かけるんじゃないかと思わんばかりの、元気な産声が響き渡っていた。

　俺の時はほとんど産声を上げなかったらしいので、マリアは逆に安心したらしい。

　ベッドの上に横になり、軽く身を起こして赤子に乳を与えるマリアを見て、俺はライエルと並んで安あん堵どの息を漏らしていた。

「あら、おかえりなさい、ニコル。合宿は楽しかった？」

「え、うん。あ、これはお土産」

　俺は赤子用の洗髪剤とお守りタリスマンを差し出し、ベッドの横のサイドテーブルに載せた。

「洗髪剤は身体を洗うのにも使えるらしいよ。それに赤ちゃん以外でも使えるって」

「へぇ。そういえばニコルの髪はいつもキラキラだからわからなかったけど、ミシェルちゃんとフィニアの髪は急にツヤツヤになっているわね」

「でしょ！」

　ベッドから俺の髪に手を伸ばし、マリアが優しく撫なでてくる。

　その手にいつもの力強さは感じないが、死を意識させるような儚はかなさもない。つまり、母子ともに無事出産を終えたということだ。

　みんなの髪は洗髪剤が完成した後、実験として使っていたので、その効果が発揮されているのかもしれない。

　俺にはあまり効果は実感できなかったが、フィニアとミシェルちゃんの髪は目に見えて艶を増していた。

　俺そっくりの綺麗な髪を持つマリアにそう指摘され、照れくさそうに身をよじらせるフィニアと、にへへとだらしない笑顔を浮かべるミシェルちゃん。

「それより見て、ライエルも。この子が新しい家族よ。女の子」

　そう言って、抱いていた赤ん坊の向きを少しずらし、俺に顔が見えるように動かしてくれた。

　その赤ん坊は小さくて丸くて、そして赤くて──

「なんか、しわくちゃ？」

「プッ、ククク……アハハハ！」

　俺の率直な感想に、マリアは身を震わせて爆笑する。その震えが不快だったのか、赤子が身じろぎした。

　それを見て、マリアは笑いを収めていたが……まだ少し身体が震えている。

「ニコルも最初はこんな感じだったのよ？」

「うっそだぁ」

　無論、俺だって生まれた時から……自分で言うのもなんだが、可愛かわいかったわけではないだろう。

　だけどこんな、まるでプラムの漬物みたいな顔はしていなかったはずだ。

「赤ん坊なんて、みんなこんな感じなのよ？　でも新しい家族だって思うと、すごく可愛く見えてくるんだから」

「そんなものかなぁ」

「ニコルはドライだからね。俺はすごく可愛いと思うよ、マリア」

「あなたは口が上手うまいから信用できないわね」

「ひっどいな!?」

　ライエルは大仰に頭を抱えてみせたが、すぐに破顔して娘自慢を始めた。

「ほら見ろ、コルティナ。ニコルの妹だ、可愛いだろ」

　そう言って少々はしたない格好でへたり込んでいたコルティナに、話を振った。

　その横ではカッちゃんもぐんにょりと伸びていた。

　コルティナとカッちゃんは、一晩中マリアの出産に付き添い、場合によっては回復ヒールを使用していたため、疲れ切っていたのだ。

「あー、はいはい。かわいい、かわいい」

「投げやりな反応ね。祝福してくれないの？」

「それは一休みしてからよ。もう疲れちゃって。血とかいっぱい出るし、死ぬんじゃないかと心配で……」

「ゥキュ～」

「あはは、ごめんなさいね。二人目だからもう少し楽かと思ったんだけど」

「それで、その子の名前は？　もう決めてあるんでしょ」

「うん、この子は……ニコルの妹の名前は──」

　そこで一度言葉を切り、ライエルと視線を交わす。

　そして満面の笑みで俺に告げる。

「フィーナ、よ。親友のコルティナとフィニアから取ってね」

　コルティナとフィニアが、マリアの言葉を聞いて目を見開く。

　そして意味を理解した後、フィニアがボロボロと涙をこぼし始めた。コルティナはギリギリ耐えている様子だったが、限界は近いだろう。

　こうして俺に、大事な家族がまた一人増えたのだった。
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　それからおよそひと月。マリアの体調が落ち着いてきた頃を見計らって、ライエルたちは北部の村へと戻っていった。

　マリアの体調が戻りさえすれば、赤ん坊の健康はある程度保障されたようなものだ。

　北部の開拓村では、通いの家政婦も雇っているようだし、学院だのなんだので家を空ける機会の多いコルティナの家よりも寛くつろげるだろう。

　反面、新たな家族であるフィーナが生まれたことで、マリアたちはラウムへやってくる機会が激減していた。

　やはり子育てとなると、そう簡単に出歩くことはできないらしい。

　本来ならばフィニアにも戻って欲しいところだったのだろうが、彼女は俺の世話役としてラウムに残り続けていた。

　このタイミングで俺の初潮が来たことも大きく影響している。

　体調を崩しやすくなってしまったため、世話役のフィニアの存在は重要だとマリアが判断したのだ。

　こちらに足を運べなくなったマリアを気遣い、俺は妹の顔を見るために北の村に頻繁に戻っていた。

　無論、俺一人で帰れるわけがない。この帰省にはマクスウェルの協力を仰いでいる。

「じゃあ、行ってくる」

「はーい。マリアたちによろしくね」

　俺は週末、マクスウェルと共に北へ向かうため、屋敷へ訪れていた。

　コルティナもよく俺と一緒に様子を見に行っていたのだが、今回は学院のテストの採点があるとか言って同行できなくなった。

「本当は私も一緒に行きたかったのだけど……本当に行きたかったんだけど！」

「わかった、伝えとく」

「ほんっとうに行きたかったのに！」

「学院の職務を無視するわけにはいかんからのう」

「この爺じじィが邪魔するのよぉぉぉ!?」

　コルティナはマクスウェルの屋敷で机に縛り付けられ、採点を強要されていた。

「ニコルちゃんの時は顔も見せらんなかったから、今回はきっちり覚えてもらおうと思ったのにぃ」

「その役はワシがやってやるから、安心せぃ」

「納得がいかない！」

　コルティナが机を叩たたいて抗議しているが、彼女とて公私の区別はついている。

　無理について来ようとはせず、俺を見送ってくれた。

　こうしてマクスウェルの転移門ポータルゲートで第二の故郷である村まで戻ってきたのだった。

　懐かしの我が家の門を叩き、両親との挨拶もそこそこに、俺はフィーナの元へ駆け寄っていく。

　生まれた直後はしわくちゃだと思っていたが、綺き麗れいに汚れを拭き取られ、大人しく眠っている顔を見ていると、やはりマリアが言っていたように可愛く感じられる。

　いや、これはもう、天使と言っても過言ではない。

「んふー」

「もう、ただいまくらい言いなさい、ニコル」

「ごめん、ママ。あとただいま」

　俺の作ったお守りタリスマンは、まだ赤子の首にかけるのは危険ということで、赤ん坊用のベッドの脇に吊つるされたままだ。

　何せ赤ちゃんは目を離すと何をするかわからない。

　目を離した隙に寝返りを打てるようになったりしたら、首にかけた紐ひもで窒息する可能性だってある。

　このお守りタリスマンが活躍するのは、もうしばらくしてからになるだろう。

「そういえばパパは？」

　ここ最近はフィーナのこともあり、仕事を休みがちにしているライエルの姿が見えない。

　元々この村の衛え士じ長を兼任していることもあり、使える人手はかなり多い。それを利用してかなり時間を自由に使えるはずなのに、珍しい。

　その分モンスターが現れたら、真っ先に呼び出されるため、自由な時間が多いのか少ないのか微妙なライエルだった。

「ああ、それならエリオットに呼び出されて、トライアッドに行ってるわ」

「首都に？」

　北部三か国連合の首都、トライアッド。旧トライアッド王国の王都を、三か国連合の首都にそのまま流用した街だ。

　ここからかなり遠いため、迎えに転移テレポートか転移門ポータルゲートが使える魔術師を寄よ越こしたのだろう。

「ええ、なんでも聞きたいことができたとか」

「聞きたいこと……？」

　エリオットがライエルにとは珍しい。正直ライエルは俺に近いほど脳筋なので、相談事にはあまり向いてないはずだ。

　それなのに呼び出すということは……

「また縁談話？」

「それはないわ。ニコルには残念かもしれないけど、エリオット君は今も意中の人にぞっこんらしいわよ？」

「残念じゃないし」

「そうね、ニコルにはクラウドくんがいるし」

「眼中にないし」

　この脳内恋バナ脳天気め。俺は男には興味がないのだ。

　いい加減、その辺を悟ってほしいものである。

「やれやれ。ニコルはまだまだ恋よりお友達かぁ。ひょっとしたら初恋はフィーナの方が早かったりして」

「その可能性は充分にある」

「母親としては否定してほしかったのだけれど？」

「ごめんね？」

　残念だが、俺がマリアの孫を産むという未来は、永遠に訪れないだろう。

　可哀かわい想そうだが、それが自然の摂理である。いや違うか。

　ともかくそういった面から見ても、フィーナが生まれたという事実は大きい。

　俺は男に戻るつもりなので子供を産むことはないだろうが、フィーナが代わりにマリアとライエルの血を後世に残してくれるはずだ。




　今日は週末なので、俺はこの村に一泊していくことができる。

　マクスウェルはコルティナを放置するわけにもいかないので、一旦ラウムへと戻っていった。

　散々フィーナの遊び相手を堪能し、ホクホク顔で『コルティナにいい土産話ができたわぃ』と言って帰っていったので、おそらく今頃は嫉妬にまみれた拳を受けているはずだ。

　まぁコルティナならば、やり過ぎるということもあるまい。

　そうして久しぶりの我が家を堪能し、日が暮れてから、ライエルは戻ってきた。

　送迎の魔術師が俺たち家族に一礼して帰っていくのを見送る。

　マリアは茶の一杯も振舞おうとしていたのだが、それは丁重に断られていた。

　屋敷に戻ったライエルは、非常に難しい顔をしている。

　これはエリオットと俺の縁談話を聞かされた時に匹敵する不機嫌さだ。

　もちろんマリアも、その気配は充分に感じ取っていた。

「あなた、どうかしたの？」

「ん、ああ……そうだな、お前も無関係ではないか」

　そう一拍置いてから、ライエルは王宮で聞かされた話を俺たちにした。

　それは俺にとって、身に覚えがありすぎる話だった。

　つまり……邪竜の巣で魔神召喚を企たくらんだ一派がいるという話だった。

「邪竜の怨念を利用した魔神召喚ねぇ。不穏なことを考えるものだわ」

「しかも半魔人を主とした連中らしい。北部で頻発している誘拐事件は、彼らが起こしているものだそうだ」

「それは……更生してほしいとは思うけど、そうはいかなそうね」

　奴隷売買ならばともかく、誘拐や魔神召喚にまで手を染めているとなると、かばいようがない。

　マリアもそれを察して、悲しげな目をして顔を伏せていた。

「誰もがレイドのように、差別を跳ね返せるというわけではないということか」

「そうね。彼は偉大だったわ」

　やめてくれ、正直お前らに持ち上げられるのは背中がむず痒がゆくなってくる。

　それに暗殺者にまで身を持ち崩した俺の、どこが偉大だというんだ。

「それと、その情報を持ち込んだのが、どうやら『ハウメア』という女性らしい」

「ハウメア……確かコルティナがレイドの生まれ変わりって疑っていた？」

「ああ、しかも彼女が提示した冒険者ギルドのナンバーはマクスウェルの物だったらしい」

「それはもう、なんていうか……レイド確定ね」

「そうだな。マクスウェルには問い詰めないといけないな」

　ライエルはしかめっ面をした後、嬉うれしそうに破顔した。マリアもそれに追従する。

　二人は嬉しそうに、微笑ほほえみ合う。俺が生まれ変わったのを心の底から喜んでいるらしい。
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　よくある冒険者たちが集う酒場。その門を開き、一人の少年が入ってきた。

　忙しく酒を配っていた給仕の少女が少年に気付き、気安い態度で話しかける。

「いらっしゃいクファル君。今日はゆっくりなのね」

「こんにちは、リジスさん。連中はもう来てます？」

「ええ、いつもの席よ。注文は決まってる？」

「いつものでお願いします」

「了解、すぐ持っていくわ」

　年の頃は十五歳くらい。同じくらいの年ということで、給仕の少女とはそれなりに仲良くやっている。

　たまにそれを冷やかす冒険者もいるが、彼は波風立てずにそれをやり過ごしていた。

　少年──クファルは店の奥に向かい、そこにたむろする数人の冒険者と相席する。

　テーブルには、昼間だというのに、早くも酒を呷あおっていた男たちが三人。剣や杖つえといった装備をしているが、共通しているのは頭に帽子やバンダナといった装飾品を着けていること。

　そして、いずれも冒険者として熟練の雰囲気を放っていた。

「よう、今日は少し遅かったな」

「ええ。ちょっと重要な情報を受け取っていたので」

　クファルが席に着くと、さっそく会話を始めた。

　彼が所属する仲間たちとの会話なので、そこに違和感は存在しない。

　しかし、彼らは周囲をしっかりと警戒していた。まるで雑踏に会話をまぎれさせるかのように、声を潜めていた。

「重要な話か？」

「はい。例の巣に向かった連中が捕縛されました。まあ下っ端だから重要な情報は与えていない連中でしたが」

「あいつらか。駒を揃そろえることもできんとはな」

「餌が五つでは、どのみち大した獲物は釣れんだろう。放置しても構わんと思うが？」

　口々に少年の話に反応を返す男たち。だがそこで、一斉に口を噤つぐみ、話を止める。

「おまたせー、クファル君のオレンジジュースと、鶏とりの塩焼きね。サラダは後で持ってくるよ」

「ありがとうございます。これでやっと腹はら拵ごしらえができる」

「もっと早く起きないから」

「ごめん、朝は弱いんだ」

　料理を運び、けらけら笑いながら離れていく給仕の少女。

　彼女が充分に離れたのを確認して、再び会話を再開した。

「……こんなところで会合を開いて良いのか？」

「『こんなところ』だからこそ、誰も注意を払わないんですよ。『あの場所』も頻繁に利用すれば、さすがに人目につく」

「まあいい。それより下っ端が捕まったのはわかるが、それほど重要なことか？　機密は何も持っておらんのだろう？」

　男の一人が酒で舌を湿らせながら、反論する。

　酒を呷ってはいるが、その眼めは理性を宿している。今までの様子は、酔いどれている演技をしているだけだったらしい。

「それ自体はさほど。ですが捕縛者が問題なんですよ」

「捕縛者？」

「ハウメアという女性だそうです。かなり美しい女性だそうですが、問題は彼女が提示したギルド証の番号でして」

「偽物だったのか？」

「いえ、他人の物だったんです。それも──」

　そこでクファルはさらに声を潜める。

　この行為は本来なら目立つ行為ではあるが、こういった冒険者の集う酒場では、他人に聞かれたくない話をこうして話すことが多い。

「六英雄、マクスウェルの番号だったんですよ」

「マ──!?」

　話を聞き、男は思わず叫びそうになるが、すんでのところで自身の口を押さえ、自制した。

　それでも、その顔には驚きよう愕がくが浮かんだままである。しかし店内の喧けん噪そうは、男の驚愕を周囲に悟らせなかった。

　クファルは再び体勢を戻し、何事もなかったかのように食事を再開する。そんな彼に、正面に座っていた『酔いどれ』が問い返した。

「……本当なのか？」

「ええ、間違いなく。どうやって嗅ぎ付けたのやら」

「あの老いぼれ……いや、奴やつが動くということは背後に『軍師』がいてもおかしくないか」

「その可能性は高いですね。ハウメアという女性は、おそらく『老いぼれ』の手駒でしょう」

「ピンポイントで召喚の場を押さえたということは、ひょっとするとこちらの動きを察知している可能性があるな」

「ありえますね。あの『軍師』なら」

　クファルの同意を得て、三人は深刻な表情を浮かべた。

　ストラ領の元領主クレイン・ストラ＝サルワがコルティナ暗殺を目もく論ろみ、そして失敗したことは、彼らの情報網にもかかっていた。

　彼らの行動は完全に内輪のみで完結している。それなのに情報が漏れるということは……

「……内通者の存在」

「そうですね。そして、そうなってくると、リリスでの『商人』の不幸にも関わってきそうです」

「一度、内部を徹底的に調査してみないといけないか」

「それと敵の動向も探る必要があります。このハウメアという女性を探っているのは、どうやら僕たちだけじゃないようなので」

「他にも対抗組織があるということか？」

「ええ、なんと王宮が動いているそうですよ？」

「お……国家機関ならともかく、国王自ら動いているというのか!?」

「まったく困った状況です」

　溜ため息いきを吐つき、クファルは鶏ヒナの塩焼きを口に運ぶ。少々冷めてしまったが、火を通し表面の脂をさっと落とした鶏肉はさっぱりした口当たりを残している。

　それでいて噛かむと肉汁があふれ出てくるのだから、この店の料理人の腕が推し量れるというものだ。

「とにかく、しばらくは目立った活動は自粛しましょう。それと内部監査を厳密に。並行してハウメアという女の調査。『老いぼれ』と『軍師』の動向の確認。やることがいきなり増えてしまいましたね」

「仕方あるまい。まだ表立って動くには、手駒が少なすぎる。それと国王自ら動いているなら、その真意も調べておきたいな」

「王宮内部には、まだ『協力者』はいないんですよ。前回の『伯爵』が失敗したので」

「せっかく『辺境伯』に渡りをつけてやったというのに、あの無能が」

「まあ、こちらは本命とは違いますから、どうでもいいです」

　国王が死ぬ、そして簒さん奪だつが起きる。そういった一連の事件で、この国の治安は大きく乱れる。

　そして乱れた治安は、生いけ贄にえを集めるのに非常に都合のいい世界だ。

　だから彼らはクレインにタルカシールを焚たきつけてみたのだが、上手うまくはいかなかった。それはそれで、今まで通りの行動を維持すればいいだけなので、問題はない。

　だが国王の周りの警戒が強くなったのは、少し面倒だとクファルは感じていた。
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　ニコルは実家で泊まっていくことになったので、マクスウェルは一人ラウムへと帰還することになった。

　彼女の中身がかつての仲間だと知っていても、幼い子供を親元から引き離すというのは、精神的にも負担になっている。

　こういった機会に家族と接してみせるのも悪くない、そう考えていた。

　自己満足であることは自覚しているが、それでもマクスウェルは何となく良いことをした気分に浸り、自宅の門を開く。

　その玄関口には……コルティナが仁王立ちになって待ち受けていた。

「うおぉぅ!?　なんじゃ、コルティナか。驚かすでないわ」

「なんじゃ、じゃないわよ。報告書、届いてるわよ。書斎に置いといた」

「報告書？」

　一瞬訝いぶかし気げに首を傾かしげそうになったが、それが先日の魔神召喚に関する話だと気付き、慌てて書斎へ駆け込んでいく。

　ハウメアという名の女性がマクスウェルに届けるように指示した報告書。それがコルティナの目に触れるのは、さすがにまずい。

　書斎に駆け込み、部屋の鍵を掛けて封書を開ける。

　中に入っていた書類には、召喚者の男と取引のあった奴隷商人のリストが列記されていた。

「ふむ……複数の奴隷商から生贄を用意しておったのか。いくつかは捕らえたようじゃが……」

「マクスウェル、話があるんだけど？」

「ふぉっ!?」

　唐突に聞こえてきたコルティナの声に、マクスウェルは文字通り跳び上がった。

　部屋の鍵を掛けておいたはずなのに、という疑惑が湧きあがる。だが、コルティナとてある程度の魔法は使用できる。

　この部屋の鍵くらいなら、開錠アンロックの魔法でどうとでもなるだろう。あの魔法は初級から中級の間くらいに属する魔法で、コルティナも習得していた。

「なんじゃ突然。驚かせるでない、ワシの寿命が縮んでしまうではないか」

「今さら未練もないでしょ。それより話はメッセンジャーから聞き出したわよ？」

「うっ」

　ギルドのメッセンジャーでは、詳細な内容は知らないはず。しかし、誰がこのメッセージを出したかまではわかる。

　ハウメアを経由してマクスウェルに届いた情報。コルティナがレイドと疑っている相手だ。

「やっぱりハウメアって女とまだ繋つながっていたのね？」

「ああ、その……」

「一つ教えて。彼女はレイドの生まれ変わりであってる？」

「うぬぅ……」

　マクスウェルは煩はん悶もんした。まずコルティナの心情を慮おもんぱかってみれば、ここでノーと答えるのは、あまりにも不ふ憫びんだと思ったからだ。

　それに、ハウメアはニコルの変装であり、それはすなわちレイドの生まれ変わりという推測は当たっていることになる。

　だが肯定してしまえば、彼女の想おもいはさらに募ることになる。名乗り出ることができない現状、それはそれで哀れだった。

「その……あっておるとも言えるし、無いとも言えるというか」

「私だってバカじゃないわ。レイドにも都合があることくらいは理解してる。そもそも女に生まれ変わったくらいじゃ、会えない理由としては弱いもの」

「そうかの？」

「知ってる？　アイツってば、人の胸を見て『そんな肉、無くても動きに支障はないだろう』って言いやがったのよ？」

「あー、それはきっと、冒険者としての意見を──」

「それはわかるけどね。そもそもデリカシーってものが欠片かけらもないのよ。そんなアイツが、女になっただけで名乗り出られないなんて、考えられる？」

「そ、それはどうかのぅ？」

　そもそもそれだけだったら、マクスウェルとて同意できた。だが現実はライエルとマリアの娘というオマケがついている。

　レイドが名乗り出られない心情も、大いに理解できていた。

「あやつにもあやつの考えがあるんじゃろうて」

「そんなのはどうでもいいのよ！」

　ガンと横にあった壁を殴りつけるコルティナ。突然の激げき昂こうに、マクスウェルは思わずたじろぐ。

「私の気持ちはどうなるのよ！　もうずっと待ってるのに──」

　伏せた彼女の顔から、光るものが流れ落ちる。それを見て、マクスウェルもある程度覚悟を決めた。

「……今は詳しいことは話せん。その事情は察してくれ。じゃが、それ以外は……お主の推測通りとだけ言っておこう」

「じゃあ、レイドは……？」

「生まれ変わっておるし、お主が言う通りそばにいる。名乗り出られんのはあやつの事情じゃ」

「今もあなたと連絡を取りあっているのね？」

「あれほど有能な人材を手放すものか。あやつは自己評価が低いようじゃが、斥候から暗殺まで自在にこなせる人材が、どれほど貴重じゃと思っておる」

「それは私も身をもって知っているわ」

　かつて六英雄として組む前は、お互い敵国同士の存在だった。

　特に軍を率いるコルティナは、アレクマール剣王国にとって目の上の瘤こぶ。レイドが依頼を受け、その暗殺に向かったケースもあった。

　そしてコルティナはその危険を察知し、身代わりを使って何度も難を逃れた経験がある。

「でも……いえ、ごめん。ちょっと取り乱しちゃった」

「いや、気持ちはわかるとは言えんが、まあその、なんだ。希望は捨てずにの」

「わかってるわよ。あいつが生きているとわかってるのに、くよくよしてらんないもの。さっきのは全然進まない現状に苛いら立だっちゃっただけ」

「そういうことにしておこうかの。では、改めて新情報じゃ」

　マクスウェルはそう言うと、手元の報告書をコルティナに見せた。

　ハウメアの関与が知られた以上、隠すべき情報はここにはない。

「奴隷商？　それに……魔神召喚!?」

「お主にとっても、他人ひとごとではなかろう？」

「ええ、しかもまた半魔人が絡んでる。あの時と同じね」

「半魔人そのものが悪いというわけではないじゃろうが、やりきれんのぅ」

「人だろうが、獣人だろうが、半魔人だろうが……子供を生贄にしていい理由にはならないわね」

「そうじゃな。こっちも引き続き調査させておく」

「あと……エリオットからのハウメアの所在についての質問？　そんなのはこっちが知りたいわよ」

「あいにくとワシも知らん。名目上は国外追放じゃからな」

「行く先々であんたの権威を笠かさに着て好き勝手してるってわけ？」

「う、うむ。まぁ、そんなところ……じゃと思う」

「気楽なモノよね、あのバカ」

　コルティナの想像上では、レイドは女に生まれ変わり、北部三か国連合を気楽に旅をしているらしい。

　実際のレイドは辺境の村で、生まれたばかりの妹に締まりのない蕩とろけた顔を見せているのだが、それはコルティナの知るところではなかった。




　　　　[image: くぎり]




　久しぶりの自宅で一泊し、翌朝になっても俺はフィーナに張り付いていた。

　俺にとって前世も含めて、本当の意味の家族を得たのだから、この行動も無理は無かろう。

　前世は孤児院育ちだったし、今世の両親は昔の仲間。家族と呼ぶには何かが微妙に違う。

　その点、フィーナは紛まごうかたなき俺の妹だ。

　その妹は真新しい赤子用のベッドですやすやと眠っている。

　俺はその脇に座り込み、安らかな寝顔をただひたすらに見つめていた。

　マリアが言っていたように、最初はしわくちゃに見えたフィーナだが、汚れを落とし数日もすればその姿は驚くほど愛らしく変貌していた。

　まさに天使の寝顔というべき愛らしさだ。

　思わずそのぷくぷくとした頬ほおに指を伸ばし、感触を楽しんでしまう。

「ニコル、あまり触ると起きちゃうわよ？」

「ん、もうちょっとだけ」

　フィーナは俺の安眠妨害も気にせず、ただひたすらに眠っている。それをいいことに俺は柔らかな感触を思う存分に堪能していた。

　マリアはそんな俺に向けて注意を飛ばしていたが、無理に止めるような真似まねはせず微笑ほほえんで見逃してくれている。

　つまり、まだ安全圏ということなのだろう。

「んふー♪」

　寝顔を眺めているだけなのに、顔がだらしなく崩れていくのを自覚する。きっと他人が見れば、それはもう蕩けそうなくらい、やに下がっていたことだろう。

　すると、俺の指が気になったのか、フィーナは俺の指先に手を持ってきて、きゅっとそれを握りしめる。

「ママ、ママ！　フィーナがわたしの手を握った！」

「そう、よかったわねぇ」

　慌ててマリアに報告したが、彼女は暖炉脇のソファで寝そべったまま、起きようとはしない。

　やはり出産という難事を成し遂げたことで、少し身体からだが弱っているのだろうか？

　いつもならば家のことを何かとこなしているはずなのだ。

　一応マクスウェルが女王華の蜜をマリアに渡して、滋養強壮に励んではいるはずなのだが、その効果も一朝一夕には現れないというところか。

　俺のように生命の危機があるほどの衰弱ではなさそうなので、そこは安心である。

　フィーナは俺の指先を握りしめ、しかし何をするでもなくそのまま眠っている。

　俺もまた、そんなフィーナの手を振り払ったりせず、そのままの体勢で寝顔を見つめ続けていた。

　どれくらいそのままでいただろうか。実際は三十分かそこらかもしれない。それほどの時間が経たった頃、玄関口で呼び鈴が鳴る音が聞こえてきた。

「あ、お客さんだ。見てくる」

「そう、お願いね」

　四六時中赤ん坊の世話ができるほど、マリアは回復していない。なので通いの家政婦には毎日来てもらっている。

　だが、今日は俺が帰ってくるということもあって、家族水入らずで楽しむため休みを取ってもらっていた。

　もっとも、今日はライエルも衛え士じの仕事に出ていて、不在なわけだが。時間に余裕のあるライエルと言えど、近隣にモンスターが出たと聞いては、家でサボるわけにはいかない。

　俺が玄関まで迎えに行くと、ドアを開いてマクスウェルが入ってきた。

　奴やつならば家族同然なので、出入りもほとんど自由だ。

「いらっしゃい、マクスウェル。フィーナの顔見ていく？」

「最初の一言目がそれか。まったくお主ときたら……」

「どうかしたのか？」

　いつになく不機嫌そうに鼻を鳴らしたマクスウェルに、俺は妙な危機感を覚えた。

　なんとなく、このままでは藪やぶをつついて蛇を出しそうな悪寒だ。

「まあよい、とりあえずマリアの様子を見てからお主の妹にも挨拶していくかの」

「ああ、ぜひそうしてくれ。言っとくけど、すっげー可愛かわいいぞ」

「完全に魅了されておるの。まあ気持ちもわからんでもないが」

「うちの妹は天使だから仕方ないな」

「その発言、ライエルそっくりじゃな」

　マクスウェルの発言に、俺は思わず硬直した。

　いや、確かに血の繋つながりは存在するが、中身が俺なのにそれでも奴と似るということはあるのだろうか？

「それとマリアと少し話がしたい。お主にも聞かせたいのでそばにいてもらえるかの？」

「あ、ああ……ならフィーナを見てる振りして話を聞いておくよ。マリアは今、暖炉の前で横になっているから」

「そうしておいてくれ」

　それからマクスウェルは、北部三か国連合に巣食う過激思想の連中の話をした。

　そいつらは人身売買のルートとも関係を持っていて、そういった組織から生いけ贄にえの子供を調達していることなどを俺も脇で聞いていた。

「この北部に関してだけ奴隷商が多いのは、最も邪竜の被害を受けて治安が悪いからだと思っていたけど……そういう連中がいたのね」

「うむ、どうもかなり悪質な連中らしいな。それと──エリオットが動いておってな」

「エリオット？　ああ、ハウメアって人のことね？」

　かつてエリオットがハウメアに惚ほれ込んでいた一件を思い出し、マリアは察しよく事情を悟る。

「そうじゃ。一応あやつはワシの駒じゃから、あまり深入りしてもらえんと助かるんじゃが」

「それをライエルに進言してくれと？」

「まあ、ライエルも王宮に向かう機会は少ないのじゃが、それでもワシよりは多いじゃろ？　機会があれば言っておいてくれると助かる」

「それにしても、やはりコルティナが言う通り、彼女はレイドの生まれ変わりなのね」

「あやつもいろいろと思うところがあるようでな。しばらくは姿を見せんと決めておるようじゃが……」

「それはコルティナにとって惨むごいことだと思うわ」

「ワシも多少はそう思っておるよ」

　そう答えると意味ありげな視線をこちらに向けてくるマクスウェル。

　その想おもいは俺も理解できる。だが応えることは今のところできない。

　コルティナに真実を話せない状況に悲しみを覚え、俺の表情も知らず歪ゆがんでいく。

　俺だって、できるならコルティナの前に姿を現したい。しかしそれを知ったらライエルとマリアはどう思うだろう？

　自分の娘がかつての仲間だったら？　なら本来生まれてくるはずだった娘はどうなったのか？　そんな疑問が湧かないはずがない。

　その時、自分を娘として見てもらえるかは、甚はなはだ疑問だ。

　ライエルやマリアに、家族として見てもらえない。そんな未来を想像すると、恐怖で背筋が凍る思いだった。

　それを隠すかのように、仲間たちに背を向け、フィーナの頬をつつき続けていたのだった。
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　邪竜討伐の旅を続け、北部の三か国の領土に入って、しばらくになる。

　そこで俺たちは最大の問題にぶち当たっていた。

　この問題には、大魔術師マクスウェルも、死神と呼ばれた軍師も、解答を導き出せずにいる。

　言うまでもなくマリアやライエル、ガドルス、もちろん俺もその答えを知る由もない。

　それほどの難問……それは──

「邪竜ってどこにいるんだ？」

「知らねぇよ」

「知らん」

「ワシも心当たりがないのぅ」

「ごめんなさい、私も知らないわ」

「私が知ってるはずないじゃない」

　ライエルの問いに、次々と返ってくる答えは、何とも頼たより甲が斐いがない。

　とはいえ、俺たちは三か国より遥はるかに南の出身者ばかり。土地勘がないのは仕方ないところである。

　だからと言って、放置しておくわけにもいかない問題だった。

　北部を荒らしている邪竜なのだから、北部にいることはわかっている。

　わかっているが……北部は広い。あまりにも広過ぎる。

　どこに向かえばいいのか、まったくわからない。

「北部を彷徨さまよってりゃ、そのうち会えるかもしれねぇが……」

「邪竜と不意遭遇戦なんて、勘弁してもらえる？」

「いくらなんでも、勝てる気がしないな」

「奇襲を守り切るのは、さすがに難しい」

「ワシ、ポックリ逝くかもしれん」

「だよなぁ」

　続けざまの反論に、俺ももっともだと頷うなずき返す。

　しかしマクスウェルがその程度でショック死するとは俺も思えないので、それだけは却下だ。

「ともあれ、情報収集せにゃならんな」

「近場に集落があるから、そこに立ち寄ってみるかの」

「じゃあ、今日はベッドの上で寝られるのね、やった！」

　マクスウェルの言葉に、コルティナがピョンと跳ねて喜びを表明する。

　彼女は仲間たちの中でも特に体力がない。

　長い旅を続けるのは、かなりきついはずだ。

「わかった。とりあえず俺が情報を集めてくるから、お前らは宿で休んでてくれ」

「え、あんたがぁ？」

「レイドは愛想が悪いから心配よねぇ」

　俺の気遣いは、女性陣二人から盛大にダメ出しをされてしまった。

　まぁ確かに、なぜか女性が視線を逸そらすくらいキツイ目つきをしている自覚はある。

「失礼な。俺だって女性と話くらいできる。とりあえず後ろにライエルを控えさせておけば、話は聞いてもらえるんだ」

「それって、ライエルに気を取られてるだけなんじゃ？」

「言うな」

　逸らされた視線の先にライエルのような美男子がいれば、口も軽くなろうというものだ。

　例によって口論を始めた俺とコルティナを止めるべく、マクスウェルはパンと手を叩たたいた。

「ほれほれ。ここで口くち喧げん嘩かをしていても始まるまい。とにかく町に辿たどり着かねば、話にならんじゃろ」

「そうだった。爺じいさん？」

　俺の疑問は、マクスウェルが目的地に転移テレポートできるかどうかを尋ねる物だった。

　その疑問を察し、マクスウェルは小さく首を振る。

「さすがに辺境の小さな町まで足を運んだことは無いわい」

「ってことは歩くしかないわけだな」

「とほほ。まだしばらくは歩く必要があるのね」

「身体能力自慢の獣人族とは思えない言葉だな」

「猫人族は瞬発力自慢なのよ。特に私は同族よりも身体からだが弱いし」

　コルティナは猫人族としては身体能力は高くない。だからこそ幼少期より本に親しみ、多彩な知識と柔軟な発想を手に入れることができていた。

　それを考えると、本当に運命とはどう転がるかわからないと感じる。

　もしコルティナが他の猫人族並みの身体能力を持っていたら知に親しむこともなく、こうして俺たちと旅することも無かっただろう。

「とりあえず頑張るから倒れたら後はよろしく」

「そこまで頑張る必要は無かろうて。ほれ──」

　マクスウェルはコルティナに浮揚レビテートの魔法をかけ、宙に浮かせる。

　次にその腰にロープを結び、反対の端をライエルに持たせた。

「これでライエルに牽ひいてもらえば、歩く必要はないじゃろ」

「マクスウェル……いくら何でもこの扱いは無いわ……」

　がっくりと項うな垂だれるコルティナをライエルが上機嫌で牽いて行く。

　それは田舎の子供が虫を括くくり付けて歩く遊びみたいに見えて、コルティナには悪いがあまりにも滑稽だった。

　しかし俺としては、それだけで済まない要素がある。

「へぇ……」

　感嘆の声を上げたのは、コルティナの足音が一切しなかったからだ。

　もちろん宙に浮いているのだから当然なのだが、この状況は使い道がある。

　そういえば俺は、罠わなや格闘戦の訓練ばかりを積んできており、魔法に関してはあまり力を入れていなかった。

　もちろん師匠であるアストも魔法が使えるため、基礎訓練を行ったこともあるのだが、一言『お前には才能がない』と断じられて以降、魔法にはかかわってこなかった。




　町に着いた俺たちは宿を確保した後、すぐさま邪竜に関する情報を集めて回った。

　そして住すみ処かの情報に関しては、あっさりと成果を上げることができた。

　そもそも邪竜は絶対的な強者であり、自身の住処を隠す必要すらない。

　侵入してきた者には容赦のない制裁を加え、命を脅かされる可能性すら極小なのだから。

　ということもあり、俺たちはあっさりと邪竜がサイオン連峰を根城にしていることを知ることができた。

「というわけで、ここからサイオンに向かうことになるわけだが」

「サイオンか……結構遠いな」

「まぁ、こっちにはマクスウェルの爺さんがいるからな。距離に関してはどうにでもなりそうだ」

　ここまでの旅で、マクスウェルの使う魔法の汎用性は、身をもって思い知っている。

　魔法という超常の力は、様々な場面で活用が可能だ。

　俺は今まで一いつ匹ぴき狼おおかみの暗殺者だったが、この旅で魔法を使える仲間たちから、その力を存分に見せつけられている。

　ここは俺も、魔法について真剣に学ぶべき時期に来ているのかもしれなかった。

「幸い、ここにはその道の一流どころが揃そろってるしな」

「ん？　どうかしたのか、レイド」

「ああ。実は今後も見据えて、俺も魔法を覚えるべきじゃないかと思ってな」

　その言葉にマクスウェルだけでなく、ライエルやガドルスも顔を見合わせる。

　彼らも武力一辺倒の存在で、魔法に関しては素人だったからだ。

「ここには爺さんもマリアもいるし、おまけでコルティナもいるだろ？　魔法を学ぶにはいい環境かと思ってな」

「なるほどのぅ。確かに邪竜と戦うなら、採れる手段は一つでも多い方が良いか？」

「そうね。レイドやライエルが魔法を使えるなら、それだけで戦術の幅が広がるわ」

　コルティナの賛成もあって、急きゆう遽きよ魔法教室が開かれることとなった。

　とはいえ、すでに聞き込みなどで日も落ちている。

　ことは翌朝ということになり、その日は食事をしてから身体を休めることとなったのである。




　翌朝になって、マクスウェルによる魔法講座が開かれた。

　場には俺だけでなく、ライエルやガドルスの姿もある。

　特にガドルスはあまり乗り気ではなかったのだが、『今後が楽になる』とコルティナに諭された結果である。

　このメンバーで、女性陣に歯向かえる者はいない。特にマリアに。あの正座はもう二度と御免である。

「さて、まずは体内の魔力を感じ取るところから始めてみるかの。知識を積みあげるのは後からでもできるからのぅ」

「魔力とか言われても、なぁ？」

「俺ら、魔法とは縁遠い生活してたからな」

「性に合わん」

　マクスウェルの言葉に、俺たちは各々の主張を返す。

　いきなり魔力を感じろとか言われても、縁遠い生活をしてきた俺たちにとっては難しい話である。

　性に合わないと切って捨てたガドルスは、問題外である。

「うぅむ、ワシらエルフは幼い頃から魔法に親しんできたからのぅ」

「俺たち脳筋だからな」

「ライエル、俺を一緒にするな」

「脳筋、違う」

「ガドルスは何で片言なんだよ？」

　明らかに熱意の無いガドルスは別として、俺たちはとっかかりになる第一歩すら踏み出せずにいた。

　それを悟ったマクスウェルは、まず魔力を感じる訓練に勤いそしむことにした。

「ともあれ精神の集中はあらゆる行為の基礎になる。まずは瞑めい想そうして心を研ぎ澄ませることから始めようかの」

　宿の床に三人並んで座り込み、足を組んで目を閉じる。

　視界を閉ざすことでそれ以外の感覚が鋭くなる気がする。これは師匠との修業時代にも行っていた。

　それは俺だけでなく、ライエルやガドルスも同じだったようだ。

　隣の二人の気配が急激に上昇していくのを感じ取っていた。

「……ほぅ？」

　それはマクスウェルも感じたのか、感心するような声を漏らす。

「なるほどの。前々からライエルとガドルスのタフさには疑問を持っておったが、そういうことか」

「ん？　どういうことだ？」

　自分のことが話題に上がったので、ライエルが反応した。

　それにマクスウェルは呆あきれた声を返す。

「やはり自分では知覚しておらなんだか。お主たちは自分のタフさが常人とは違うことくらいは知っておるじゃろ？」

「ああ」

「それは無自覚に己の肉体を強化する魔法を使用しておるのじゃ」

「本当か!?」

　自分が魔法を使っていたと知らされ、色めき立つライエル。

　やはり特殊な教育を受けた結果使える魔法という存在に、憧れているところはあったらしい。

「魔法……と呼ぶには少し足りんか？　体内で作った魔力を肉体強化に使う魔法があるのじゃが、その前段階と言うべきか……」

　術式を組むまでは行かない魔法の存在に、マクスウェルは言葉を濁す。

　しかし、ライエルのバカげた体力や、ガドルスの桁外れの頑丈さは魔力の影響によるところが大きかったのか。

　俺とは耐久力が違うはずだと納得した。

「それに対して、レイドは魔力の練りがほとんどできておらんの？」

「ぐっ、これでも集中はしているんだぞ」

「おかしいのぅ。普通なら多少は反応があるはずなのじゃが」

「そう言われてもな……」

　俺の言葉にマクスウェルは少し考えこんだ。

　しばらく顎に手をやって思案していたが、唐突にポンと手を打ち、宣言する。

「少し思い当たることができた。確かめるために一旦ラウムに戻ってくるわい」

「は？」

　突然の帰還宣言に、俺はもとより、コルティナやマリアまでポカンと口を開く。

　しかしマクスウェルはそれに答えることなく、姿を消してしまった。

　魔法の起動速度が尋常ではない。やはり精鋭六人に選ばれるだけのことはある。

　しばらくして戻ってきたマクスウェルは、一枚の石板を手にしていた。

「なんだその板は？」

「これは魔力を測定する魔道具の一種じゃよ」

「それで？」

「まぁ、『謎は一目見れば明かされる』とも言うじゃろ」

　一目瞭然を示す故事を持ち出し、俺の手を強引に石板に押し当てた。

「なにを──っ」

「おとなしくせい。測定にブレが出るじゃろうが」

「ぐぬ……」

　突然腕を取られたので反射的に抵抗しようとしたが、それをマクスウェルが一喝して制止させる。

　俺も自分の魔力というものに興味を持っていたので、おとなしくされるがままに任せていた。

　俺とて魔法には少しばかり憧れはある。幼い頃に目にした、師匠の使った魔法の数々は、今も鮮明に覚えている。

　ひょっとすると俺にもすごい魔力があるかもしれない……そんな淡い期待も存在していた。

「うむ……ム？　なんじゃ、これは……」

「ど、どうだったんだ？」

「レイドよ、お主半魔人じゃよな？」

「見りゃわかんだろ」

「うむぅ……むぐ、ぷふっ」

「おい？」

　唐突に噴き出したマクスウェルに、俺は苛いら立だちを隠せず問い掛けた。

　しかしそれをきっかけにしたのかどうか、マクスウェルはついに腹を抱えて笑い出す。

「ぶはっ、わはははは！　お主、魔法の適性が高いはずの半魔人で……わは、わはははは！」

「なんだよ、説明しろ！」

　唐突に笑い転げ始めたマクスウェルに、俺だけでなくマリアやコルティナも目を丸くしている。

　日頃飄ひよう々ひようとしてとらえどころのないマクスウェルが、これほど爆笑するのは珍しい。

　そんな俺たちの……いや、俺をビシリと指差し、マクスウェルは宣言した。

「レイド、お主の魔力は……ゼロじゃ！」

「な、なに──!?」

　一般的に半魔人は魔法への適性が高い者が多い。俺も半魔人の端くれなのだから、魔法適性は高いことを期待していた。

　そういえば師匠からは『お前には才能がない』と一言言われて放り出されたことを思い出す。

　つまり師匠が言っていたことは事実で、俺に魔法を使うことはできないという真実だけが残ったということになる。

「なんて……こった……」

　がっくりと両膝をつき、悄しよう然ぜんと項うな垂だれる。

　そんな俺を指差し、マクスウェルは容赦なく笑い飛ばしていたのだった。







あとがき




　皆様、お久しぶりです。五か月ぶりの英雄の娘、どうにかお届けすることができました。

　六巻以降は電子書籍となりましたが、電子での売り上げはやはり好調なようで、今回はかなり早めに続きをお届けでき、一安心というところです。

　この巻ではニコルがまたしても女性としての階段を一段登り、新たな家族を迎える展開となりました。

　前世では孤児として育ってきたレイドだけに、溺愛することは想像に難くないでしょう。

　同時に新たに暗躍する存在も現れ、物語も新しい展開へと向かいます。

　とはいえ、ニコルたちはまだその状況を知る由もないため、いつも通りに……いえ、いつも以上に暢のん気きに学園ライフを楽しんでいくことでしょう。

　コルティナの救済も、この後でということになります。




　さて、現在の私の状況ですが、Ｗｅｂでの活動は一時中断しております。

　原因としては謎の血圧上昇で降圧剤を常用する状況になっていたからです。

　どうやら一時的なものだったらしく、今度は降圧剤の効果で下がり過ぎてしまいました。

　おかげで妙に頭がぼんやりとしていて、執筆に集中できない状況でした。

　むしろ血糖値の方が問題で、生まれて初めて本格的なダイエットに挑戦し、四か月で十五キロ以上減らすという快挙を達成しました。

　ええ、こんなに減ったのは初めてですよ……減り過ぎて低血糖になったりしましたが。

　今では血糖値も血圧もほぼ平常値に収まり、きっと次の診察辺りで薬も無くなるのではと考えています。

　皆様も体調管理には、充分お気を付けください。




　作品に関してですが、今回も表紙を晃あき田た先生、本文イラストを言こと寺でら先生にお願いすることになりました。

　特に今回はイラストとしては久しぶりに破戒神が登場し、私も楽しみな状況です。

　この神様、Ｗｅｂで私が初めて書いた長編小説の主人公でもあり、私もかなり気に入っているキャラでもあります。

　そちらの活躍はＷｅｂの方でお楽しみください。

　また、その作品とこの英雄の娘を結ぶ『半竜少女の奴隷ライフ』こと、『世界樹の下から始める半竜少女と僕の無双ライフ』も実業之日本社様からコミカライズされております。

　この本の発売からおよそ三週間後の二〇二一年十一月十九日に第二巻が発売する予定ですので、そちらも併せてお楽しみいただけると幸いです。

　繋つながっている世界の物語だけに、共通するアイテムや登場人物などがチラチラと出てくるので、それを楽しむのも一興だと思いますよ。




　この本を発売するに当たり、尽力していただいた晃田先生と言寺先生に感謝を。

　晃田先生のどこか百合ゆりっぽい表紙は私にドストライクで刺さりましたし、言寺先生の破戒神や水着のフィニアたちも、相変わらずの愛らしさで楽しませていただきました。

　この喜びを読者の皆様と分かち合えたこと、本当にありがたく思います。




　また次の話もなるべく早く皆様にお届けできればと思います。

　それでは、またお会いできる時を楽しみにしています。
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